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Ⅰ 実施概要

１ 目 的

児童生徒の客観的な学力状況の経年的な把握と分析を通して、課題解決に向けた指

導の工夫改善等の取組の充実を図る全県的な検証改善サイクルを確立し、県内全ての

児童生徒の学力の確実な定着と向上を図る。

２ 実施期日

平成２７年１０月２８日（水）を基準日として、１０月２６日（月）～１０月３０日（金）

の期間で実施

３ 実施対象

（１）小学校

学 年 実施人数

第３学年 １１，０６３人

第４学年 １０，９２４人

第５学年 １１，３４１人

第６学年 １１，５８９人

（２）中学校

学 年 実施人数

第１学年 １１，１８８人

第２学年 １１，６０１人

４ 実施内容

（１）小学校

学 年 内容（時間）

第３学年 国語、算数（各教科４０分） 及び質問紙

第４学年 国語、算数（各教科４０分） 及び質問紙

第５学年 国語、算数、社会、理科（各教科４０分） 及び質問紙

第６学年 国語、算数（各教科４０分） 及び質問紙

（２）中学校

学 年 内容（時間）

第１学年 国語、数学（各教科４５分） 及び質問紙

第２学年 国語、数学、社会、理科、英語（各教科４５分）及び質問紙
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（３）教科の問題について

○ 以下の①、②による総合的な問題とする。出題形式については、記述式の問題を

一定の割合で出題する。

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活

において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技

能などを中心とした問題

② 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構

想を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容を中心とした問題

○ 問題の範囲は、調査実施時点（基本的には９月末）までに学習していると想定さ

れる範囲とし、別紙「学力定着状況確認問題の出題範囲」によるものとする。

○ 問題の程度は、対象学年までの学習指導要領を基準とする。

（４）質問紙について

問題を実施する学年の児童生徒を対象に、学習意欲、学習方法、学習環境、生活

の諸側面等に関する内容を問うものとする。

【データの処理について】

○ 各学年の実施人数について

一部の教科を実施していない児童生徒がいるため、各教科ごとの実施人数が異なり

ます。したがって、各学年の実施人数については、教科の問題及び質問紙のいずれか

一つ以上を実施した実児童生徒数を示しています。

○ 平均正答率の算出方法について

次ページ以降に示している各教科の平均正答率は、それぞれの教科の問題を実施し

た児童生徒全員の正答率を平均することにより算出しています。

（学校の教育課程上の理由等により一部の問題を実施していない児童生徒についても、

全体に含めて算出しています。）
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Ⅱ 教科の問題に関する結果

１ 小学校

（１）国語

【第３学年】

実施児童数 11,063 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 59.5 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第４学年】

実施児童数 10,924 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 66.7 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

平均正答数 11.6問

平均正答数 13.0問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １８ 60.8

主として「活用」 ２ 46.8

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと ３ 65.5

書くこと ３ 44.8

読むこと ６ 47.9

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
８ 71.4

評価の

観点

話す・聞く能力 ３ 65.5

書く能力 ３ 44.8

読む能力 ６ 47.9

言語についての

知識･理解･技能
８ 71.4

問題形式

選択式 ７ 58.8

短答式 １１ 62.2

記述式 ２ 46.7

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １７ 70.2

主として「活用」 ３ 46.9

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと ４ 62.3

書くこと ２ 35.8

読むこと ７ 67.7

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
７ 77.1

評価の

観点

話す・聞く能力 ４ 62.3

書く能力 ２ 35.8

読む能力 ７ 67.7

言語についての

知識･理解･技能
７ 77.1

問題形式

選択式 １０ 69.0

短答式 ７ 71.9

記述式 ３ 46.9
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【第５学年】

実施児童数 11,341 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 60.6 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第６学年】

実施児童数 11,589 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 66.0 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

平均正答数 11.8問

平均正答数 12.9問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １８ 62.4

主として「活用」 ２ 44.5

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと ３ 76.9

書くこと ３ 60.8

読むこと ５ 50.2

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
９ 61.2

評価の

観点

話す・聞く能力 ３ 76.9

書く能力 ３ 60.8

読む能力 ５ 50.2

言語についての

知識･理解･技能
９ 61.2

問題形式

選択式 １３ 61.8

短答式 ５ 64.6

記述式 ２ 44.8

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １７ 69.9

主として「活用」 ３ 43.6

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと ３ 67.3

書くこと ４ 66.5

読むこと ５ 50.4

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　

８ 74.9

評価の

観点

話す・聞く能力 ３ 67.3

書く能力 ４ 66.5

読む能力 ５ 50.4

言語についての

知識･理解･技能
８ 74.9

問題形式

選択式 １０ 66.1

短答式 ７ 75.1

記述式 ３ 43.9
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【結果から見られる成果と課題】 

 ○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読むことについて、相当数の児童

ができている。 

  ・「上手（じょうず）」（小３１一１：92.2％） 

  ・「作業（さぎょう）」（小４１一２：89.6％） 

・「説教（せっきょう）」（小５１一１：84.8％） 

  ・「無限（むげん）」（小６１一２：97.6％） 

 ○ 書いた文章を読み返し、表現の工夫を捉えることについて、相当数の児童ができ

ている。 

  ・表現の工夫の説明として、適切なものの選択（小６２二：90.8％） 

 ○ 立場を明確にして、自分の考えを述べることについて、改善の傾向が見られる。 

  ・賛成する立場を選び、自分の考えを書くこと（小６３二：66.3％） 

H25小 4 確認問題 41.2% 「賛成か反対か立場を明らかにしてその理由を述べる」 

H26小 6 全国調査 30.6% 「立場を明確にして、質問や意見を述べる」 

H26小 6 確認問題 40.5% 「立場を明確にして、質問や意見を述べる」 

○ 文の中における主語を捉えることについて、改善の傾向が見られる。 

・文の主語として適切なものの選択 

（小３１二:72.9％、小４１二:78.6％、小５１四:72.4％、小６１四:79.3％） 

H27小 6 全国調査 51.8% 「文の主語として適切なものを選択する」 

  

 ● 場面の移り変わりに注意して読むことについて、課題が見られる。 

 ・異なる様子を表す一文を書き抜くこと（小３４一：8.0％） 

● 登場人物の気持ちの変化を捉えることについて、課題が見られる。 

 ・登場人物の様子が変わったことが分かる一文を書き抜くこと（小４４三：14.0％） 

● 登場人物の相互関係を捉えることについて、課題が見られる。 

 ・登場人物の関係についての説明として適切なものの選択 

（小５５一：60.1％、小６５一：43.1％） 

H27 小 6 全国調査 67.9% 「登場人物の関係についての説明として適切なものを選択する」 

● 目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことについて、課題

が見られる。 

 ・話の内容をまとめて書くこと（小６２三：41.8％） 

H27小 6 全国調査 36.8% 「インタビューの様子の内容をまとめて書く」 

 ■ 記述式の問題（条件等に即応した記述）について、課題が見られる。 

  ・自分の考えを具体的に書くこと 

   （小３４五:45.3％、小４４三:28.6％、小５５三:48.8％、小６３二:22.8％） 

 

 

 

 

 

正答率が 80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果と
してまとめるとともに、複数学年に傾向が見られるものや特に課題と見られる状況について、
全体の傾向をまとめています。 

 
※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題） 
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○ 次のことばについて、国語じてんで、出てくるじゅん番に      にア
からウの記号を書きましょう。 

○ 話し合いのあと、かすみさんは地いきの方にしょうたいじょうを書きました。
【かすみさんが書いたしょうたいじょう】の中 

に、あい手にたいしてふさわしくない一文があ 

ります。その一文をぬき出し、正しいことばづ 

かいの文に書き直しましょう。 

○ あなたは、この物語を読んで、どんな感想をもちましたか。あとのじょうけ
んに合わせて書きましょう。 

なお、（、）や（。）も字数にふくみます。 

 

〈じょうけん〉 
 ○ 「春」、「ぼうやのシカ」という言葉を使って書くこと。 
 ○ 二十字いじょう、六十字いないにまとめて 

書くこと。 

 

○ みどりさんの発言のように、春が来ていない山のようすが書かれた一文を本
文からぬき出して、さいしょの五文字とさい後 

の五文字を書きましょう。ただし、く点（。） 

も一字とします。 

ア ゴム  イ こま  ウ こめ 

【正答】リコーダーできょく

をえんそうします。 

国語【小学校３年生】 

 

● 国語辞典の正しい使い方を理解することに課題が見られる。 

小３：３７．３％ 
 

 
 

● 常体と敬体の違いに気を付けて書くことに課題が見られる。 

小３：４０．９％ 
 

 

 

● 場面の移り変わりに注意して読むことに課題が見られる。 

小３：８．０％ 

 

■ 記述式の問題（条件等に即応した記述）で、自分の考えを具体的に書くことに
課題が見られる。 

小３：４５．３％ 
 

【正答例】略  

【正答】イ→ア→ウ  

【正答】山のいただ～いま

した。  

 

[類題] 「叙述を基に想像して読み、感想を書く」H26 県確認問題 小３：52.0% 

[類題] 「客に対する勧誘の表現を適切に改めて書く」H19 全国調査Ｂ 小６：74.7% 

[類題] 「国語辞典で出てくるじゅん番に言葉をならべる」H26 県確認問題 小３：63.8% 
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○ 山本さんのスピーチ文の   ○あ    の中には、同じ言葉が入ります。図書
委員会の人から聞いたということがわかるような言葉をアからエまでの中から
一つえらび、記号を書きましょう。 

○ 山本さんは、スピーチのあと、（資料１）を教室のけいじ板にはって、資料
の横にかんたんなお知らせを書きました。あなたならどのように書きますか。
山本さんになったつもりで、次のじょうけんに合わせて書きましょう。 

 

〈じょうけん〉 
 ○ 四年生の本の読み聞かせに、いつ行けばよいかがわかるように書くこと。 
 ○ 読み聞かせに行くようにすすめること。 
 ○ 書き出しの「四年生の本の読み聞かせは、」を 

ふくめて三十字以上、五十字以内で書くこと。 

○ ぼう線部「おまえの言うことはうそじゃ。」をあなたならどのように声に出
して読みますか。次のじょうけんに合わせて書きましょう。 

 

〈じょうけん〉 
 ○ 声に出して読むときの声の大きさや速さを書くこと。 
○ なぜ、そのように読むのかという理由を、文しょう 
（『山口のむかし話』）の中の言葉を使って書くこと。 

 ○ 三十字以上、六十字以内で書くこと。 

 

○ ゆりさんの発言にあるように、大ワシの様子が前（はじめ）と変わったこと
が分かる一文をぬき出して、さい初の五文字と 

さい後の五文字を書きましょう。ただし、く点 

（。）や読点（、）も字数にふくみます。 

ア でしょう  イ かもしれません 

ウ のです   エ そうです 

国語【小学校４年生】 

 

● 伝聞を表す言葉の使い方を理解することに課題が見られる。 

小４：４８．５％ 
 

● 目的に応じて資料を読み、知らせたいことを的確に書くことに課題が見られる。 

小４：４３．１％ 

 

● 登場人物の気持ちの変化を捉えることに課題が見られる。 

小４：１４．０％ 

 

■ 記述式の問題（条件等に即応した記述）で、自分の考えを具体的に書くことに
課題が見られる。 

小４：２８．６％ 
 

【正答例】略  

【正答】エ  

【正答】ワシは、び～きま

した。  

   

【正答例】略  

[類題]「声に出して読むときの工夫とその理由を書く」H27 全国調査Ｂ  小６：70.6% 
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○ 妹が服をしちゃくしている。 

○ ―Ａ、―Ｂの内容が書かれているだん落はどれか、それぞれだん落の番
号を書きましょう。 

 

○ 【グループでの話し合いの様子】に出てくる―③について、あなたならど
のようなキャッチコピーをつけますか。あなたが考えたキャッチコピーを次の
条件に合わせて書きましょう。 

 

〈条件〉 
 ○ 「おじいさんとおばあさん」、「どろぼう」、「もるうさあ」のどれかを

使って、二十五字以内で一文で表すこと。 
○ 読み手の興味を引くように、問いかけや文の前後を入れかえて伝えたいこと
を強調する方法などを用いること。 

 

○    Ｄ   の中に入る、最も適切な文を１から５の中から一つ選んで、番
号を書きましょう。 

国語【小学校５年生】 
 

● 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書くことについて課題が見られる。 

小５：３７．９％ 
 

● 段落の内容を的確に捉えることに課題が見られる。 

小５：３９．１％ 

 

● 文章の内容を的確に押さえて要旨を捉えることに課題が見られる。 

小５：３１．４％ 

 

■ 記述式の問題（条件等に即応した記述）で、自分の考えを具体的に書くことに
課題が見られる。 

小５：４８．８％ 

【正答例】もるうさあの

正体は？  

【正答】試着  

【正答】Ａ⑭ Ｂ⑮  

   

【正答】４  
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○ 次は、【かま十左の物語】をもとにした【人物関係図】です。図の中のア、
イ、ウの中に入る内容として最も適切なものを、あとの１から５までの中から
それぞれ一つ選んで、その番号を 

書きましょう。ただし、同じ番号 

は、一度しか使いません。  

○ 「それじゃあ だんなさま、もろうて帰りますでの。」を、あなたならどの
ように声に出して読みますか。次の条件に合わせて書きましょう。 

 

〈条件〉 
 ○ 声に出して読むときにくふうすることを書くこと。くふうすることとして

は、たとえば、声の大きさや高さ、読む速さなどがある 
 ○ なぜ、そのように読むのかという理由を書くこと。理由には、物語の中の

表現を引用し、そこからあなたが想像した十左の 
気持ちを取り上げること。 

○ 五十字以上、八十字以内にまとめること。 

○ 〈絵３〉の場面は、【かま十左のお話】の      の中の１から５まで
のどこから始まりますか。最も適切なものを一つ選 

んで、その番号を書きましょう。 

○    ○う    の部分には、お父さんの感想を入れることにしました。次の【お
父さんが言った言葉】の内容をまとめて書きます。あとの条件に合わせて書き
ましょう。 

 

〈条件〉 
 ○ ※―部についての理由がわかる言葉を、〈話した内容〉の中から「 」

を使って取り出し、その言葉と〈聞いたときや表情〉の内容を合わせて、一
文で書くこと。 

 ○ 書き出しに続けて、五十字以上、七十字以内で 
書くこと。なお、書き出しの言葉は字数にふくむ。 

国語【小学校６年生】 
 

● 目的や意図に応じ、取材した内容を整理して書き加えることに課題が見られる。 

小６：４１．８％ 
 

 
 

● 登場人物の相互関係を捉えることに課題が見られる。 

小６：４３．１％ 
 

● 登場人物の行動を基にして、場面の移り変わりを捉えることに課題が見られる。 

小６：３９．２％ 
 
■ 記述式の問題（条件等に即応した記述）で、自分の考えを具体的に書くことに
課題が見られる。 

小６：２２．８％ 

【正答例】略  

【正答】ア ５  イ ２  ウ １  

【正答例】略  

【正答】３  

   

   

[類題]「声に出して読むときの工夫とその理由を書く」H27 全国調査Ｂ 小６：70.6% 

[類題] 「インタビューの様子の内容をまとめて書く」H27 全国調査Ｂ 小６：36.8% 
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（２）算数

【第３学年】

実施児童数 11,050 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 64.3 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第４学年】

実施児童数 10,895 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 19 問

平均正答率 58.3 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

平均正答数 12.5問

平均正答数 10.8問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １６ 67.9

主として「活用」 ４ 50.0

学習指導

要領の

領域等

数と計算 １０ 73.5

量と測定 ３ 63.9

図形 ２ 61.7

数量関係 ５ 47.1

評価の

観点

数学的な考え方 ６ 45.3

数量や図形についての技能 ９ 78.0

数量や図形についての知識･理解 ５ 62.8

問題形式

選択式 ５ 55.4

短答式 １３ 72.1

記述式 ２ 36.6

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １４ 63.5

主として「活用」 ５ 43.6

学習指導

要領の

領域等

数と計算 １０ 65.0

量と測定 ４ 43.6

図形 ０ －

数量関係 ５ 43.7

評価の

観点

数学的な考え方 ５ 43.5

数量や図形についての技能 ８ 65.3

数量や図形についての知識･理解 ６ 60.8

問題形式

選択式 ２ 49.3

短答式 １５ 63.7

記述式 ２ 25.3
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【第５学年】

実施児童数 11,326 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 59.9 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第６学年】

実施児童数 11,549 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 61.0 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

平均正答数 11.7問

平均正答数 11.9問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １５ 62.1

主として「活用」 ５ 53.1

学習指導

要領の

領域等

数と計算 １０ 67.9

量と測定 ２ 53.6

図形 ３ 55.6

数量関係 ５ 48.9

評価の

観点

数学的な考え方 ６ 56.7

数量や図形についての技能 ９ 62.5

数量や図形についての知識･理解 ５ 59.8

問題形式

選択式 ６ 60.7

短答式 １２ 62.6

記述式 ２ 42.4

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １５ 62.0

主として「活用」 ５ 57.7

学習指導

要領の

領域等

数と計算 ９ 67.6

量と測定 ５ 57.9

図形 １ 81.1

数量関係 ５ 48.0

評価の

観点

数学的な考え方 ３ 53.8

数量や図形についての技能 １０ 57.1

数量や図形についての知識･理解 ７ 66.9

問題形式

選択式 ４ 62.2

短答式 １２ 58.9

記述式 ４ 61.4
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【結果から見られる成果と課題】

○ 四則計算の習得が図られている。

・繰り上がりのある加法の計算（小３１(1)：84.1％，小４１(1)：91.8％）

・繰り下がりのある減法の計算（小３１(2)：81.8％）

・除法の計算（小３１(4)：91.3％）

・余りのある除法の計算（小４１(5)：83.0％）

・分数の大きさについて理解している（小５２(2)：81.6％）

・小数の仕組みを理解している（小４２(1)：90.8％）

・小数の減法、乗法の計算（小６１(1)：84.5％，小６１(2)：82.5％）

・かっこを含む四則計算（小６１(6)：81.0％）

○ 数の仕組みや整理の方法、図形の基本的な内容について、理解が図られている。

・絵から読み取ったことを，表に整理する（小３９(1)：85.0％）

・最小公倍数を理解している（小５７(2)：84.2％）

・四角形を三角形に分解する（小３５：81.7％）

・線対称な図形を，対象の中心をもとに点対称な図形にかえる（小６５：81.1％）

● 小数、分数、四捨五入、割合の理解について、引き続き課題が見られる。

・小数を１０倍した数を求めること（小４２(2)：31.3％）

・簡単な分数の意味を理解すること（小４３(4)：19.9％）

・量分数の意味を理解すること（小６３(2)：30.4％）

・四捨五入の意味を理解し、その範囲を表すこと（小５３)：41.8％）

・百分率について理解し、数量を求めること（小６６(2)：32.9％）

● 図や式の意味をよみ取ることや数量の関係を式に表すことに課題が見られる。

・乗法の表す式の意味を、具体的な場面に即してよむこと（小３４：35.3％）

・縦と横の長さの関係を式に表すこと（小５４(2)：24.8％）

● 面積についての量感、立体の構成について課題が見られる

・箱を構成する面について理解すること（小３７：41.7％）

・面積についての感覚を身に付けていること（小５５：41.4％、小６２(2)：37.6％））

■ 情報を整理し、理由や根拠、方法を説明することについて、課題が見られる。

・九九のきまりについて理解し，説明すること（小３８：34.6％）

・必要な情報を整理し、判断の理由を説明すること（小３10：38.5％）

・与えられた条件に合うグラフを選択し、説明すること（小５11：38.5％）

・必要な情報を整理して、問題を解決すること（小３９(2)：42.1％）

・問題場面に合う考え方を、線分図と説明から読み取ったり必要な情報を整理したりし

て、言葉と式で説明すること（小４８：23.1％、小４９：27.8％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果
としてまとめるとともに、複数学年に同様の傾向が見られるものや、特に課題と見られる
状況について、全体の傾向をまとめています。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）
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算数【小学校３年生】

■ 九九のきまりについて理解し、説明することに課題が見られる。

小３：３４．６％

【正答例】

２のだんの答えと３のだんの答えをたすと、５のだんの答えになります。

たとえば、

２×４＝８

３×４＝１２

８＋１２＝２０ です。

５×４＝２０ になるので、２のだんの答えと３のだんの答えをたすと、

５のだんの答えになります。

014116
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算数【小学校４年生】

● 簡単な分数の意味を理解することに課題が見られる。

小４：１９．９％

■ 問題場面に合う考え方を、線分図と説明から読み取ったり必要な情報を整理し
たりして、言葉と式で説明することに課題が見られる。

小４：２３．１％

小４：２７．８％
小５：４６．２％

【正答】

ア，イ，エ

【正答例】

こうやさんとゆうこさんのちがい

は１２こだから、１２こを引いて、

４０－１２＝２８。残りを２人でわ

けると，２８÷２＝１４なので，こ

うやさんのみかんのこ数は１４こ。

ゆうこさんのこ数は，それより１

２こ多いので，１４＋１２＝２６．

ゆうこさんのみかんのこ数は２６

こ。

【正答例】

Ａ店のほうがやすい。

Ａ店で８こ買うと、８８円になり

ます。Ｂ店で８こ買うときは、５こ

までは１こ１２円で、１２×５＝６

０となり６０円。残り３こは、１こ

１０円になるので、１０×３＝３０

で３０円です。Ｂ店で買うときはあ

わせて９０円になり、Ａ店とＢ店は

ではＡ店のほうが安いです。

014116
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算数【小学校５年生】

● 四捨五入の意味を理解し、その範囲を表すことに課題が見られる。

小５：４１．８％

● 面積についての感覚を身に付けていることに課題が見られる。

小５：４１．４％

■ 与えられた条件に合うグラフを選択し、説明することに課題が見られる。

小５：３８．５％

【正答】 ５４９人以下

【正答】 ウ

【正答】

Ａさんの話に合うグラフ ウ

【正答例】

最初に水を勢いよく入れているの

は，６分間で１６０Ｌ入れているア

とウのグラフです。アとウのグラフ

のうち，水を止めていないのは，ウ

のグラフです。だからＡさんの話に

合うグラフはウのグラフです。

014116
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算数【小学校６年生】

● 量分数の意味を理解することに課題が見られる。

小６：３０．７％

［類題］「テープ図の長さを分数で表す」H25県確認問題：１８．０％
H26県確認問題：１８．６％

● 面積についての感覚を身に付けていることに課題が見られる。

小６：３７．６％

［類題］長さに対する量感 「１ｍに一番近いものを選ぶ」
H27県確認問題 小３：７３．８％、小４：７９．２％

［類題］面積に対する量感 「学習机４つを並べてつくった正方形の面積」
H27県確認問題 小５：４１．４％

● 百分率について理解し、数量を求めることに課題が見られる。

比較量と割合から
基準量を求める

小６：３２．９％

［類題］ 「20％増量した商品の内容量が４８０ｍLであるとき、増量前の内容量を求める
式と答えを書く」
H27全国調査Ｂ 小６：１４．３％

［類題］ 「25％増量したシャンプーの内容量がａｍLであるとき、増量前の内容量をаを
使った式で書く」
H27県確認問題中学校 中１：４．１％、中２：７．７％

１
【正答】 ｍ

５

【正答】

240÷1.2＝200 200ｇ

【正答】 １

014116
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（３）社会

【第５学年】

実施児童数 11,331 人

設問数 25 問

平均正答率 55.3 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した児童について算出)

平均正答数 13.4問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １８ 50.7

主として「活用」 ７ 68.1

学習指導

要領の

領域等

身近な地域 １ 36.1

地域の生産や販売 ２ 90.4

地域の人々の健康な生活 ３ 62.8

地域の人々の安全 ２ 80.1

地域の古い道具、文化財や年中

行事
２ 86.2

県の地形や産業 ３ 36.1

我が国の国土 ６ 49.4

我が国の農業や水産業 ６ 39.3

評価の

観点

社会的な思考･判断･表現 ７ 68.4

資料活用の技能 ８ 50.0

社会的事象についての知識･理解 １０ 50.5

問題形式

選択式 ８ 63.0

短答式 １２ 46.7

記述式 ５ 64.0
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【結果から見られる成果と課題】

○ 身近な商業施設の特色など、学習の対象や事例が身近な場合には、知識・理

解の定着が見られる。

・商品表示の資料から、商品に関する情報を読みとること（２(2)91.5％）

・スーパーマーケットが行っているさまざまな工夫を、案内表示や販売されて

いる商品の写真資料から読みとること（２(1)89.3％）

・災害及び事故防止に関する施設や設備の働きについて理解すること

（３(1)87.1％）

● 県内の市町の位置及び名前に関する知識・理解の定着に課題が見られる。

・地図を手がかりに県内の市町の数を答えること（５(1)8.3％）

● 複数の資料を関連付けて必要な情報を読み取ることに課題が見られる。

・月別降水量及び月別日照時間を示す２つのグラフから、気候の特色を読

みとり、米作りと関連付けること（７(1)19.4％）

・食糧自給率に関する２つのグラフから、我が国の食糧状況について読み取る

こと（８(3)37.2％）

● 身近な地域の様子を表した簡単な地図から必要な情報を読み取ることに課題

が見られる。

・方位や地図記号を理解し、地図を正しく読み取ること（１(1)36.1％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果

としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめていま

す。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）
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社会【小学校５年生】

● 県内の市町の位置及び名前に関する知識・理解の定着に課題が見られる。

「山口県内全ての市町」について、前のページの地図を見て、きららさんの疑問にそれぞ
れ答えましょう。

きららさん：山口県内の市町はいくつあるのかな？
→地図にのっている市町を数えると、市が（ ）、

町が（ ）あり、合わせて（ ）の市町があ
ります。

小５：８．３％

● 複数の資料を関連付けて必要な情報を読み取ることに課題が見られる。

＜山形県酒田市と岩手県宮古市の月別降水量及び月別日照時間を示すグラフを提示＞

（１） はなこさんは、酒田市の米作りがさかんな理由を、岩手県宮古市と比べて考えました
そこで降水量と日照時間のちがいに注目し、下のような発表をしました。文の中の（ア）
から（ウ）に当てはまる言葉を、下の〔〕から選んで解答用紙に○をつけましょう。

※〔 〕の語群は省略

小５：１９．４％

● 身近な地域の様子を表した簡単な地図から必要な情報を読み取ることができ
る。

＜「まちたんけんの地図」を提示＞

上の地図には、まきさんのグループがまちたんけんで歩いたコースがかかれています。
（①）から（③）に、あてはまる方位や地図記号の名前を入れて、説明を完成させましょう。

なお、同じ番号のところには、同じ言葉が入ります。

小５：３６．１％

 
酒田市が米作りのさかんな理由の一つは降水量です。宮古

市と比べると，（ ア ）の降水量が特に多くなっています。

例えば１月に注目すると，酒田市では，宮古市の２倍以上の

降水量になっており，この季節の気温と合わせて考えると，

たくさんの（ イ ）が観測されていることがわかります。

このときの水が米作りに大変役立っています。 
また，もう一つの理由として日照時間があります。酒田市

は（ ウ ），日照時間が長くなっています。そのため日光

が十分に当たり，じょうぶな稲
い ね

が育つのです。 
 

 
まず学校を出て北に進み，はじめの交差点を（ ① ）に進

みました。橋をわたり進んでいると，道の両側には（ ② ）

が広がっていました。 
  しばらくまっすぐ行くと，交差点のところにゆうびん局が見

えました。その交差点を南に進むと，（ ③ ）がありました。 
  （ ③ ）を（ ① ）に進むと神社がありました。 

【正答】

（ア）冬

（イ）雪

（ウ）夏の間

【正答】順に

１３、６、１９

【正答】

（①）西

（②）田

（③）びょういん

014116
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（４）理科

【第５学年】

実施児童数 11,324 人

設問数 25 問

平均正答率 58.5 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した児童について算出)

平均正答数 14.3問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １９ 62.5

主として「活用」 ６ 46.0

学習指導

要領の

領域等

物質 ５ 52.0

エネルギー ３ 79.8

生命 １１ 64.5

地球 ６ 42.5

評価の

観点

科学的な思考・表現 ８ 47.1

観察・実験の技能 ６ 59.3

自然事象についての知識･理解 １１ 67.0

問題形式

選択式 １３ 62.7

短答式 ６ 62.8

記述式 ６ 46.2

014116
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【結果から見られる成果と課題】

○ 光の性質について成果が見られる。

・光電池の働きと日光の強さの関係について理解している（８（２）93.8％）

・日光を重ねたときの明るさの変化と、光電池の働きとの関係について理解し

ている（８（２）90.9％）

● 天体の動きについて課題が見られる。

・太陽の動き方と影のでき方について理解している 。

（９（２）32.4％）

・月の特徴や動きについて理解している。

（1116.5％）

● 器具の操作方法等、観察・実験の技能に課題が見られる。

・星座早見の正しい使い方を理解している。

（1036.0％）

● 物質の状態変化について課題が見られる。

・水の状態変化について理解している

（７（２）30.4％）

● 実験結果から正しい考察をすることに課題が見られる。

・インゲンマメの発芽に必要な条件を理解し、実験結果から考察することがで

きる（３（３）36.1％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果
としてまとめるとともに、複数学年に傾向が見られるものや特に課題と見られる状況につ
いて、全体の傾向をまとめています。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）
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理科【小学校５年生】

● 天体の動きについて課題が見られる。

小５：３２．４％

● 実験結果から正しい考察をすることに課題が見られる。

小５：３６．１％

【正答】

Ａ：水

Ｂ：光

【正答例】

014116
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２ 中学校

（１）国語

【第１学年】

実施生徒数 11,180 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 27 問

平均正答率 65.4 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

【第２学年】

実施生徒数 11,568 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 26 問

平均正答率 62.2 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

平均正答数 17.0問

平均正答数 15.4問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 ２４ 68.1

主として「活用」 ３ 43.3

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと １ 87.6

書くこと ３ 62.7

読むこと ９ 56.0

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
１４ 70.8

評価の

観点

話す・聞く能力 １ 87.6

書く能力 ３ 62.7

読む能力 ９ 56.0

言語についての

知識･理解･技能
１４ 70.8

問題形式

選択式 １１ 72.7

短答式 １３ 64.6

記述式 ３ 43.8

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 ２３ 64.5

主として「活用」 ３ 44.4

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと ２ 56.2

書くこと ２ 49.6

読むこと １０ 62.3

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
１２ 65.2

評価の

観点

話す・聞く能力 ２ 56.2

書く能力 ２ 49.6

読む能力 １０ 62.3

言語についての

知識･理解･技能
１２ 65.2

問題形式

選択式 ８ 69.5

短答式 １５ 61.9

記述式 ３ 44.5
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【結果から見られる成果と課題】

○ １・２年生において、文脈に即して漢字を正しく読むことについては、相当

数の生徒ができている。

・「移る」（中１１一３：97.3％）、「穀物」（中１３一１：84.3％）
うつ こくもつ

・「納得」（中２３一１：96.0％）、「優れて」（中２３一４：94.4％）
なっとく すぐ

○ １年生において、言葉の特徴やきまりに関する事項については、相当数の生

徒が理解できている。

・慣用句の使い方「口がかたい」（中１２一１：91.7％）

・語句を文脈の中で適切に使う「わきまえる」（中１２一３：80.4％）

● ２年生において、古語の文脈上の意味や古典の内容をとらえることに課題が

見られる。

・古語の文脈上の意味を的確に捉える（中２２三：43.6％）

・古典と現代文とを対応させて内容を捉える（中２２四：48.9％）

・登場人物の心情やものの考え方をつかむ（中２２五：32.0％）

● １・２年生において、説明的文章を読んで必要な情報を読み取ったり、事実

と意見とを読み分けたりすることに課題が見られる。

・必要な情報を読み取り、整理して書く（中１３三：23.7％）

・文章の構成と展開を理解する（中１３四：25.5％）

・捉えた情報を、条件にあうように的確に表現する（中２３三：34.2％）

・事実と意見を文末表現から読み分ける（中２３四：47.6％）

・必要な情報を的確に読み取る（中２３五：42.3％）

■ 記述式の問題（条件等に即応した記述）に課題が見られる。

・自分の考えを根拠を明確にして書く（中１４三：48.5％）

・話し合いの内容を受けて、選んだ理由を適切に説明する（中２４三：27.9％）

※「文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明確にして自分の考えを書く」H27 中3 全国

調査30.8％

※「資料の提示方法とその理由を条件に従って書く」 H22 中3 全国調査 46.6％

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果

としてまとめるとともに、複数学年に同様の傾向が見られるものや、特に課題と見られる

状況について、全体の傾向をまとめています。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）
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国語【中学校１年生】

● 文の成分（主語）について理解することに課題が見られる。

○ Ｄの文の主語を一文節で答えなさい。

Ｄ この反射した光が人の目に入るため青く見えるのです。

【正答】 光が

中１：３２．８％

● 説明的文章において、必要な情報を読み取り、整理して書くことに課題が見ら
れる。

○ ①「花の蜜はそうはいかない」の「そうはいかない」とは、どういうこと
を言っているのか。次の文の（ ）に当てはまるように十五字以上二
十五字以内で書きなさい。

花の蜜は、（ ）ということ。

【正答例】時節を問わず、いたるところに大量にあるわけではない（25字）

中１：２３．７％

■ 記述式の問題（条件等に即応した記述）に課題が見られる。

○ 【資料２】は本の帯などに用いられるキャッチコピーの例です。この中か
ら、あなたが読んでみたいという気持ちになるキャッチコピーを一つ選び、
キャッチコピーの表現の仕方を理由として挙げながら、四十字以上六十字以
内で書きなさい。

【資料２】キャッチコピーの例
Ａ いま、よみがえる「にっぽん」のこころ
Ｂ コンプレックスをもつあなたへ･･･ きっと自分を好きになれますよ
Ｃ これを読んだら三日間笑いが止まらない！
Ｄ 旅の楽しさがいっぱい！ この一冊で君も京都マニアだ。

【正答例】選んだものの記号（ Ａ ）
すべてひらがなで書かれているためやわらかい印象で、おだやかな日本

の心に出会えそうだから。（44字）

中１：４８．５％
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国語【中学校２年生】

● 古典について登場人物の心情やものの考え方をつかむことに課題が見られる。

○ 文章前段の「園の別当入道」の振るまいについて、「北山太政入道」はどの
ような感想を述べていますか。それが分かる部分を原文から一文で書き抜き
なさい。句読点を含む。

【正答】かやうの事、おのれはよにうるさく覚ゆるなり。

中２：３２．０％

● 説明的文章において、必要な情報を的確に読み取ることに課題が見られる。

○「方言」を使う時に気をつけなければいけない点について書かれた次の文の
（ ）に当てはまる語を、文中の言葉を使って書きなさい。

方言の中には乱暴な言葉も多いので、共通語を
使う時と同じように、（ ）性と品位を備え
ているかどうかについて判断する必要がある。 【正答】公共

中２：４２．３％

■ 記述式の問題（条件等に即応した記述）に課題が見られる。

○ 大田さんの発言を受けて、【下書きⅢ】の説明の中に次のような写真を添え
そ

ることにしました。その写真のキャプション（図や写真に添えた説明のため
の文章）としてふさわしいのは、Ａ・Ｂのうちどちらですか。また、その理
由を五十字以上、六十字以内で書きなさい。

【正答例】記号：Ａ 火山が私たちの生活に与えた影響を説明しているので、芸術
性よりも安山岩が石材として利用されてきたことを述べるべきだから。（59字）

中２：２７．９％

［類題］「資料の提示方法とその理由を条件に従って書く」H22全国調査Ｂ 中３：４６．６％

Ａ 萩の石工、大庭卯一の作品。灯籠をはじめと
おお ば う いち とうろう

して芸術性の高い作品が数多く残されている。

Ｂ 西見山八幡宮の 牛 像。長い間、石材として
にし み やまはちまんぐう ぎゆうぞう

利用された鍋山の安山岩（鍋山石）で作られて
なべやま

いる。
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（２）数学

【第１学年】

実施生徒数 11,188 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 25 問

平均正答率 53.8 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

【第２学年】

実施生徒数 11,534 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 24 問

平均正答率 56.2 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

平均正答数 12.9問

平均正答数 12.8問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 ２０ 59.1

主として「活用」 ５ 32.9

学習指導

要領の

領域等

数と式 １８ 55.5

図形 ４ 45.5

関数 ２ 46.2

資料の活用 １ 72.1

評価の

観点

数学的な見方や考え方 ６ 25.0

数学的な技能 １１ 58.7

数量や図形などについての

知識･理解
８ 68.8

問題形式

選択式 ６ 61.5

短答式 １５ 54.9

記述式 ４ 38.4

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １９ 63.5

主として「活用」 ５ 28.5

学習指導

要領の

領域等

数と式 １３ 62.1

図形 ６ 47.5

関数 ４ 54.9

資料の活用 １ 37.3

評価の

観点

数学的な見方や考え方 ５ 28.4

数学的な技能 １０ 66.2

数量や図形などについての

知識･理解
９ 60.6

問題形式

選択式 ６ 61.7

短答式 １５ 59.5

記述式 ３ 28.9
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【結果から見られる成果と課題】

○ 数の読み取り、計算について成果が見られる。

・分数の計算ができること（中１１（１）：87.4％、中２１（１）：84.2％）

・加減乗除を含む正の数の計算において、きまりにしたがって計算すること

（中１１（２）：79.7％、中２１（２）：82.0％）

・正の数・負の数の意味を、実生活の場面に結びつけること

（中１１（５）：81.0％、中２１（４）：82.2％）

・文字式に数を代入して式の値を求めること（中２２（２）：86.7％）

○ 関数関係を見いだし、表現することに成果が見られる。

・具体的な事象について、比例の関係を式に表すこと

（中１６（２）：91.2％）

● 割合の理解や活用に課題が見られる。

・割合の意味を理解し、基準量を明確にすること

（中１６（１）：4.1％、中２２（３）：7.7％）

H27 小6 全国調算B2(2)「20％増のせんざいの基準量を求める問題」

全国13.1％、山口県14.3％

・示された情報を解釈し、基準量と比較量の関係を正しくとらえること

（中１９（１）：4.9％）

● 基本的な図形の計量に課題が見られる

・底面が合同で高さが等しい円錐と円柱の体積の関係を理解すること

（中２５（２）48.3％）

H19 中3 全国調数A5(4)「円柱と円錐の体積を比較し、正しい図を選ぶ問題」

全国38.1％、山口県37.7％

H20 中3 全国調数A5(2)「円柱と円錐の体積を比較し、正しい図を選ぶ問題」

全国52.4％、山口県52.6％

H26 中3 全国調数A5(4)「円柱と円錐の体積を比較し、正しい図を選ぶ問題」

全国38.7％、山口県41.4％

● 日常的な事象を数学的に解釈することに課題が見られる

・事象を理想化・単純化して問題解決する方法を説明する明すること（中２９：26.4％）

H26 中3 全国調数B3(2)

「ウェーブをする人数と時間について，２つの数量の間の関係を説明する問題」

全国62.3％、山口県69.3％

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果
としてまとめるとともに、複数学年に傾向が見られるものや特に課題と見られる状況につ
いて、全体の傾向をまとめています。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）

014116
タイプライターテキスト
28



数学【中学校１年生】

● 割合の意味を理解し、基準量を明確にすることに課題が見られる。

中１：４．１％ 中２：７．７％ ※中２においても同一問題実施

［類題］「20％増のせんざいの基準量を求める問題」H27全国調査算数Ｂ 小６：１４．３％

● 示された情報を解釈し、基準量と比較量の関係を正しくとらえることに課題が見られる。

中１：４．９％

【正答】

４

５
a mL

【正答例】

１０

３３
m

【正答】

式

答え

４８０÷

４００

１．２

mL
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数学【中学校２年生】

● 底面が合同で高さが等しい円錐と円柱の体積の関係を理解することに課題が見られる。

中２：４８．３％

［類題］「円柱と円錐の体積を比較し、正しい図を選ぶ問題」全国調査Ａ 中３

H19 ３７．７％、H20 ５２．６％、H26 ４１．４％

● ２つの数量関係を見出し、事象を理想化・単純化して問題解決する方法を説明

することができる。

中２：２６．４％

【正答】

３

【正答】人数と時間の間にある関係‥‥比例関係

例）表から比例定数を求め比例の式を作る。式に x=30を代入し、時間を求める。
例）比例と考えるとグラフから 10人のとき約 15秒だから 30人のときは 45秒と求められる。
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［類題］「ウェーブをする人数と時間について，２つの数量の間の関係を説明する問題」

H26全国調査Ｂ 中３：６９．３％

【正答】

ウェーブをするのにかかる時間は

ウェーブをする人数に比例する。
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（３）社会

【第２学年】

実施生徒数 11,590 人

設問数 25 問

平均正答率 37.6 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した生徒について算出)

平均正答数 8.9問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １８ 37.3

主として「活用」 ７ 38.3

学習指導

要領の

領域等

世界の地域構成 ２ 46.7

世界各地の人々の生活と環境 ３ 65.4

世界の諸地域 ５ 33.5

世界のさまざまな地域の調査 ０ －

日本の地域構成 ３ 32.7

世界と比べた日本の地域的特色 ０ －

歴史のとらえ方 ６ 27.6

古代までの日本 １ 10.9

中世の日本 ３ 36.7

近世の日本 ２ 48.6

評価の

観点

社会的な思考･判断･表現 ７ 38.3

資料活用の技能 ６ 34.6

社会的事象についての知識･理解 １２ 38.7

問題形式

選択式 １５ 40.8

短答式 ４ 27.2

記述式 ６ 36.5
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【結果から見られる成果と課題】

○ 資料から、世界各地の人々のくらしの様子に関する情報を正しく読み取るこ

とができる。

・分布図から、世界の主な宗教の分布を読み取ること（２(1)69．8％）

○ それぞれの時代における外国との交流に関する知識・理解の定着に改善が見

られる。

・鎖国下における日本の対外関係（６(3)57．6％）

H26 中2 県確認問題「鎖国下における日本の対外関係」34.5％

● 資料から、必要な情報を読み取ることに課題が見られる。

・複数の資料から、日本の畜産業の特徴について読み取ること（５(2)19．4％）

・複数の統計データから、ＥＵ加盟国それぞれの特徴について読み取ること

（３(2)19.8％）

■ 記述式問題に課題が見られる。

・承久の乱あるいは刀狩について、その内容と結果について説明すること

（９(2)10.5％）

■ 完答形式で答える問題に課題が見られる。

・アメリカ合衆国の工業の変化を説明する文章に当てはまる語句を答えること

（４(1)4.2％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果

としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめていま

す。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）
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社会【中学校２年生】

● 資料から、必要な情報を読み取ることに課題が見られる。

資料１・２から読み取ることができる内容として、最も適切なものを、次の１～４から一
つ選び、番号で答えなさい。
１ 1988年、1992年、1996年、2000年と、畜産農家戸数（肉用牛）が段々減少するととも
に、牛肉の国内生産量も段々減少した。

２ 1988年に比べて、2000年は、牛肉の国内消費量に占める輸入量の割合が低下したこと
に伴い、牛肉の自給率が低下した。

３ 1988年に比べて2000年は、畜産農家戸数（肉用牛）は減少したが、畜産農家一戸あた
りの牛肉の生産量は増加した。

４ 1988年に比べて2000年は、牛肉の輸入量と国内生産量がともに増加し、それによって
牛肉の自給率が低下した。

中２：１９．４％

■ 記述式問題に課題が見られる。

下の〔 〕にあるできごとの中から
どちらか一つを選び、Ａ、Ｂのメモを参考 平治の乱 12世紀
にしながら、できごとが起こった世紀、内
容と結果について簡潔に説明しなさい。 平氏と源氏の勢力争いからおこった戦乱

で、その結果、平清盛が武士として初め
〔 承久の乱 刀狩 〕 て政治の実権を握った。

中２：１０．５％

【正答例】 ＜「承久の乱」を選んだ場合＞

承久の乱 14世紀

源氏の将軍が絶えたのを知った後

鳥羽上皇が、鎌倉幕府を倒そうとし

たが敗れ、その結果、幕府の支配が

西日本にも及ぶようになった。

【正答】 ３
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（４）理科

【第２学年】

実施生徒数 11,562 人

設問数 25 問

平均正答率 42.0 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した生徒について算出)

平均正答数 9.9問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １９ 40.0

主として「活用」 ６ 48.4

学習指導

要領の

領域等

エネルギー ６ 25.2

粒子 ８ 40.5

生命 ６ 64.2

地球 ５ 37.8

評価の

観点

科学的な思考・表現 １０ 38.2

観察・実験の技能 ３ 38.1

自然事象についての知識･理解 １２ 46.3

問題形式

選択式 ８ 33.0

短答式 １１ 45.4

記述式 ６ 48.4
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【結果から見られる成果と課題】

○ 実験結果の分析について成果が見られる。

・蒸散に関する実験結果を分析すること（４（２）82.6％）

● 計算を伴う問題に課題が見られる。

・銅と酸素の結合比を用いて、未反応の銅の質量を求めることができる

（１（３）10.1％）

・蒸散に関する実験結果から、葉の表と裏の蒸散量の比を求めることができる

（４（３）30.5％）

・重力の大きさの計算

（７（１）28.5％）

・圧力の大きさの計算

（７（２）14.5％）

・圧力の単位の換算

（７（３）6.0％）

・地震発生時刻の計算

（８（２）14.4％）

● レンズを通る光を作図して分析することに課題が見られる

・実像と虚像を区別するとともに、像の大きさについて判別できる

（６（２）29.5％）

H27 中３全国学力学習状況調査「凸レンズによってできる像を調べる実験の

結果を分析して解釈し、規則性を指摘することができる」44.5％

・作図により、焦点を求めることができる

（６（３）21.4％）

● 実験器具の正しい使用方法に課題が見られる

・ガスバーナーの基本的な使い方について理解している

（５（１）21.8％）

● 実験結果からわかることを、文章で表現することができる

・有機物と無機物の構成元素の違いについて理解している

（５（２）31.7％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果
としてまとめるとともに、複数学年に傾向が見られるものや特に課題と見られる状況につ
いて、全体の傾向をまとめています。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）
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理科【中学校２年生】

● 計算を伴う問題に課題が見られる。

中２：１０．１％

● レンズを通る光を作図して分析することに課題が見られる。

中２：２９．５％

【正答】

①実像

②大きい

【正答】 0.76ｇ

014116
タイプライターテキスト
37



0.0

5.0

10.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

（５）英語

【第２学年】

実施生徒数 11,601 人

設問数 25 問

平均正答率 52.5 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した生徒について算出)

平均正答数 12.4問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １９ 59.7

主として「活用」 ６ 29.2

学習指導

要領の

領域等

聞く ６ 80.8

読む １２ 55.2

書く ７ 23.2

評価の

観点

外国語表現の能力 ６ 24.8

外国語理解の能力 １６ 68.3

言語や文化についての知識･理解 ３ 22.4

問題形式

選択式 １２ 72.3

短答式 ７ 38.1

記述式 ６ 29.3
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【結果から見られる成果と課題】

○ 英文を聞き、絵を見て状況を判断する問題については、相当数の生徒ができ

ている。

・絵中の人物の動作を正しく表現した英文を聞き取ること （１(1)85.0％、

１(2)91.7％、１(3)94.1％）

〇 短い対話の内容を読み取る問題については、相当数の生徒ができている。

・対話中の登場人物を特定すること （３(1)88.7％）

● 読み取った内容について、他の表現を使って言い換えることに課題が見られ

る。

・“She is in London now.”という表現を“She lives in London now.”に言

い換えて表すこと（４(2)35.2％）

・歓迎カードの内容を説明する英文を完成させること（５(1)22.2％、

５(2)17.9％、５(3)6.8％）

● 内容を創造して英文で表現することに課題が見られる。

・歓迎カードに書き添えるメッセージを２文で書くこと（５(5)22.0%）

・物語の終末を考えて英文で書くこと（６(5)14.8%）

■ まとまった英文の読み取りをもとにして記述することに課題が見られる。

・本文の内容に関わる英文を自分で考えて書くこと（４(3)18.2％）

・場面状況の理由についての記述を見つけること（６(2)58.4％）

・起こった出来事を読み取ること（６(3)①50.6％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果

としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめていま

す。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）
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英語【中学校２年生】

● 読み取った内容について、他の表現を使って言い換えることに課題が見られる。

（１）①に入る単語１語を書きなさい。
（２）②に共通して入る語を書きなさい。

③にスケジュールを紹介する文を書きなさい。

中２：(1)２２．２％、(2)１７．９％、(3)６．８％
● 内容を創造して英文で表現することに課題が見られる。

中２：(5)２２．０％

【正答】

(1) our

(2) have

(3) (例)We are going

to play kendama

or karuta in the

Gym.

【正答例】 Japan is a very good country. Please tell

me about your country.
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資 料
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平成２７年度　学力着状況確認問題　設問別正答率

小学校第３学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 1) ○ ○ ○ 92.2

１ 一 2) ○ ○ ○ 84.6

１ 一 3) ○ ○ ○ 79.0

１ 二 4) ○ ○ ○ 72.9

１ 三 5) ○ ○ ○ 76.4

１ 四 6) ○ ○ ○ 37.3

１ 五 7) ○ ○  ○ 55.9

２ 一 8) ○ ○ ○ 90.2

２ 二 9) ○ ○ ○ 60.7

２ 三 10) ○ 　 ○ 　 ○ 　 45.5

２ 四 11) ○ ○ ○ 40.9

２ 五 12) ○ ○ ○ ○ 48.3

３ 一 13) ○ ○ ○ 52.8

３ 二 14) ○ ○ ○ 72.5

３ 三 15) ○ ○ ○ 　 62.0

3
6

44.8
47.9

学習指導要領の領域

3

分類 区分 対象設問数（問）

問題
18
2

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 8 71.4

評価の観点

3
3

言語についての知識・理解・技能 8
6

問題形式

7
11
2

58.8
62.2
46.7

○

○

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読ん
だり，書いたりする

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読ん
だり，書いたりする

国語辞典の正しい使い方を理解する ○

指定された箇所の正しい筆順を示す ○

司会の役割を理解する ○

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読ん
だり，書いたりする

○

文の中における主語を捉える ○

国語辞典の正しい使い方を理解する ○

 

○

○

目的に応じ，中心となる語や文を捉える ○

目的や相手に応じ，招待状を書く

前後の文脈から，適切な接続語を選択する ○

話し方の工夫を捉える ○

常体と敬体の違いに気を付けて書く ○

目的に応じ，中心となる語や文を捉える

指示代名詞（こそあど言葉）を適切に使う

65.5
44.8
47.9
71.4

県全体正答率
（％）

60.8

65.5
46.8

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式
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平成２７年度　学力着状況確認問題　設問別正答率

小学校第３学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

3
6

44.8
47.9

学習指導要領の領域

3

分類 区分 対象設問数（問）

問題
18
2

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 8 71.4

評価の観点

3
3

言語についての知識・理解・技能 8
6

問題形式

7
11
2

58.8
62.2
46.7

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点

65.5
44.8
47.9
71.4

県全体正答率
（％）

60.8

65.5
46.8

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式

４ 一 16) ○ ○ 　 ○ 8.0

４ 二 17) ○ ○ ○ 66.3

４ 三 18) ○ 　 ○ 　 ○ 37.4

４ 四 19) ○ ○ ○ 60.4

４ 五 20) ○ ○ ○ ○ 45.3
目的や意図に応じ，複数の内容を関係付けながら感
想を書く

 

場面の移り変わりに注意して読む ○

○

○

目的に応じ，文章の内容を的確に押さえる ○

情景の描写など，表現の細かい点に注意して読む

場面の移り変わりに注意して読む
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第３学年　算数

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と計算

量と測定

図形

数量関係

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
･
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) 1) ○ ○ ○ 84.1

1 (2) 2) ○ ○ ○ 81.8

1 (3) 3) ○ ○ ○ 69.2

1 (4) 4) ○ ○ ○ 91.3

1 (5) 5) ○ ○ ○ 77.2

２ (1) 6) ○ ○ ○ 61.9

２ (2) 7) ○ ○ ○ 73.8

３ (1) 8) ○ ○ ○ 72.4

３ (2) 9) ○ ○ ○ 74.6

３ (3) 10) ○ ○ ○ 56.9

３ (4) 11) ○ ○ ○ 63.7

４ 12) ○ ○ ○ 35.3

５ 13) ○ ○ ○ 81.7

６ (1) 14) ○ ○ ○ 55.9

６ (2) 15) ○ ○ ○ 64.2

７ 16) ○ ○ ○ 41.7

８ 17) ○ ○ ○ ○ 34.6

９ (1) 18) ○ ○ ○ ○ 85.0

９ (2) 19) ○ ○ ○ ○ 42.1

10 20) ○ ○ ○ ○ 38.5

分類 区分 対象設問数（問）
県全体正答率

（％）

問題
16 67.9
4 50.0

学習指導要領の領域

10 73.5
3 63.9
2 61.7
5 47.1

評価の観点

0 －
6 45.3
9 78.0
5 62.8

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点

問題形式

5 55.4
13 72.1
2 36.6

繰り上がりのある加法の計算をすることができる ○

繰り下がりのある減法の計算をすることができる ○

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

乗法の計算をすることができる ○

除法の計算をすることができる ○

余りのある除法の計算をすることができる ○

体積についての感覚を身に付けている ○

長さについての感覚を身に付けている ○

数の構成について理解している ○

○

時間を求めることができる ○

数直線から数を読み取ることができる ○

数を構成し，数の大小を比較することができる ○

簡単な分数の意味を理解している ○

必要な情報を整理して，判断の理由を説明することができる

問題場面に合わせて，あまりを適切に処理することができる ○

箱を構成する面について理解している ○

九九のきまりについて理解し，説明することができる

絵から読み取ったことを，表に整理することができる

必要な情報を整理して，問題を解決することができる

乗法の式が表す意味を，具体的な場面に即してよむことができる ○

四角形を三角形に分解することができる

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第４学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 1) ○ ○ ○ 81.5

１ 一 2) ○ ○ ○ 89.6

１ 一 3) ○ ○ ○ 79.9

１ 一 4) ○ ○ ○ 69.1

１ 二 5) ○ ○ ○ 　 78.6

１ 三 6) ○ ○ ○ 　 71.8

１ 四 7) ○ ○ ○ 　 ○ 68.8

２ 一 8) ○ ○ ○ 48.5

２ 二 9) ○ ○ ○ 67.0

２ 三 10) ○ ○ ○ 57.4

２ 三 11) ○ ○ ○ 76.5

２ 四 12) ○ ○ ○ ○ 43.1

３ 一 13) 　 　 ○ 　 ○ ○ 64.9

３ 一 14) ○ 　 ○ 　 ○ 88.5

３ 二 15) 　 　 ○ 　 ○ ○ 64.1

分類 区分 対象設問数（問）

問題
17
3

評価の観点

4
2

言語についての知識・理解・技能 7
7

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域

問題形式

学習指導要領の領域

4
2
7

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 7

10
7
3

○

評価の観点

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

○

○

○

○

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

文の中における主語を捉える

修飾語の意味と使い方を理解する

主語と述語の関係に気を付けて，一文を二文に分け
る

70.2
46.9

35.8
67.7

62.3

県全体正答率
（％）

目的に応じ，中心となる語や文を捉える ○

○

接続詞の意味と用法について理解する ○

目的に応じて資料を読み，知らせたいことを的確に
書く

接続詞の意味と用法について理解する

伝聞を表す言葉の使い方を理解する

62.3
35.8

77.1

46.9

○

図や表などを用いて話す

スピーチの表現を工夫する

スピーチの表現を工夫する

○

○

○

○

県
全
体
正
答
率

（
％

）

77.1
69.0

問題形式

71.9

67.7
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第４学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

分類 区分 対象設問数（問）

問題
17
3

評価の観点

4
2

言語についての知識・理解・技能 7
7

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域

問題形式

学習指導要領の領域

4
2
7

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 7

10
7
3

評価の観点

70.2
46.9

35.8
67.7

62.3

県全体正答率
（％）

62.3
35.8

77.1

46.9

県
全
体
正
答
率

（
％

）

77.1
69.0

問題形式

71.9

67.7

４ 一 16) ○  ○  ○ 85.9

４ 一 17) ○ ○ 　 ○ 83.3

４ 二 18) ○ ○ ○ 72.9

４ 三 19) ○ ○ ○ 14.0

４ 三 20) ○ ○ ○ 　 ○ 28.6登場人物の気持ちの変化を想像しながら音読する 　　

目的に応じ，中心となる語や文を捉える ○

○

○

登場人物の気持ちの変化を捉える ○

目的に応じ，中心となる語や文を捉える

目的に応じ，中心となる語や文を捉える
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第４学年　算数

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と計算

量と測定

図形

数量関係

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
･
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) 1) ○ ○ ○ 91.8

1 (2) 2) ○ ○ ○ 75.6

1 (3) 3) ○ ○ ○ 68.1

1 (4) 4) ○ ○ ○ 57.5

1 (5) 5) ○ ○ ○ 83.0

１ (6) 6) ○ ○ ○ 68.2

２ (1) 7) ○ ○ ○ 90.8

２ (2) 8) ○ ○ ○ 31.3

３ (1) 9) ○ ○ ○ 62.4

３ (2) 10) ○ ○ ○ 63.9

３ (3) 11) ○ ○ ○ 79.2

３ (4) 12) ○ ○ ○ 19.9

４ (1) 13) ○ ○ ○ ○ 57.7

４ (2) 14) ○ ○ ○ ○ 62.4

５ (1) 15) ○ ○ ○ 47.3

６ 17) ○ ○ ○ 49.8

７ 18) ○ ○ ○ ○ 46.9

８ 19) ○ ○ ○ ○ 23.1

９ 20) ○ ○ ○ ○ 27.8

分類 区分 対象設問数（問）
県全体正答率

（％）

問題
14 63.5
5

評価の観点

0 －
5

43.6

学習指導要領の領域

10 65.0
4 43.6

43.5
8 65.3
6 60.8

－
5 43.7
0

問題形式

2 49.3
15 63.7
2 25.3

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

繰り上がりのある加法の計算をすることができる ○

小数の減法の計算をすることができる ○

３位数×２位数の乗法の計算をすることができる ○

万単位の乗法の計算をすることができる ○

余りのある除法の計算をすることができる ○

３位数÷１位数の計算をすることができる ○

小数の仕組みを理解している ○

小数を１０倍した数を求めることができる ○

三角定規の角の大きさを用いて，角の大きさを計算して求
めることができる

○

数の構成について理解している ○

長さについての感覚を身に付けている ○

簡単な分数の意味を理解している ○

問題場面を正確に把握し，乗法の式を立てて答えを求める
ことができる

問題場面を正確に把握し，除法の式を立てて答えを求める
ことができる

グラフの目盛りを読むことができる ○

必要な情報を整理して問題を解決し，理由を言葉と式で説
明することができる

分度器の読み方と角度の構成について理解している ○

球の半径の性質を使って，物の長さを求めることができる

問題場面に合う考え方を線分図と説明から読み取り，式と
言葉で説明することができる

県
全
体
正
答
率

（
％

）

014116
タイプライターテキスト
 47



平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第５学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 1) ○ ○ ○ ○ 84.8

１ 一 2) ○ ○ ○ ○ 78.7

１ 一 3) ○ ○ ○ ○ 37.9

１ 一 4) ○ ○ ○ ○ 66.1

１ 二 5) ○ ○ ○ ○ 41.9

１ 三 6) ○ ○ ○ ○ 65.7

１ 四 7) ○ ○ ○ ○ 72.4

２ 一 8) ○ ○ ○ ○ 74.8

２ 二 9) ○ ○ ○ ○ 78.8

２ 三 10) ○ ○ ○ ○ 76.5

３ 一 11) ○ ○ ○ ○ 54.6

３ 二 12) ○ ○ ○ ○ 39.1

３ 三 13) ○ ○ ○ ○ 31.4

４ 一 14) ○ ○ ○ ○ 47.8

４ 二 15) ○ ○ ○ ○ 71.1

四字熟語の意味を理解する

リード文の役割を理解する

目的や意図に応じ，新聞の割り付けをする

話の内容に対する聞き方を工夫する

話の内容に対する聞き方を工夫する

国語辞典の正しい使い方を理解する

段落の内容を的確に捉える

文章の内容を的確に押さえて要旨を捉える

修飾語の意味と使い方を理解する

文の中における主語を捉える

話の内容に対する聞き方を工夫する

学習指導要領の領域 評価の観点

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

13

2

言語についての知識・理解・技能 9

学習指導要領の領域

3
3

問題形式

5
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

問題
18
2

県全体正答率
（％）

5

9

分類 区分 対象設問数（問）

評価の観点

3
3

62.4
44.5
76.9
60.8
50.2
61.2
76.9

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

44.8

60.8
50.2
61.2

県
全
体
正
答
率

（
％

）

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

問題形式

61.8
64.65
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第５学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

学習指導要領の領域 評価の観点

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

13

2

言語についての知識・理解・技能 9

学習指導要領の領域

3
3

問題形式

5
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

問題
18
2

県全体正答率
（％）

5

9

分類 区分 対象設問数（問）

評価の観点

3
3

62.4
44.5
76.9
60.8
50.2
61.2
76.9

44.8

60.8
50.2
61.2

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式

61.8
64.65

４ 三 16) ○ ○ ○ ○ 70.6

４ 四 17) ○ ○ ○ ○ 40.1

５ 一 18) ○ ○ ○ ○ 60.1

５ 二 19) ○ ○ ○ ○ 71.0

５ 三 20) ○ ○ ○ ○ 48.8
登場人物の相互関係や心情，場面についての描写を
捉え，読み手に興味をもたせる文を書く

目的や意図に応じ，記事に見出しを付ける

目的に応じ，中心となる語や文を捉える

登場人物の相互関係を捉える

文章に対する効果的な推薦の仕方を捉える
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第５学年　算数

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と計算

量と測定

図形

数量関係

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
･
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) 1) ○ ○ ○ 72.8

1 (2) 2) ○ ○ ○ 77.1

1 (3) 3) ○ ○ ○ 65.6

1 (4) 4) ○ ○ ○ 70.4

1 (5) 5) ○ ○ ○ 66.2

１ (6) 6) ○ ○ ○ 56.4

２ (1) 7) ○ ○ ○ 63.0

２ (2) 8) ○ ○ ○ 81.6

３ 9) ○ ○ ○ ○ 41.8

４ (1) 10) ○ ○ ○ 60.5

４ (2) 11) ○ ○ ○ 24.8

５ 12) ○ ○ ○ 41.4

６ 13) ○ ○ ○ ○ 54.8

７ (1) 14) ○ ○ ○ 62.8

７ (2) 15) ○ ○ ○ ○ 84.2

８ 16) ○ ○ ○ 74.5

９ 17) ○ ○ ○ 65.9

10 18) ○ ○ ○ 49.2

11 19) ○ ○ ○ ○ 38.5

12 20) ○ ○ ○ ○ 46.2

県
全
体
正
答
率

（
％

）

必要な情報を整理して問題を解決し，理由を言葉と式で説明するこ
とができる

問題場面に合う線分図を選択することができる ○

分度器のよみ方と角度の構成について理解している ○

ひし形の性質について理解している

与えられた条件に合うグラフを選択し，説明することができる

○

基本的な立体図形を，辺や面の関係に着目し，平面上に展開するこ
とができる

コンパスを用いて作図する方法について理解している ○

最小公倍数について理解している

縦と横の長さの関係を表に整理することができる ○

縦と横の長さの関係を式に表わすことができる ○

面積についての感覚を身に付けている ○

小数の仕組みを理解している ○

分数の大きさについて理解している ○

四捨五入の意味を理解し，その範囲がわかる

万単位の乗法の計算をすることができる ○

小数の除法の計算をすることができる ○

かっこを含む四則計算ができる ○

問題形式

小数の減法の計算をすることができる ○

小数の乗法の計算をすることができる ○

同分母分数の加法の計算をすることができる ○

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点

問題形式

6 60.7
12 62.6
2 42.4

56.7
9 62.5
5 59.8

55.6
5 48.9
3

評価の観点

0 －
6

53.1

学習指導要領の領域

10 67.9
2 53.6

分類 区分 対象設問数（問）
県全体正答率

（％）

問題
15 62.1
5
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第５学年　社会

分類・区分別設問数

設問別集計結果

身
近
な
地
域
や
市
の
地
形
，
土
地
利
用
，
公
共
施
設
な
ど
の
様
子

地
域
の
生
産
や
販
売
に
携
わ
っ

て
い
る
人
々
の
働
き

地
域
の
人
々
の
健
康
な
生
活
や
良
好
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
諸
活
動

地
域
の
人
々
の
安
全
を
守
る
た
め
の
諸
活
動

地

域

の

古

い

道

具

，

文

化

財

や

年

中

行

事

，

地

域

の

発

展

に

尽

く

し

た

先

人

の

具

体

的

事

例

県
の
地
形
や
産
業
，
県
内
の
特
色
あ
る
地
域

我
が
国
の
国
土
の
様
子
と
国
民
生
活
と
の
関
連

我
が
国
の
農
業
や
水
産
業
（

食
料
生
産
）

の
様
子
と
国
民
生
活
と
の
関
連

社
会
的
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) 1) ○ ○ ○ 36.1

1 (2) 2) ○ ○ ○ ○ 94.2

1 (3) 3) ○ ○ ○ 78.2

2 (1) 4) ○ ○ ○ 89.3

2 (2) 5) ○ ○ ○ 91.5

2 (3) 6) ○ ○ ○ ○ 68.5

3 (1) 7) ○ ○ ○ ○ 87.1

3 (2) 8) ○ ○ ○ ○ 73.2

4 (1) 9) ○ ○ ○ 61.9

4 (2) 10) ○ ○ ○ ○ 58.1

5 (1) 11) ○ ○ ○ 8.3

5 (1) 12) ○ ○ ○ 44.7

5 (2) 13) ○ ○ ○ ○ 55.3

6
(1)
ア

14) ○ ○ ○ 54.5

6
(1)
イ

15) ○ ○ ○ 46.2

目的に応じたインタビューの仕方について理解している

○

○

○

○

県
全
体
正
答
率

（
％

）

資料から商品の表示の意味を読みとることができる

○方位や地図記号を理解し、地図を正しく読みとることができる

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

選択式 63.0
46.7
64.0

50.0

50.7
68.1
36.1
90.4

80.1

設問番号

2
3
2
2

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

地域の古い道具，文化財や年中行事，地域の発展に尽くした先人の具体的事例

県の地形や産業，県内の特色ある地域

8

8

62.8

我が国の国土の様子と国民生活との関連

我が国の農業や水産業（食料生産）の様子と国民生活との関連

対象設問数（問）

1

6

県全体正答率 （％）

86.2
36.1
49.4

地域の人々の安全を守るための諸活動

区分

5

7

12

10

短答式

記述式

7
18

分類

学習指導要領の領域

問題形式

0

評価の観点

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

問題

身近な地域や市の地形，土地利用，公共施設などの様子

地域の生産や販売に携わっている人々の働き

地域の人々の健康な生活や良好な生活環境を守るための諸活動

3
6

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

出題の趣旨

68.4

39.3
－

50.5

○

○

○

水の安定供給を図るための環境保全や節水の取組を考えている

○

伝統行事に携わる人々の思いや願いを資料から読みとることがで
きる

スーパーマーケットの工夫を資料から読みとることができる

ごみを少なくする買い物の工夫を考えている

我が国の国土の特色と近隣諸国の関係を理解している

我が国の国土の特色と近隣諸国の関係を理解している

災害及び事故防止について施設や設備の働きを理解し，日頃から
事故防止や防犯について考えている

飲料水確保の対策や事業は計画的に行われていることを理解して
いる

地図を参考に県内の市町の数を読みとることができる

文化財や史跡などについて県の特色を読みとることができる

身近な文化財を守る取組について考えている

災害や事故の危険を予測することができる
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第５学年　社会

分類・区分別設問数

設問別集計結果

身
近
な
地
域
や
市
の
地
形
，
土
地
利
用
，
公
共
施
設
な
ど
の
様
子

地
域
の
生
産
や
販
売
に
携
わ
っ

て
い
る
人
々
の
働
き

地
域
の
人
々
の
健
康
な
生
活
や
良
好
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
諸
活
動

地
域
の
人
々
の
安
全
を
守
る
た
め
の
諸
活
動

地

域

の

古

い

道

具

，

文

化

財

や

年

中

行

事

，

地

域

の

発

展

に

尽

く

し

た

先

人

の

具

体

的

事

例

県
の
地
形
や
産
業
，
県
内
の
特
色
あ
る
地
域

我
が
国
の
国
土
の
様
子
と
国
民
生
活
と
の
関
連

我
が
国
の
農
業
や
水
産
業
（

食
料
生
産
）

の
様
子
と
国
民
生
活
と
の
関
連

社
会
的
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

県
全
体
正
答
率

（
％

）

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

選択式 63.0
46.7
64.0

50.0

50.7
68.1
36.1
90.4

80.1

設問番号

2
3
2
2

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

地域の古い道具，文化財や年中行事，地域の発展に尽くした先人の具体的事例

県の地形や産業，県内の特色ある地域

8

8

62.8

我が国の国土の様子と国民生活との関連

我が国の農業や水産業（食料生産）の様子と国民生活との関連

対象設問数（問）

1

6

県全体正答率 （％）

86.2
36.1
49.4

地域の人々の安全を守るための諸活動

区分

5

7

12

10

短答式

記述式

7
18

分類

学習指導要領の領域

問題形式

0

評価の観点

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

問題

身近な地域や市の地形，土地利用，公共施設などの様子

地域の生産や販売に携わっている人々の働き

地域の人々の健康な生活や良好な生活環境を守るための諸活動

3
6

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

出題の趣旨

68.4

39.3
－

50.5

6
(1)
ウ

16) ○ ○ ○ 50.8

6 (2) 17) ○ ○ ○ 52.7

7 (1) 18) ○ ○ ○ 19.4

7 (2) 19) ○ ○ ○ 72.7

7 (3) 20) ○ ○ ○ 40.0

7 (3) 21) ○ ○ ○ 38.9

8 (1) 22) ○ ○ ○ 33.9

8 (2) 23) ○ ○ ○ 45.6

8 (3) 24) ○ ○ ○ 37.2

8 (4) 25) ○ ○ ○ ○ 40.3

日本国内の輸送の状況について資料から読みとることができる

○

○我が国の国土の特色と近隣諸国の関係を理解している

我が国の国土の特色を理解している

地域の自然環境の特色を資料から読みとることができる ○

○

我が国の気候に影響を与えている風について理解している

我が国の米作りの特色を理解している

産地直売所での野菜や果物の販売の利点について、資料をもとに
説明することができる

○

○

○

○

食料自給率の状況について資料から読みとることができる ○

食料自給率が低下している理由を理解している

食料自給率の意味を理解している
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第５学年　理科

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

物質

エネルギー

生命

地球

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) 1) ○ ○ ○ ○ 56.0

1 (2) 2) ○ ○ ○ ○ 77.0

1 (3) 3) ○ ○ ○ ○ 36.1

2 (1) 4) ○ ○ ○ ○ 71.0

2 (2) 5) ○ ○ ○ ○ 60.4

3 (1) 6) ○ ○ ○ ○ 76.5

3 (2) 7) ○ ○ ○ ○ 49.0

4 (1) 8) ○ ○ ○ ○ 90.4

4 (2) 9) ○ ○ ○ ○ 54.5

5 (1) 10) ○ ○ ○ ○ 67.7

5 (2) 11) ○ ○ ○ ○ 70.6

6 (1) 12) ○ ○ ○ ○ 62.7

6 (2) 13) ○ ○ ○ ○ 44.6

7 (1) 14) ○ ○ ○ ○ 71.2

7 (2) 15) ○ ○ ○ ○ 30.4

7 (3) 16) ○ ○ ○ ○ 51.2

8 (1) 17) ○ ○ ○ ○ 54.7

評価の観点

設問番号 出題の趣旨

問題形式

メダカの雌雄を判別する方法を理解している

顕微鏡の操作手順を理解している

インゲンマメの発芽に必要な条件を理解し，実験結果か
ら考察することができる

受粉の仕組みについて理解している

メダカの適切な飼育について理解している

インゲンマメの発芽に，必要な条件を理解している

条件の制御が必要であることを理解している

植物の受粉と結実の関係を調べる実験について結果をも
とに方法を改善して，その理由を記述できる

インゲンマメの成長には，日光が必要であることを理解
している

インゲンマメの成長には，日光が必要であることを理解
し，実験結果から考察を書くことができる

区分

問題

3
11

分類 対象設問数（問）

19

学習指導要領の領域

6 42.5

47.1

県全体正答率
（％）

64.5

67.0

－

79.8

59.3

62.5

52.0
46.0

46.26

62.7
62.86

13

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

5
6

11
6

0
8

物質による密度の違いについて理解し，問題場面に適用
できる

顕微鏡の操作手順を理解している

質量保存の法則について，基礎的事項を理解している

水の状態変化について理解している

温度の上昇による気体の体積変化について理解している

乾電池の並列つなぎについて理解し，作図によって表現
できる

水の沸騰の変化について，基礎的な用語や概念を理解し
ている

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式評価の観点学習指導要領の領域
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第５学年　理科

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

物質

エネルギー

生命

地球

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

評価の観点

設問番号 出題の趣旨

問題形式

区分

問題

3
11

分類 対象設問数（問）

19

学習指導要領の領域

6 42.5

47.1

県全体正答率
（％）

64.5

67.0

－

79.8

59.3

62.5

52.0
46.0

46.26

62.7
62.86

13

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

5
6

11
6

0
8

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

8 (2) 18) ○ ○ ○ ○ 93.8

8 (3) 19) ○ ○ ○ ○ 90.9

9 (1) 20) ○ ○ ○ ○ 69.1

9 (2) 21) ○ ○ ○ ○ 32.4

9 (3) 22) ○ ○ ○ ○ 43.6

9 (4) 23) ○ ○ ○ ○ 57.6

10 24) ○ ○ ○ ○ 36.0

11 25) ○ ○ ○ ○ 16.5

方位磁針の仕組みを理解している

日光を重ねたときの明るさの変化と，光電池の働きとの
関係について理解している

月の特徴や動きについて理解している

星座早見の正しい使い方を理解している

影のでき方と天気の変化について理解している

天気と気温の関係について理解している

光電池の働きと日光の強さの関係について理解している

太陽の動き方と影のでき方について理解している
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第６学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 1) ○ ○ ○ ○ 84.9

１ 一 2) ○ ○ ○ ○ 97.6

１ 一 3) ○ ○ ○ ○ 72.6

１ 一 4) ○ ○ ○ ○ 62.5

１ 二 5) ○ ○ ○ ○ 78.9

１ 二 6) ○ ○ ○ ○ 55.5

１ 三 7) ○ ○ ○ ○ 69.2

１ 四 8) ○ ○ ○ ○ 79.3

１ 五 9) ○ ○ ○ ○ 51.3

２ 一 10) ○ ○ ○ ○ 82.2

２ 二 11) ○ ○ ○ ○ 90.8

２ 三 12) ○ ○ ○ ○ 41.8

３ 一 13) ○ ○ ○ ○ 65.1

３ 一 14) ○ ○ ○ ○ 70.2

３ 二 15) ○ ○ ○ ○ 66.3

県
全
体
正
答
率

（
％

）

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

問題形式

66.1
75.1
43.9

66.5
50.4
74.9

50.4
74.9
67.3

県全体正答率
（％）

69.9
43.6
67.3
66.5

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

文の中における主語を捉える

学習指導要領の領域 評価の観点

複数の事柄を並列の関係で書く

設問番号 出題の趣旨

立場を明確にして，資料と関連づけて自分の考えを述
べる

司会の役割や働きをとらえて，話し合いを計画的に進
める

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く

適切な敬語の使い方を理解する

問題形式

10
7
3

評価の観点

3
4

言語についての知識・理解・技能 8
5

学習指導要領の領域

3
4
5

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 8

分類 区分 対象設問数（問）

問題
17
3

同音異義語の漢字の意味を理解し，正しく使う

修飾語の意味と使い方を理解する

主語と述語の関係に気を付けて，一文を二文に分ける

書いた文章を読み返し，表現を工夫して書く

目的や意図に応じ，取材した内容を整理して書き加え
る

司会の役割や働きをとらえて，話し合いを計画的に進
める
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第６学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式

66.1
75.1
43.9

66.5
50.4
74.9

50.4
74.9
67.3

県全体正答率
（％）

69.9
43.6
67.3
66.5

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点

設問番号 出題の趣旨

問題形式

10
7
3

評価の観点

3
4

言語についての知識・理解・技能 8
5

学習指導要領の領域

3
4
5

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 8

分類 区分 対象設問数（問）

問題
17
3

４ 一 16) ○ 　 ○ 　 ○ ○ 75.5

４ 二 17) ○ ○ ○ ○ 70.8

５ 一 18) ○ ○ ○ ○ 43.1

５ 二 19) ○ ○ ○ ○ 39.2

５ 三 20) ○ ○ ○ ○ 22.8

目的に応じ，中心となる語や文を捉える

登場人物の行動を基にして，場面の移り変わりを捉え
る

登場人物の気持ちの変化を想像しながら音読する

目的に応じ，文章と図とを関係づけて読む

登場人物の相互関係を捉える
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

小学校第６学年　算数

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と計算

量と測定

図形

数量関係

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
･
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) 1) ○ ○ ○ 84.5

1 (2) 2) ○ ○ ○ 82.5

1 (3) 3) ○ ○ ○ 61.2

1 (4) 4) ○ ○ ○ 68.9

1 (5) 5) ○ ○ ○ 60.6

1 (6) 6) ○ ○ ○ 81.0

２ (1) 7) ○ ○ ○ 61.4

２ (2) 8) ○ ○ ○ 37.6

３ (1) 9) ○ ○ ○ ○ 77.5

３ (2) 10) ○ ○ ○ 30.7

４ (1) 11) ○ ○ ○ 64.5

４ (2) 12) ○ ○ ○ 61.6

５ 13) ○ ○ ○ 81.1

６ (1) 14) ○ ○ ○ 49.0

６ (2) 15) ○ ○ ○ ○ 32.9

７ 16) ○ ○ ○ 58.6

８ 17) ○ ○ ○ ○ 73.2

９ 18) ○ ○ ○ ○ 52.8

10 (1) 19) ○ ○ ○ 47.4

10 (2) 20) ○ ○ ○ ○ 52.3

県
全
体
正
答
率

（
％

）

分類 区分 対象設問数（問）
県全体正答率

（％）

問題
15 62.0
5 57.7

学習指導要領の領域

9 67.6
5 57.9
1 81.1
5 48.0

評価の観点

0 －
3 53.8
10 57.1
7 66.9

問題形式

4 62.2
12 58.9
4 61.4

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

小数の減法の計算をすることができる ○

小数の乗法の計算をすることができる ○

異分母分数の減法の計算をすることができる ○

大きな数の乗法を既習の乗法を用いて計算することができる ○

小数の除法の計算を行い，小数第１位までの概数で表すことができ
る

○

かっこを含む四則計算ができる ○

○

体積についての感覚を身に付けている ○

面積についての感覚を身に付けている ○

分配法則を用いて，計算をすることができる

量分数の意味を理解している ○

180度よりも大きい角の大きさの測り方を説明することができる

円の面積の公式を活用して，複合図形の面積を求めることができる

必要な情報を使って，四角形の面積を求めることができる ○

積や商が被乗数や被除数より大きくなるものを選択することができ
る

○

線対称な図形を，対称の中心をもとに点対称な図形にかきかえるこ
とができる

四捨五入をして，買い物の代金の見積もりをすることができる

目的に応じた見積もりの仕方を説明することができる

□や△を使った数量の関係を表す式を選択することができる ○

百分率について理解し，数量を求めることができる

資料を整理し，二次元の表にまとめることができる ○

○
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第１学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 １ 1) ○ ○ ○ 85.7

1 一 ２ 2) ○ ○ ○ 86.1

1 一 ３ 3) ○ ○ ○ 97.3

１ 二 4) ○ ○ ○ 45.6

１ 三 5) ○ ○ ○ 78.6

1 四 6) ○ ○ ○ 74.7

１ 五 7) ○ ○ ○ ○ 57.8

2 一 1 8) ○ ○ ○ 91.7

2 一 2 9) ○ ○ ○ 44.3

2 一 3 10) ○ ○ ○ 80.4

2 一 4 11) ○ ○ ○ 59.2

2 一 5 12) ○ ○ ○ 81.2

2 二 １ 13) ○ ○ ○ 75.8

2 二 ２ 14) ○ ○ ○ 32.8

3 一 １ 15) ○ ○ ○ 84.3

3 一 ２ 16) ○ ○ ○ 43.3

問題形式評価の観点

県
全
体
正
答
率

（
％

）

設問番号

文脈に即して漢字を正しく書く（迷う）

表現の効果や意図を理解する

文脈に即して漢字を正しく読む（こくもつ）

ことわざの正しい使い方を理解する

人物の言動から心情を理解する

語句の意味を正しく理解し，文脈の中で適切に使う（好感）

語句と語句の関連について判別する

43.3

72.7

3

43.83

○

問題形式

○

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

○

○

64.6

学習指導要領の領域

出題の趣旨

13
11

○

○

○

○

○

56.0

14

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

1

14

24
3

9

文脈に即して漢字を正しく書く（議論）

語句の意味を正しく理解し，文脈の中で適切に使う（わきまえる）

文脈に即して漢字を正しく書く（両側）

文の成分（主語）について理解する

接続語や指示語などに注意して，文を整序する

62.7

分類

70.8

学習指導要領の領域

評価の観点

87.6

70.8
87.6

56.0

対象設問数（問）
県全体正答率

（％）
区分

問題

3
9

○

文脈に即して漢字を正しく読む（うつる）

68.1

1

62.7

文脈や登場人物の心情にふさわしい語を選ぶ

文章の内容を的確にとらえ，目的に応じて要約して書く

○

○

○

○

○

慣用句の正しい使い方を理解する（口がかたい）
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第１学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

問題形式評価の観点

県
全
体
正
答
率

（
％

）

設問番号

43.3

72.7

3

43.83

問題形式

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

64.6

学習指導要領の領域

出題の趣旨

13
11

56.0

14

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

1

14

24
3

9
62.7

分類

70.8

学習指導要領の領域

評価の観点

87.6

70.8
87.6

56.0

対象設問数（問）
県全体正答率

（％）
区分

問題

3
9

68.1

1

62.7

3 一 ３ 17) ○ ○ ○ 68.1

3 一 ４ 18) ○ ○ ○ 58.9

3 二 19) ○ ○ ○ 70.9

3 三 20) ○ ○ ○ ○ 23.7

3 四 21) ○ ○ ○ 25.5

3 五 22) ○ ○ ○ 54.9

3 六 23) ○ ○ ○ 70.9

4 一 24) ○ ○ ○ 78.1

4 一 25) ○ ○ ○ 59.2

4 二 26) ○ ○ ○ 87.6

4 三 27) ○ ○ ○ ○ 48.5

文章の構成と展開を理解する

文脈に即した接続詞を選ぶ（しかし）

必要な情報を読み取り，整理して書く

自分の考えを根拠を明確にして書く

内容を正確にとらえて，該当するものを選ぶ

内容をとらえて，題名を完成させる

資料に書かれた情報をとらえる

資料に書かれた情報をとらえる ○

相手の話を聞き，表現の特徴をつかむ ○

文脈に即して漢字を正しく書く（子孫）

○

文脈に即して漢字を正しく読む（ふしめ）

○

○

○

○

○

○
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第１学年　数学

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と式

図形

関数

資料の活用

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) 1) ○ ○ ○ 87.4

1 (2) 2) ○ ○ ○ 79.7

1 (3) 3) ○ ○ ○ 68.1

1 (4) 4) ○ ○ ○ 81.4

１ (5) 5) ○ ○ ○ 81.0

１ (6) 6) ○ ○ ○ 72.9

2 (1) 7) ○ ○ ○ 51.5

2 (2) 8) ○ ○ ○ ○ 59.4

2 (3) 9) ○ ○ ○ 69.4

3 (1) 10) ○ ○ ○ 75.0

3 (2) 11) ○ ○ ○ 70.7

3 (3) 12) ○ ○ ○ 39.5

4 (1) 13) ○ ○ ○ 68.0

4 (2) 14) ○ ○ ○ 34.2

設問番号

分数の除法の計算ができる

数の集合と四則計算の可能性について理解してい
る

小数を含む一元一次方程式を解くことができる

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

6

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

61.5
54.9問題形式

59.1
5 32.9

8

0

整式どうしの減法の計算ができる

○

○

指数を含む正の数と負の数の計算ができる

絶対値の意味を理解している ○

○

○

式に表現された数量の意味を図と関連付けて理解
することができる

簡単な比例式を解くことができる

○

円の定義から三角形の等辺をとらえ，二等辺三角
形の性質から頂角の大きさを求めることができる

区分

問題

11

38.4

－

評価の観点

55.5

72.1

分類 対象設問数（問）
県全体正答率

（％）

20

4 45.5
学習指導要領の領域

58.7

18

6 25.0

46.22

○

方程式を解く場面における等式の性質の用い方に
ついて理解している

15
4

○
加減乗除を含む正の数の計算において，きまりに
したがって計算することができる

○

○

○

68.8

1

円周の長さを求めることができる

正の数と負の数の意味を，実生活の場面に結びつ
けて理解している

○
２通りに表わされる数量に着目し，文字を用いた
式や数で表し，一元一次方程式をつくることがで
きる

○

県
全
体
正
答
率

（
％

）
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第１学年　数学

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と式

図形

関数

資料の活用

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

設問番号

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

6

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

61.5
54.9問題形式

59.1
5 32.9

8

0

区分

問題

11

38.4

－

評価の観点

55.5

72.1

分類 対象設問数（問）
県全体正答率

（％）

20

4 45.5
学習指導要領の領域

58.7

18

6 25.0

46.22

15
4

68.8

1

県
全
体
正
答
率

（
％

）

4 (3) 15) ○ ○ ○ 39.8

5 16) ○ ○ ○ 72.1

6 (1) 17) ○ ○ ○ 4.1

6 (2) 18) ○ ○ ○ 91.2

6 (3) 19) ○ ○ ○ 50.0

7 20) ○ ○ ○ ○ 17.3

7 21) ○ ○ ○ ○ 10.7

8 22) ○ ○ ○ ○ 34.5

9 (1) 23) ○ ○ ○ ○ 4.9

9 (2) 24) ○ ○ ○ ○ 42.4

10 25) ○ ○ ○ ○ 40.2
展開図で示された空間図形について，面の位置関
係をとらえることができる

ある規則にしたがって表された整数の和の並びに
ついて規則を読み取り，その先の結果を推測する
ことができる

ある規則にしたがって表された整数の和の並びに
ついて規則を読み取り，その先の結果を活用して
解を求めることができる

単位量当たりの大きさを求め，説明することがで
きる

示された情報を解釈し，基準量と比較量の関係を
正しくとらえることができる

数量の関係を文字式に表わすことができる

与えられた資料のグラフに表わされている事柄を
読み取ることができる

空間における２つの平面の位置関係について理解
している

○

具体的な事象の中には比例を用いてとらえられる
ものがあることを理解している

○

○

○

○

事象における数量の関係を見いだし，問題解決の
方法を数学的に説明することできる

具体的な事象について，比例の関係を式に表わす
ことができる
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第２学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

関心・意欲・態度

書く能力

読む能力

伝統的な言語文化と国語の特質に関する知識

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
知
識

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 １ 1) ○ ○ ○ 89.1

1 一 ２ 2) ○ ○ ○ 51.9

1 一 ３ 3) ○ ○ ○ 90.1

1 二 4) ○ ○ ○ 84.4

1 三 5) ○ ○ ○ 92.4

１ 四 6) ○ ○ ○ 57.0

１ 五 7) ○ ○ ○ ○ 71.0

2 一 8) ○ ○ ○ 57.0

2 二 9) ○ ○ ○ 70.4

2 三 10) ○ ○ ○ 43.6

2 四 11) ○ ○ ○ 48.9

2 五 12) ○ ○ ○ 32.0

3 一 １ 13) ○ ○ ○ 96.0

3 一 ２ 14) ○ ○ ○ 49.5

3 一 ３ 15) ○ ○ ○ 60.2

65.2

64.5
3 44.4

49.6
56.2

問題

文脈や描写に着目して登場人物の心情を読み取る

県全体正答率
（％）

65.2

62.3

62.3
49.6

学習指導要領の領域

対象設問数（問）

2

12

○

区分

2
10

文脈に即して漢字を正しく読む（はんぱ）

評価の観点

15

分類

23

○

登場人物の心情やものの考え方をつかむ

文脈に即して漢字を正しく読む(なっとく）

3

○

○

○

61.9問題形式

69.5

○

○

○

動作の主体を捉える

自分の考えと関連づけて理由を明確にしながら書く

○

56.2

文脈に即して漢字を正しく書く（座って）

文脈に即して語句の意味を正しく捉える

文脈にふさわしい修飾語（副詞）を選ぶ ○

10

○

文脈に即して漢字を正しく書く（触る）

出題の趣旨

2
2

文脈に即して漢字を正しく書く（的確さ）

古語の文脈上の意味を的確に捉える

古典と現代文とを対応させて内容を捉える

8

文脈に即して漢字を正しく書く(専門的な）

12

設問番号

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読む（おもえども）

44.5

○

○

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

○

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式評価の観点学習指導要領の領域
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第２学年　国語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

関心・意欲・態度

書く能力

読む能力

伝統的な言語文化と国語の特質に関する知識

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
知
識

選
択
式

短
答
式

記
述
式

65.2

64.5
3 44.4

49.6
56.2

問題

県全体正答率
（％）

65.2

62.3

62.3
49.6

学習指導要領の領域

対象設問数（問）

2

12

区分

2
10

評価の観点

15

分類

23

3
61.9問題形式

69.5

56.2

10

出題の趣旨

2
2

8
12

設問番号

44.5

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

3 一 ４ 16) ○ ○ ○ 94.4

3 二 17) ○ ○ ○ 69.1

3 三 18) ○ ○ ○ ○ 34.2

3 四 19) ○ ○ ○ 47.6

3 五 20) ○ ○ ○ 42.3

3 六 21) ○ ○ ○ 83.5

4 一 22) ○ ○ ○ 81.1

4 二 23) ○ ○ ○ 31.3

4 三 Ｂ 24) ○ ○ ○ 44.8

4 三 Ｃ 25) ○ ○ ○ 67.5

4 四 26) ○ ○ ○ ○ 27.9

発言の違いを的確にとらえ，それぞれの作成資料を選ぶ

文脈に即して漢字を正しく読む(すぐれて）

○

必要な情報を読み取り，該当するものを選ぶ

前後の表現に注意しながら，内容を的確に捉える

事実と意見を文末表現から読み分ける

必要な情報を的確に読み取る

読み取った情報を，条件に合うように的確に表現する

文章全体の構成や展開を捉える（接続詞の働き）

とらえた情報を，条件にあうように的確に表現する

○

読み取った情報を，条件に合うように的確に表現する ○

話し合いの内容を受けて，選んだ理由を適切に説明する

○

○

○

○

○

○
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平成２7年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第２学年　数学

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と式

図形

関数

資料の活用

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) 1) ○ ○ ○ 84.2

１ (2) 2) ○ ○ ○ 82.0

１ (3) 3) ○ ○ ○ 70.8

１ (4) 4) ○ ○ ○ 82.2

2 (1) 5) ○ ○ ○ 77.9

2 (2) 6) ○ ○ ○ 86.7

2 (3) 7) ○ ○ ○ 7.7

3 (1) 8) ○ ○ ○ 77.3

3 (2) 9) ○ ○ ○ 77.0

3 (3) 10) ○ ○ ○ 54.5

4 (1) 11) ○ ○ ○ 63.2

4 (2) 12) ○ ○ ○ 56.6

5 (1) 13) ○ ○ ○ 61.5

5 (2) 14) ○ ○ ○ 48.3

6 (1) 15) ○ ○ ○ 72.2

学習指導要領の領域
54.9

問題形式

評価の観点

62.1

37.3
－

66.2

15
6

1

19

61.7
59.5

県全体正答率
（％）

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

整式どうしの減法の計算ができる

○

63.5
5 28.5

9

0
5

47.5

28.4

28.9

区分

問題

6
4

分類

60.6

対象設問数（問）

13

加減乗除を含む正の数の計算において，きまりにしたがって
計算することができる

○

着目する必要がある数量を見いだし，その数量に着目し連立
二元一次方程式をつくることができる

底面が合同で高さが等しい円錐と円柱の体積の関係について
理解している

○

○

○

○

○

設問番号

分数の除法の計算ができる

文字式に数を代入して式の値を求めることができる

図形の回転移動について，移動前と移動後の２つの図形の辺
や角の対応を読み取ることができる

関数の意味を理解している

等式の変形に用いられている等式の性質を理解している

簡単な連立方程式を解くことができる

数量の関係を文字式に表すことができる

出題の趣旨

指数を含む正の数と負の数の計算ができる

正の数と負の数の意味を，実生活の場面に結びつけて理解し
ている

○

10

○

○

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

○

○

○

○

3

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

角の二等分線の作図方法を図形の対称性に着目して見直すこ
とができる

空間における直線と平面の位置関係について理解している

○
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平成２7年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第２学年　数学

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

数と式

図形

関数

資料の活用

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

学習指導要領の領域
54.9

問題形式

評価の観点

62.1

37.3
－

66.2

15
6

1

19

61.7
59.5

県全体正答率
（％）

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

63.5
5 28.5

9

0
5

47.5

28.4

28.9

区分

問題

6
4

分類

60.6

対象設問数（問）

13

設問番号 出題の趣旨

10

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

3

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

6 (2) 16) ○ ○ ○ 75.9

6 (3) 17) ○ ○ ○ 45.2

7 18) ○ ○ ○ 37.3

8 (1) 19) ○ ○ ○ 46.4

8 (2) 20) ○ ○ ○ ○ 34.3

8 (3) 21) ○ ○ ○ ○ 26.0

9 22) ○ ○ ○ ○ 26.4

10 (1) 23) ○ ○ ○ ○ 31.4

10 (2) 24) ○ ○ ○ ○ 24.3

与えられた資料のヒストグラムにおいて，最頻値の意味を理
解している

○

○

○

事象が成り立つ理由を，構想を利用して説明することができ
る

新たな規則を見つけ，事象が成り立つ理由を構想を立てて説
明することができる

２つの数量関係を見出し，事象を理想化・単純化して問題解
決する方法を説明することができる

平面図形と空間図形を関連付けて事象を考察し，空間図形を
投影した平面図形を見て課題を解決することができる

一次関数の表から，変化の割合を求めることができる

文字を用いた式で数量の関係を説明するための構想を理解し
ている

平面図形と空間図形を関連付けて事象を考察し，その特徴を
的確にとらえ，表現することができる

○

与えられた比例のグラフからｘの変域に対応するｙの変域を
求めることができる
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第２学年　社会（地理的分野）

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

世界の地域構成

世界各地の人々の生活と環境

世界の諸地域

世界のさまざまな地域の調査

日本の地域構成

世界と比べた日本の地域的特色

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

世
界
の
地
域
構
成

世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境

世
界
の
諸
地
域

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
調
査

日
本
の
地
域
構
成

世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域
的
特
色

社
会
的
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) 1) ○ ○ ○ ○ 45.2

1 (2) 2) ○ ○ ○ ○ 65.4

1 (3) 3) ○ ○ ○ ○ 48.3

2 (1) 4) ○ ○ ○ ○ 69.8

2 (2) 5) ○ ○ ○ ○ 61.1

3 (1) 6) ○ ○ ○ ○ 30.0

3 (2) 7) ○ ○ ○ ○ 19.8

3 (3) 8) ○ ○ ○ ○ 62.8

4 (1) 9) ○ ○ ○ ○ 4.2

4 (2) 10) ○ ○ ○ ○ 51.0

5 (1) 11) ○ ○ ○ ○ 36.6

5 (2) 12) ○ ○ ○ ○ 19.4

5 (3) 13) ○ ○ ○ ○ 42.1
人口ピラミッドを完成させ，そこから日本の人口の
特色を読み取ることができる

世界の主な国の位置と名称を地球表面の姿として理
解している

写真資料から，世界各地の人々のくらしの様子を読
み取ることができる

地球表面から正しい経線を読み取ることができる

世界の主な宗教の分布について理解している

特色ある自然環境（熱帯）と生活様式（住居）を関
連付けて理解している

ヨーロッパの農業の特色について，気候と関連付け
て理解している

資料から，ＥＵ（ＥＣ）加盟国の特徴について読み
取ることができる

ＥＵ加盟国の間の通行の特徴について説明すること
ができる

アメリカ合衆国の工業の変化について理解している

県
全
体
正
答
率

（
％

）

日本の都道府県の位置を正確に理解している

複数の資料から，日本の農業(畜産)の特徴について
読み取ることができる

51.9

43.8
43.8
24.7

8

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

複数の資料から読み取ることのできる情報をもと
に，アメリカの農業の特色を説明することができる

51.2

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

分類

39.0

学習指導要領の領域

3

46.7

32.7

0

県全体正答率 （％）

39.0

区分

問題

3
5

－
33.5

3

問題形式 2

出題の趣旨

51.24

0

－
－

65.4

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

4

評価の観点
5
4

対象設問数（問）

2

0

設問番号

9
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第２学年　社会（歴史的分野）

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

歴史のとらえ方

古代までの日本

中世の日本

近世の日本

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

歴
史
の
と
ら
え
方

古
代
ま
で
の
日
本

中
世
の
日
本

近
世
の
日
本

社
会
的
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

6 (1) 14) ○ ○ ○ 48.3

6 (2) 15) ○ ○ ○ 36.3

6 (3) 16) ○ ○ ○ 57.6

7 (1) 17) ○ ○ ○ 42.2

7 (2) 18) ○ ○ ○ 39.5

7 (3) 19) ○ ○ ○ 12.5

7 (4) 20) ○ ○ ○ ○ 20.8

8 (1) 21) ○ ○ ○ 10.9

8 (2) 22) ○ ○ ○ ○ 31.7

8 (3) 23) ○ ○ ○ 39.6

9 (1) 24) ○ ○ ○ 33.8

9 (2) 25) ○ ○ ○ ○ 10.5

江戸時代の大阪のようすについて理解している

源頼朝の政策と江戸時代の農業の様子について理解している

学習指導要領の領域

問題形式

0

○

7

設問番号

鎌倉幕府，室町幕府，江戸幕府の位置を読み取ることができ
る

分類

2

9

県全体正答率
（％）

区分

問題

対象設問数（問）

6
10.9

21.0

36.7

評価の観点

8
1

38.5
12.5

承久の乱，刀狩についてその内容と結果について説明するこ
とができる

1
3

35.6
3

27.6

48.6
－

2

「鎖国」下における我が国の対外関係について理解している

ザビエルが来日した頃（戦国時代）の我が国の様子について
理解している

各時代と関係の深い中国の王朝名について理解している ○

室町時代のできごとについて理解している

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

3

37.4

21.0

21.03

出題の趣旨

○

○

○

○

○

県
全
体
正
答
率

（
％

）

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

29.6

応仁の乱後の下剋上の風潮について説明することができる

聖徳太子，徳川家光の行った政治について理解している ○

勘合貿易，南蛮貿易の特徴について説明することができる

奈良の大仏に関係の深い人物と文化について理解している

○
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第２学年　理科

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

物質

エネルギー

生命

地球

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) 1) ○ ○ ○ ○ 48.3

1 (2) 2) ○ ○ ○ 　 　 ○ 42.4

1 (3) 3) ○ ○ 　 ○ 10.1

2 (1) 4) ○ ○ 　 ○ ○ 70.5

2 (2) 5) ○ ○ ○ 53.0

2 (3) 6) ○ ○ ○ ○ 46.3

3 (1) 7) ○ 　 ○ ○ 77.4

3
(2)
①

8) ○ ○ ○ 60.0

3
(2)
②

9) ○ ○ ○ 63.2

4 (1) 10) 　 ○ ○ ○ 　 71.5

4 (2) 11) ○ ○ 　 ○ 82.6

4 (3) 12) ○ ○ 　 ○ 30.5

5 (1) 13) ○ ○ ○ 　 21.8

5 (2) 14) ○ ○ ○ ○ 31.7

6 (1) 15) ○ ○ ○ ○ 51.0

6 (2) 16) ○ ○ 　 ○ 29.5

6 (3) 17) ○ ○ ○ 21.4

7 (1) 18) ○ ○ ○ 28.5

問題
19 40.0
6

分類 区分

48.4

対象設問数（問）
県全体正答率

（％）

学習指導要領の領域

8 40.5
6 25.2
6 64.2
5 37.8
0 －

3 38.1

6 48.4

12 46.3
33.0

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

評価の観点

銅と酸素の結合比を用いて，未反応の銅の質量を求めるこ
とができる

○

10

問題形式

8
11 45.4

水の電気分解における水酸化ナトリウムの添加の意味を理
解している

化学変化に関係する分子の数について，モデル図から読み
取ることができる

水の電気分解について，化学反応式を書くことができる

ヨウ素溶液の働きについて理解している ○

問題形式

銅の酸化の質量変化について，理解している

実験結果を適切にグラフに表すことができる 　

求める結果を得るための実験条件について正しく設定でき
る

求める結果を得るための実験条件について正しく設定でき
る

ガスバーナーの基本的な使い方について理解している

実験結果を分析し考察することができる

実験結果を分析し，結果を予想することができる

有機物と無機物を構成する元素の違いについて理解してい
る

気孔について理解している

重力について理解している

レンズの中心を通る光は曲がらないことを理解し，光の道
すじを作図できる

実像と虚像を区別できるとともに，像の大きさについて判
別できる

作図により，焦点を求めることができる

県
全
体
正
答
率

（
％

）

○

○

○

学習指導要領の領域 評価の観点

38.2

○

○

○

○

○

○

○
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平成２７年度　学力定着状況確認問題　設問別正答率

中学校第２学年　理科

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

物質

エネルギー

生命

地球

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

問題
19 40.0
6

分類 区分

48.4

対象設問数（問）
県全体正答率

（％）

学習指導要領の領域

8 40.5
6 25.2
6 64.2
5 37.8
0 －

3 38.1

6 48.4

12 46.3
33.0

設問番号 出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

評価の観点
10

問題形式

8
11 45.4

問題形式

県
全
体
正
答
率

（
％

）

学習指導要領の領域 評価の観点

38.2

7 (2) 19) ○ ○ 　 ○ 　 14.5

7 (3) 20) 　 ○ ○ ○ 　 6.0

8 (1) 21) ○ ○ ○ 50.3

8 (2) 22) ○ ○ ○ 14.4

9 (1) 23) ○ ○ ○ 23.5

9
(2)
①

24) ○ ○ ○ 50.2

9
(2)
②

25) ○ ○ ○ 50.8

圧力について理解している

１Ｐａの圧力について，１ｃｍ２あたりの力の大きさに換
算できる

実験データをグラフから考察できる

実験結果を基に考察することができる

岩石の種類と成因について理解している

岩石の種類と成因について理解している

堆積岩ができる場所について理解している

○

○

○

○

○

○

○
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平成２７年度　学力定着状況確認問題一覧表　設問別正答率

中学校第２学年　英語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

聞く

読む

書く

理解

表現

言語・文化

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

聞
く

読
む

書
く

理
解

表
現

言
語
・
文
化

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) 1) ○ ○ ○ 85.0

１ (2) 2) ○ ○ ○ 91.7

１ (3) 3) ○ ○ ○ 94.1

２ (1) 4) ○ ○ ○ 69.9

２ (2) 5) ○ ○ ○ 71.8

２ (3) 6) ○ ○ ○ 72.5

３ (1) 7) ○ ○ ○ 88.7

３ (2) 8) ○ ○ ○ 57.2

３ (3) 9) ○ ○ ○ 60.2

３ (4) 10) ○ ○ ○ 71.2

３ (5) 11) ○ ○ ○ 44.6

４ (1) 12) ○ ○ ○ 67.8

４ (2) 13) ○ ○ ○ ○ 35.2

４ (3) 14) ○ ○ ○ 18.2

５
(1)
①

15) ○ ○ ○ 22.2

５
(2)
②

16) ○ ○ ○ 17.9

５
(3)
③

17) ○ ○ ○ ○ 6.8

県全体正答率
（％）

24.8
22.4
72.3
38.1
29.3

評価の観点

県
全
体
正
答
率

（
％

）

59.7
29.2
80.8
55.2
23.2
68.3

問題形式学習指導要領の領域

出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

設問番号

英語を聞いて詳細を理解する ○

○

○

○

12

○

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

英語を聞いて詳細を理解する

6

英語の対話文を読み，その内容についての質問に対する答えを
選ぶ

英語の対話文を読み，その内容についての質問に対する答えを
選ぶ

問題形式

3

7

対象設問数（問）

6

19
6

区分

問題

12
7

分類

学習指導要領の領域

16
6評価の観点

英語を聞いて詳細を理解する

英語での問いかけに応答する

英語での問いかけに応答する

英語での問いかけに応答する

英語の対話文を読み，その内容についての質問に対する答えを
選ぶ

英語の対話文を読み，その内容についての質問に対する答えを
選ぶ

与えられた条件に合うように，英文を書く

対話文を読み，その内容についての質問に対する答えを書く

対話文の流れに合うように，適切な語を書く

○

○

英文を読み，その内容についての質問に対する答えを書く

対話文を読み，対話の流れに合う英文を選択肢の中から選ぶ

○
前後の英文から意味のつながりを考えて，（　　）内に適切な
英語を書く

前後の英文から意味のつながりを考えて，（　　）内に適切な
英語を書く

○

○

○

○

○

○

○

014116
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平成２７年度　学力定着状況確認問題一覧表　設問別正答率

中学校第２学年　英語

分類・区分別設問数

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

聞く

読む

書く

理解

表現

言語・文化

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

聞
く

読
む

書
く

理
解

表
現

言
語
・
文
化

選
択
式

短
答
式

記
述
式

県全体正答率
（％）

24.8
22.4
72.3
38.1
29.3

評価の観点

県
全
体
正
答
率

（
％

）

59.7
29.2
80.8
55.2
23.2
68.3

問題形式学習指導要領の領域

出題の趣旨

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

設問番号

12

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

6

問題形式

3

7

対象設問数（問）

6

19
6

区分

問題

12
7

分類

学習指導要領の領域

16
6評価の観点

５
(4)
④

18) ○ ○ ○ 40.7

５ (5) 19) ○ ○ ○ ○ 22.0

６ (1) 20) ○ ○ ○ 37.8

６ (2) 21) ○ ○ ○ ○ 58.4

６
(3)
①

22) ○ ○ ○ 50.6

６
(3)
②

23) ○ ○ ○ 72.0

６ (4) 24) ○ ○ ○ ○ 38.0

６ (5) 25) ○ ○ ○ ○ 14.8

与えられた条件に合うように，英文を書く

本文中の代名詞が示す人物を選択肢の中から選ぶ

英文を読み，概要・要点を理解する

英文の内容を理解し，物語の終末を考えて英語で書く

英文を読み，概要・要点を理解する ○

英文を読み，概要・要点を理解する ○

英文を読み，与えられた英単語を並び替えて正しい語順で書く

前後の英文から意味のつながりを考えて，（　　）内に適切な
英語を書く

○

○
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
３
学
年
　
国
語

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

１
一

1)
学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
，
書
い
た
り

す
る

○
92
.2

１
一

2)
学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
，
書
い
た
り

す
る

○
84
.6

３
年
漢
字
を
か
こ
う
１

１
一

3)
学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
，
書
い
た
り

す
る

○
79
.0

３
年
漢
字
４

１
二

4)
文
の
中
に
お
け
る
主
語
を
捉
え
る

○
72
.9

H2
3全

国
Ａ
２

H2
7全

国
Ａ
２
一

H2
7４

月
確
認
問
題
３
年
１
三

２
年
こ
と
ば
の
使
い
方
２

２
年
こ
と
ば
の
使
い
方
４

１
三

5)
国
語
辞
典
の
正
し
い
使
い
方
を
理
解
す
る

○
76
.4

H2
3全

国
Ａ
８
二

H2
6確

認
問
題
１
三

３
年
国
語
辞
典
の
使
い
方
１

１
四

6)
国
語
辞
典
の
正
し
い
使
い
方
を
理
解
す
る

○
37
.3

H2
3全

国
Ａ
８
一

H2
6確

認
問
題
１
四

３
年
国
語
辞
典
の
使
い
方
２

１
五

7)
指
定
さ
れ
た
箇
所
の
正
し
い
筆
順
を
示
す

○
55
.9

H2
4全

国
Ａ
９

H2
6４

月
確
認
問
題
３
年
１
三

H2
6確

認
問
題
３
年
１
二

２
一

8)
司
会
の
役
割
を
理
解
す
る

○
90
.2

H2
1全

国
Ａ
７

３
年
話
合
い

３
年
ク
ラ
ス
の
話
合
い

２
二

9)
前
後
の
文
脈
か
ら
，
適
切
な
接
続
語
を
選
択
す
る

○
60
.7

H1
9全

国
Ａ
２

H2
6４

月
確
認
問
題
３
年
２
一

３
年
つ
な
ぎ
こ
と
ば

２
三

10
)

話
し
方
の
工
夫
を
捉
え
る

○
　

45
.5

３
年
話
合
い

３
年
ク
ラ
ス
の
話
合
い

２
四

11
)

常
体
と
敬
体
の
違
い
に
気
を
付
け
て
書
く

○
40
.9

H1
9全

国
Ｂ
４
二

H2
3全

国
Ａ
９

３
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
１
・
２

３
年
文
末
の
書
き
方

２
五

12
)

目
的
や
相
手
に
応
じ
，
招
待
状
を
書
く

○
48
.3

H2
4全

国
Ｂ
１
一
二

３
一

13
)

目
的
に
応
じ
，
中
心
と
な
る
語
や
文
を
捉
え
る

○
52
.8

３
年
う
い
ろ
う
作
り
１
・
２

設
問
番
号

014116
タイプライターテキスト
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
３
学
年
　
国
語

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

設
問
番
号

３
二

14
)

指
示
代
名
詞
（
こ
そ
あ
ど
言
葉
）
を
適
切
に
使
う

○
72
.5

H1
9全

国
Ａ
３
一
二

３
三

15
)

目
的
に
応
じ
，
中
心
と
な
る
語
や
文
を
捉
え
る

○
　

62
.0

３
年
う
い
ろ
う
作
り
１
・
２

４
一

16
)

場
面
の
移
り
変
わ
り
に
注
意
し
て
読
む

○
8.
0

４
二

17
)

情
景
の
描
写
な
ど
，
表
現
の
細
か
い
点
に
注
意
し
て
読
む

○
66
.3

３
年
詩
を
読
も
う

３
年
作
文
を
読
も
う

４
三

18
)

場
面
の
移
り
変
わ
り
に
注
意
し
て
読
む

○
37
.4

３
年
詩
を
読
も
う

３
年
作
文
を
読
も
う

４
四

19
)

目
的
に
応
じ
，
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
る

○
60
.4

３
年
詩
を
読
も
う

３
年
作
文
を
読
も
う

４
五

20
)

目
的
や
意
図
に
応
じ
，
複
数
の
内
容
を
関
係
付
け
な
が
ら
感
想
を
書
く

○
45
.3

H2
6全

国
B3
三

H2
6確

認
問
題
３
年
４
四

014116
タイプライターテキスト
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
４
学
年
　
国
語

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

１
一

1
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
む

○
8
1
.
5

１
一

2
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
む

○
8
9
.
6

１
一

3
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
書
く

○
7
9
.
9

４
年
漢
字
を
書
く
４

１
一

4
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
書
く

○
6
9
.
1

１
二

5
)

文
の
中
に
お
け
る
主
語
を
捉
え
る

○
7
8
.
6

H
2
3
全
国
Ａ
２

H
2
7
全
国
Ａ
２
一

H
2
7
４
月
確
認
問
題
３
年
１
三

３
年
修
飾
語
２
～
４

１
三

6
)

修
飾
語
の
意
味
と
使
い
方
を
理
解
す
る

○
7
1
.
8

３
年
修
飾
語
２
～
４

１
四

7
)

主
語
と
述
語
の
関
係
に
気
を
付
け
て
，
一
文
を
二
文
に
分
け
る

○
6
8
.
8

H
2
1
全
国
Ａ
８
　
　
　
　
　
H
2
5
全
国
Ａ
３
二
１

H
2
5
確
認
問
題
３
～
６
年

H
2
6
確
認
問
題
３
～
６
年

２
一

8
)

伝
聞
を
表
す
言
葉
の
使
い
方
を
理
解
す
る

○
4
8
.
5

２
二

9
)

図
や
表
な
ど
を
用
い
て
話
す

○
6
7
.
0

２
三

1
0
)

ス
ピ
ー
チ
の
表
現
を
工
夫
す
る

○
5
7
.
4

H
2
5
全
国
Ａ
７

４
年
メ
モ
・
発
表

２
三

1
1
)

ス
ピ
ー
チ
の
表
現
を
工
夫
す
る

○
7
6
.
5

H
2
5
全
国
Ａ
７

４
年
メ
モ
・
発
表

２
四

1
2
)

目
的
に
応
じ
て
資
料
を
読
み
，
知
ら
せ
た
い
こ
と
を
的
確
に
書
く

○
4
3
.
1

３
一

1
3
)

接
続
詞
の
意
味
と
用
法
に
つ
い
て
理
解
す
る

○
6
4
.
9

H
1
9
全
国
Ａ
２

H
2
5
確
認
問
題
４
年
３
二

H
2
6
確
認
問
題
４
年
３
二

３
年
つ
な
ぎ
こ
と
ば

４
年
接
続
語
・
文
末
表
現

４
年
段
落
２

設
問
番
号

014116
タイプライターテキスト
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
４
学
年
　
国
語

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

設
問
番
号

３
一

1
4
)

接
続
詞
の
意
味
と
用
法
に
つ
い
て
理
解
す
る

○
8
8
.
5

H
1
9
全
国
Ａ
２

H
2
5
確
認
問
題
４
年
３
二

H
2
6
確
認
問
題
４
年
３
二

３
年
つ
な
ぎ
こ
と
ば

４
年
接
続
語
・
文
末
表
現

４
年
段
落
２

３
二

1
5
)

目
的
に
応
じ
，
中
心
と
な
る
語
や
文
を
捉
え
る

○
6
4
.
1

３
年
う
い
ろ
う
作
り
１
・
２

４
年
順
番
、
お
知
ら
せ
、
岩
国
の
シ
ロ
ヘ
ビ
、
徳

佐
の
リ
ン
ゴ

４
一

1
6
)

目
的
に
応
じ
，
中
心
と
な
る
語
や
文
を
捉
え
る

○
8
5
.
9

３
年
う
い
ろ
う
作
り
１
・
２

４
年
順
番
、
お
知
ら
せ
、
岩
国
の
シ
ロ
ヘ
ビ
、
徳

佐
の
リ
ン
ゴ

４
一

1
7
)

目
的
に
応
じ
，
中
心
と
な
る
語
や
文
を
捉
え
る

○
8
3
.
3

３
年
う
い
ろ
う
作
り
１
・
２

４
年
順
番
、
お
知
ら
せ
、
岩
国
の
シ
ロ
ヘ
ビ
、
徳

佐
の
リ
ン
ゴ

４
二

1
8
)

目
的
に
応
じ
，
中
心
と
な
る
語
や
文
を
捉
え
る

○
7
2
.
9

３
年
う
い
ろ
う
作
り
１
・
２

４
年
順
番
、
お
知
ら
せ
、
岩
国
の
シ
ロ
ヘ
ビ
、
徳

佐
の
リ
ン
ゴ

４
三

1
9
)

登
場
人
物
の
気
持
ち
の
変
化
を
捉
え
る

○
1
4
.
0

４
年
楽
し
み
な
こ
と
、
花
火
大
会
、
水
泳
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

４
三

2
0
)

登
場
人
物
の
気
持
ち
の
変
化
を
想
像
し
な
が
ら
音
読
す
る

○
2
8
.
6

H
2
4
全
国
Ａ
４

H
2
7
全
国
Ｂ
３
二

014116
タイプライターテキスト
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
５
学
年
　
国
語

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

１
一

1
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
む

○
8
4
.
8

１
一

2
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
む

○
7
8
.
7

１
一

3
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
書
く

○
3
7
.
9

１
一

4
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
書
く

○
6
6
.
1

１
二

5
)

四
字
熟
語
の
意
味
を
理
解
す
る

○
4
1
.
9

１
三

6
)

修
飾
語
の
意
味
と
使
い
方
を
理
解
す
る

○
6
5
.
7

３
年
修
飾
語
２
～
４

１
四

7
)

文
の
中
に
お
け
る
主
語
を
捉
え
る

○
7
2
.
4

H
2
3
全
国
Ａ
２

H
2
7
全
国
Ａ
２
一

H
2
7
４
月
確
認
問
題
３
年
１
三

３
年
修
飾
語
２
～
４

２
一

8
)

話
の
内
容
に
対
す
る
聞
き
方
を
工
夫
す
る

○
7
4
.
8
H
2
7
全
国
Ａ
３

５
年
話
の
聞
き
方

２
二

9
)

話
の
内
容
に
対
す
る
聞
き
方
を
工
夫
す
る

○
7
8
.
8
H
2
7
全
国
Ａ
３

５
年
話
の
聞
き
方

２
三

1
0
)

話
の
内
容
に
対
す
る
聞
き
方
を
工
夫
す
る

○
7
6
.
5
H
2
7
全
国
Ａ
３

５
年
話
の
聞
き
方

３
一

1
1
)

国
語
辞
典
の
正
し
い
使
い
方
を
理
解
す
る

○
5
4
.
6

H
2
3
全
国
Ａ
８
二

H
2
4
確
認
問
題
５
年
２
二

H
2
5
確
認
問
題
５
年
３
一

３
年
国
語
辞
典
の
使
い
方
１

３
二

1
2
)

段
落
の
内
容
を
的
確
に
捉
え
る

○
3
9
.
1

５
年
構
成
１
・
３
・
４

３
三

1
3
)

文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
て
要
旨
を
捉
え
る

○
3
1
.
4

４
年
段
落
２

４
一

1
4
)

リ
ー
ド
文
の
役
割
を
理
解
す
る

○
4
7
.
8

H
2
5
確
認
問
題
５
年
４
一

H
2
6
確
認
問
題
５
年
４
一

設
問
番
号
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
５
学
年
　
国
語

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

設
問
番
号

４
二

1
5
)

目
的
や
意
図
に
応
じ
，
新
聞
の
割
り
付
け
を
す
る

○
7
1
.
1

H
2
7
全
国
Ｂ
１
一

４
三

1
6
)

目
的
や
意
図
に
応
じ
，
記
事
に
見
出
し
を
付
け
る

○
7
0
.
6

H
2
7
全
国
Ｂ
１
二

４
年
新
聞
作
り

４
四

1
7
)

目
的
に
応
じ
，
中
心
と
な
る
語
や
文
を
捉
え
る

○
4
0
.
1

３
年
う
い
ろ
う
作
り
１
・
２

４
年
順
番
、
お
知
ら
せ
、
岩
国
の
シ
ロ
ヘ

ビ
、
徳
佐
の
リ
ン
ゴ

５
一

1
8
)

登
場
人
物
の
相
互
関
係
を
捉
え
る

○
6
0
.
1

H
2
2
全
国
Ａ
３

H
2
6
全
国
Ａ
５

H
2
7
全
国
Ａ
６

５
二

1
9
)

文
章
に
対
す
る
効
果
的
な
推
薦
の
仕
方
を
捉
え
る

○
7
1
.
0

５
三

2
0
)

登
場
人
物
の
相
互
関
係
や
心
情
，
場
面
に
つ
い
て
の
描
写
を
捉
え
，
読
み
手
に

興
味
を
も
た
せ
る
文
を
書
く

○
4
8
.
8

014116
タイプライターテキスト
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
６
学
年
　
国
語

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

１
一

1
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
む

○
8
4
.9

H
2
1
全
国
Ａ
１
一
３

H
2
5
全
国
Ａ
１
一
３

１
一

2
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
む

○
9
7
.6

６
年
熟
語
４

１
一

3
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
書
く

○
7
2
.6

６
年
熟
語
３

１
一

4
)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
書
く

○
6
2
.5

１
二

5
)

適
切
な
敬
語
の
使
い
方
を
理
解
す
る

○
7
8
.9

５
年
敬
語
・
外
来
語
・
和
語
・
漢
語
３
・

４

１
二

6
)

同
音
異
義
語
の
漢
字
の
意
味
を
理
解
し
，
正
し
く
使
う

○
5
5
.5

H
2
0
全
国
Ａ
２
一

５
年
同
音
異
義
語
・
対
義
語
・
日
本
文
学

１
・
２

１
三

7
)

修
飾
語
の
意
味
と
使
い
方
を
理
解
す
る

○
6
9
.2

３
年
修
飾
語
２
～
４

１
四

8
)

文
の
中
に
お
け
る
主
語
を
捉
え
る

○
7
9
.3

H
2
3
全
国
Ａ
２

H
2
7
全
国
Ａ
２
一

H
2
7
４
月
確
認
問
題
３
年
１
三

３
年
修
飾
語
２
～
４

１
五

9
)

主
語
と
述
語
の
関
係
に
気
を
付
け
て
，
一
文
を
二
文
に
分
け
る

○
5
1
.3

H
2
1
全
国
Ａ
８

H
2
5
全
国
Ａ
３
二
１

H
2
5
確
認
問
題
３
～
６
年

５
年
品
詞
・
接
続
詞
４

２
一

1
0
)

複
数
の
事
柄
を
並
列
の
関
係
で
書
く

○
8
2
.2

H
2
6
全
国
Ａ
６
一

H
2
6
確
認
問
題
５
年
３
二

２
二

1
1
)

書
い
た
文
章
を
読
み
返
し
，
表
現
を
工
夫
し
て
書
く

○
9
0
.8

H
2
1
全
国
Ａ
５

H
2
5
全
国
Ａ
７

２
三

1
2
)

目
的
や
意
図
に
応
じ
，
取
材
し
た
内
容
を
整
理
し
て
書
き
加
え
る

○
4
1
.8

H
2
7
全
国
Ｂ
１
三

３
一

1
3
)

司
会
の
役
割
や
働
き
を
と
ら
え
て
，
話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る

○
6
5
.1

H
1
9
全
国
Ｂ
１
二

H
2
1
全
国
Ａ
７

H
2
3
全
国
Ｂ
１
二
２

H
2
4
全
国
Ｂ
２
三

H
2
4
確
認
問
題
６
年
４
三

H
2
5
確
認
問
題
６
年
２
一

H
2
6
確
認
問
題
６
年
２
三

６
年
話
合
い
１
・
２

設
問
番
号

014116
タイプライターテキスト
78



平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
６
学
年
　
国
語

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

設
問
番
号

３
一

1
4
)

司
会
の
役
割
や
働
き
を
と
ら
え
て
，
話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る

○
7
0
.2

４
年
話
合
い
・
お
楽
し
み
会
２
、
話
合

い
・
読
書

６
年
話
合
い
１
・
２

３
二

1
5
)

立
場
を
明
確
に
し
て
，
資
料
と
関
連
づ
け
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る

○
6
6
.3

H
2
5
確
認
問
題
４
年
２
二

H
2
6
全
国
Ｂ
１
三

H
2
6
確
認
問
題
６
年
２
四

６
年
話
合
い
３
・
４

４
一

1
6
)

目
的
に
応
じ
，
中
心
と
な
る
語
や
文
を
捉
え
る

○
7
5
.5

H
2
4
確
認
問
題
６
年
２
一

３
年
う
い
ろ
う
作
り
１
・
２

４
年
順
番
、
お
知
ら
せ
、
岩
国
の
シ
ロ
ヘ

ビ
、
徳
佐
の
リ
ン
ゴ

４
二

1
7
)

目
的
に
応
じ
，
文
章
と
図
と
を
関
係
づ
け
て
読
む

○
7
0
.8

６
年
資
料
読
解
１
・
２

５
一

1
8
)

登
場
人
物
の
相
互
関
係
を
捉
え
る

○
4
3
.1

H
2
2
全
国
Ａ
３

H
2
6
全
国
Ａ
５

H
2
7
全
国
Ａ
６

５
二

1
9
)

登
場
人
物
の
行
動
を
基
に
し
て
，
場
面
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え
る

○
3
9
.2

H
2
7
全
国
Ｂ
３
一

５
三

2
0
)

登
場
人
物
の
気
持
ち
の
変
化
を
想
像
し
な
が
ら
音
読
す
る

○
2
2
.8

H
2
4
全
国
Ａ
４

H
2
7
全
国
Ｂ
３
二

014116
タイプライターテキスト
79



平
成
２

７
年

度
　

学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
３
学
年
　
算
数

出
題
の

趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の

関
連

す
る

調
査

問
題

等
や

ま
ぐ

ち
学

習
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
や

ま
ぐ

ち
っ

子
学

習
プ

リ
ン

ト
」

1
(1
)

(1
繰
り
上
が
り
の
あ
る
加
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
84
.1

H2
3全

国
Ａ
１

(1
)

H2
6確

認
問
題

３
年

１
(1

)

２
年

た
し

算
　

２
年

ひ
き

算
２

年
ひ

っ
算

（
１

）
（

２
）

３
年

た
し

算
と

ひ
き

算
の

筆
算

1
(2
)

(2
繰
り
下
が
り
の
あ
る
減
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
81
.8

H2
6確

認
問
題

３
年

１
(2

)
２

年
た

し
算

　
２

年
ひ

き
算

２
年

ひ
っ

算
（

１
）

（
２

）
３

年
た

し
算

と
ひ

き
算

の
筆

算

1
(3
)

(3
乗
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
69
.2

H2
6確

認
問
題

３
年

１
(3

)
３

年
か

け
算

の
筆

算

1
(4
)

(4
除
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
91
.3

H2
6確

認
問
題

３
年

１
(4

)
３

年
わ

り
算

1
(5
)

(5
余
り
の
あ
る
除
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
77
.2

H2
6確

認
問
題

３
年

１
(5

)
３

年
わ

り
算

２
(1
)

(6
体
積
に
つ
い
て
の
感
覚
を
身
に
付
け
て
い
る

○
61
.9

H2
6確

認
問
題

３
年

２
(1

)
２

年
か

さ

２
(2
)

(7
長
さ
に
つ
い
て
の
感
覚
を
身
に
付
け
て
い
る

○
73
.8

H2
6確

認
問
題

５
年

２
(2

)
２

年
長

さ

３
(1
)

(8
数
の
構
成
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
72
.4

H2
6確

認
問
題

３
年

２
(1

)（
４

月
）

３
年

整
数

の
表

し
方

３
(2
)

(9
数
直
線
か
ら
数
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

○
74
.6

H2
6確

認
問
題

３
年

３
(2

)
３

年
整

数
の

表
し

方

３
(3
)

(1
0

数
を
構
成
し
，
数
の
大
小
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
56
.9

H2
3全

国
Ａ
２

(3
)

２
年

１
０

０
０

ま
で

の
数

 ２
年

１
０

０
０

０
ま

で
の

数

３
(4
)

(1
1

簡
単
な
分
数
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

○
63
.7

H2
6確

認
問
題

３
年

５

４
(1
2

乗
法
の
式
が
表
す
意
味
を
，
具
体
的
な
場
面
に
即
し
て
よ
む
こ
と
が
で
き
る

○
35
.3

H2
6確

認
問
題

３
年

４
２

年
か

け
算

５
(1
3

四
角
形
を
三
角
形
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
81
.7

２
年

三
角

形
と

四
角

形

設
問

番
号

014116
タイプライターテキスト
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平
成
２

７
年

度
　

学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
３
学
年
　
算
数

出
題
の

趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の

関
連

す
る

調
査

問
題

等
や

ま
ぐ

ち
学

習
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
や

ま
ぐ

ち
っ

子
学

習
プ

リ
ン

ト
」

設
問

番
号

６
(1
)

(1
4

時
間
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

○
55
.9

H2
6確

認
問
題

３
年

７
２

年
と

け
い

６
(2
)

(1
5

問
題
場
面
に
合
わ
せ
て
，
あ
ま
り
を
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
64
.2

３
年

わ
り

算

７
(1
6

箱
を
構
成
す
る
面
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
41
.7

Ｈ
26

確
認
問

題
４

年
６

２
年

は
こ

の
形

８
(1
7

九
九
の
き
ま
り
に
つ
い
て
理
解
し
，
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
34
.6

H2
6確

認
問
題

３
年

１
１

２
年

九
九

の
き

ま
り

９
(1
)

(1
8

絵
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
，
表
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
85
.0

H2
6確

認
問
題

３
年

７
（

４
月

）
２

年
ひ

ょ
う

と
グ

ラ
フ

９
(2
)

(1
9

必
要
な
情
報
を
整
理
し
て
，
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
42
.1

H2
5全

国
Ｂ
１

(1
)

10
(2
0

必
要
な
情
報
を
整
理
し
て
，
判
断
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
38
.5

H2
6確

認
問
題

４
年

９
（

10
月

）
２

年
計

算
の

じ
ゅ

ん
じ

ょ
２

年
か

け
算

３
年

た
し

算
と

ひ
き

算
の

筆
算

014116
タイプライターテキスト
  81



平
成

２
７

年
度

　
学

力
定

着
状

況
確

認
問

題
　

参
考

資
料

小
学

校
第

４
学

年
　

算
数

出
題

の
趣

旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全

体
正

答
率

過
去

の
関

連
す

る
調

査
問

題
等

や
ま

ぐ
ち

学
習

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

や
ま

ぐ
ち

っ
子

学
習

プ
リ

ン
ト

」

１
(
1
)

(
1

繰
り
上
が
り
の
あ
る
加
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
9
1
.
8

H
2
3
全

国
Ａ

１
(
1
)

H
2
6
確

認
問

題
４

年
１

(
1
)

２
年

た
し

算
　

２
年

ひ
き

算
２

年
ひ

っ
算

（
１

）
（

２
）

３
年

た
し

算
と

ひ
き

算
の

筆
算

1
(
2
)

(
2

小
数
の
減
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
7
5
.
6

H
2
7
全

国
Ａ

２
(
2
)

２
年

た
し

算
　

２
年

ひ
き

算
２

年
ひ

っ
算

（
１

）
（

２
）

３
年

た
し

算
と

ひ
き

算
の

筆
算

1
(
3
)

(
3

３
位
数
×
２
位
数
の
乗
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
6
8
.
1

H
2
6
確

認
問

題
４

年
１

(
3
)

３
年

か
け

算
の

筆
算

1
(
4
)

(
4

万
単
位
の
乗
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
5
7
.
5

H
2
6
確

認
問

題
４

年
１

(
4
)

３
年

整
数

の
表

し
方

 ４
年

大
き

な
数

1
(
5
)

(
5

余
り
の
あ
る
除
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
8
3
.
0

H
2
6
確

認
問

題
４

年
１

(
5
)

３
年

わ
り

算

１
(
6
)

(
6

３
位
数
÷
１
位
数
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
6
8
.
2

H
2
6
確

認
問

題
４

年
１

(
6
)

３
年

わ
り

算
 ４

年
わ

り
算

２
(
1
)

(
7

小
数
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
い
る

○
9
0
.
8

H
2
6
確

認
問

題
４

年
２

(
1
)

４
年

１
学

期
末

３
(
3
)

３
年

小
数

 ４
年

小
数

２
(
2
)

(
8

小
数
を
１
０
倍
し
た
数
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

○
3
1
.
3

H
2
6
確

認
問

題
４

年
２

(
2
)

学
期

末
評

価
問

題
４

年
小

数

３
(
1
)

(
9

三
角
定
規
の
角
の
大
き
さ
を
用
い
て
，
角
の
大
き
さ
を
計
算
し
て
求
め
る
こ
と

が
で
き
る

○
6
2
.
4

H
2
6
確

認
問

題
４

年
３

(
1
)

４
年

角
と

垂
直

・
平

行

３
(
2
)
(
1
0

数
の
構
成
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
6
3
.
9

H
2
5
確

認
問

題
４

年
３

(
4
)

３
年

整
数

の
表

し
方

３
(
3
)
(
1
1

長
さ
に
つ
い
て
の
感
覚
を
身
に
付
け
て
い
る

○
7
9
.
2

H
2
1
全

国
Ａ

３
H
2
6
確

認
問

題
４

年
２

(
3
)

３
年

長
さ

３
(
4
)
(
1
2

簡
単
な
分
数
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

○
1
9
.
9

H
2
4
全

国
Ｂ

３
(
1
)

H
2
6
確

認
問

題
４

年
２

(
4
)

３
年

分
数

４
(
1
)
(
1
3

問
題
場
面
を
正
確
に
把
握
し
，
乗
法
の
式
を
立
て
て
答
え
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る

○
5
7
.
7

H
2
6
確

認
問

題
４

年
４

(
2
)

４
年

式
と

計
算

の
順

じ
ょ

設
問

番
号

014116
タイプライターテキスト
82



平
成

２
７

年
度

　
学

力
定

着
状

況
確

認
問

題
　

参
考

資
料

小
学

校
第

４
学

年
　

算
数

出
題

の
趣

旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全

体
正

答
率

過
去

の
関

連
す

る
調

査
問

題
等

や
ま

ぐ
ち

学
習

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

や
ま

ぐ
ち

っ
子

学
習

プ
リ

ン
ト

」
設

問
番

号

４
(
2
)
(
1
4

問
題
場
面
を
正
確
に
把
握
し
，
除
法
の
式
を
立
て
て
答
え
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る

○
6
2
.
4

H
2
5
確

認
問

題
４

年
６

３
年

わ
り

算
 ４

年
わ

り
算

 ４
年

式
と

計
算

の
順

じ
ょ

５
(
1
)
(
1
5

グ
ラ
フ
の
目
盛
り
を
読
む
こ
と
が
で
き
る

○
4
7
.
3

H
2
5
全

国
Ｂ

５
H
2
2
全

国
Ａ

９
(
2
)

４
年

折
れ

線
グ

ラ
フ

６
(
1
7

分
度
器
の
読
み
方
と
角
度
の
構
成
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
4
9
.
8

H
2
7
全

国
Ａ

４
(
2
)

H
2
1
全

国
Ａ

４
４

年
角

と
垂

直
・

平
行

７
(
1
8

球
の
半
径
の
性
質
を
使
っ
て
，
物
の
長
さ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

○
4
6
.
9

H
2
6
確

認
問

題
４

月
４

年
４

３
年

円
と

球

８
(
1
9

問
題
場
面
に
合
う
考
え
方
を
線
分
図
と
説
明
か
ら
読
み
取
り
，
式
と
言
葉
で
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
2
3
.
1

H
2
7
全

国
Ａ

２
(
1
)
(
2
)

H
2
4
全

国
Ａ

３
(
1
)
(
2
)

３
年

□
を

使
っ

た
式

９
(
2
0

必
要
な
情
報
を
整
理
し
て
問
題
を
解
決
し
，
理
由
を
言
葉
と
式
で
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
る

○
2
7
.
8

H
2
6
確

認
問

題
４

年
９

H
2
6
確

認
問

題
６

年
９

４
年

式
と

計
算

の
順

じ
ょ

014116
タイプライターテキスト
83



平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
５
学
年
　
算
数

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

1
(
1
)

(
1

小
数
の
減
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
72
.8

H
2
6
確
認
問
題
５
年
１
(
1
)

２
年
た
し
算
　
２
年
ひ
き
算

２
年
ひ
っ
算
（
１
）
（
２
）

３
年
た
し
算
と
ひ
き
算
の
筆
算

1
(
2
)

(
2

小
数
の
乗
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
77
.1

H
2
6
確
認
問
題
５
年
１
(
2
)

２
年
た
し
算
　
２
年
ひ
き
算

２
年
ひ
っ
算
（
１
）
（
２
）

３
年
た
し
算
と
ひ
き
算
の
筆
算

1
(
3
)

(
3

同
分
母
分
数
の
加
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
65
.6

H
2
6
確
認
問
題
５
年
１
(
3
)

３
年
分
数

４
年
分
数

５
年
分
数

1
(
4
)

(
4

万
単
位
の
乗
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
70
.4

H
2
6
確
認
問
題
５
年
１
(
4
)

３
年
整
数
の
表
し
方

４
年
大
き
な
数

1
(
5
)

(
5

小
数
の
除
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
66
.2

H
2
6
確
認
問
題
５
年
１
(
5
)

５
年
小
数

１
(
6
)

(
6

か
っ
こ
を
含
む
四
則
計
算
が
で
き
る

○
56
.4

H
2
6
確
認
問
題
５
年
１
(
6
)

H
2
5
全
国
Ａ
１
(
5
)

４
年
式
と
計
算
の
順
じ
ょ

５
年
式
と
計
算

２
(
1
)

(
7

小
数
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
い
る

○
63
.0

H
2
7
全
国
Ａ
１
(
2
)

３
年
小
数

４
年
小
数

２
(
2
)

(
8

分
数
の
大
き
さ
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
81
.6

H
2
6
全
国
Ａ
３

３
年
分
数

４
年
分
数

５
年
分
数

３
(
9

四
捨
五
入
の
意
味
を
理
解
し
，
そ
の
範
囲
が
わ
か
る

○
41
.8

H
2
5
全
国
Ａ
２

４
年
お
よ
そ
の
数

４
(
1
)
(
1
0

縦
と
横
の
長
さ
の
関
係
を
表
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
60
.5

H
1
9
全
国
Ａ
７
(
2
)

４
年
変
わ
り
方

４
(
2
)
(
1
1

縦
と
横
の
長
さ
の
関
係
を
式
に
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る

○
24
.8

H
1
9
全
国
Ａ
７
(
3
)

３
年
□
を
使
っ
た
式

５
(
1
2

面
積
に
つ
い
て
の
感
覚
を
身
に
付
け
て
い
る

○
41
.4

H
2
6
確
認
問
題
５
年
２
(
1
)

４
年
面
積

６
(
1
3

基
本
的
な
立
体
図
形
を
，
辺
や
面
の
関
係
に
着
目
し
，
平
面
上
に
展
開
す
る
こ

と
が
で
き
る

○
54
.8

H
2
6
確
認
問
題
５
年
２
(
2
)

４
年
直
方
体
と
立
方
体

５
年
角
柱
と
円
柱

設
問
番
号

014116
タイプライターテキスト
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
５
学
年
　
算
数

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

設
問
番
号

７
(
1
)
(
1
4

コ
ン
パ
ス
を
用
い
て
作
図
す
る
方
法
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
62
.8

H
2
4
全
国
Ａ
７

３
年
円
と
球

７
(
2
)
(
1
5

最
小
公
倍
数
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
84
.2

５
年
倍
数
・
約
数

８
(
1
6

問
題
場
面
に
合
う
線
分
図
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
74
.5

H
2
4
全
国
Ａ
３
(
1
)

H
2
4
全
国
Ｂ
４
(
3
)

９
(
1
7

分
度
器
の
よ
み
方
と
角
度
の
構
成
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
65
.9

H
2
7
全
国
A
４
(
2
)

H
2
1
全
国
A
４

４
年
角
と
垂
直
・
平
行

1
0

(
1
8

ひ
し
形
の
性
質
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
49
.2

H
2
3
全
国
B
３
(
3
)

４
年
四
角
形

1
1

(
1
9

与
え
ら
れ
た
条
件
に
合
う
グ
ラ
フ
を
選
択
し
，
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
38
.5

H
2
5
全
国
B
５

H
2
2
全
国
A
９
(
2
)

４
年
折
れ
線
グ
ラ
フ

1
2

(
2
0

必
要
な
情
報
を
整
理
し
て
問
題
を
解
決
し
，
理
由
を
言
葉
と
式
で
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
る

○
46
.2

H
2
6
確
認
問
題
４
年
９

H
2
6
確
認
問
題
６
年
９

４
年
式
と
計
算
の
順
じ
ょ

014116
タイプライターテキスト
85



平
成

２
７

年
度

　
学

力
定

着
状

況
確

認
問

題
　

参
考

資
料

小
学

校
第

６
学

年
　

算
数

出
題

の
趣

旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全

体
正

答
率

過
去

の
関

連
す

る
調

査
問

題
等

や
ま

ぐ
ち

学
習

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

や
ま

ぐ
ち

っ
子

学
習

プ
リ

ン
ト

」

１
(
1
)

(
1

小
数

の
減

法
の

計
算

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
○

8
4
.
5

H
2
5
全

国
Ａ

１
(
2
)

H
2
6
確

認
問

題
４

年
１

(
1
)

２
年

た
し

算
　

２
年

ひ
き

算
２

年
ひ

っ
算

（
１

）
（

２
）

３
年

た
し

算
と

ひ
き

算
の

筆
算

1
(
2
)

(
2

小
数

の
乗

法
の

計
算

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
○

8
2
.
5

H
2
5
全

国
Ａ

１
(
3
)

H
2
6
確

認
問

題
４

年
１

(
2
)

２
年

た
し

算
　

２
年

ひ
き

算
２

年
ひ

っ
算

（
１

）
（

２
）

３
年

た
し

算
と

ひ
き

算
の

筆
算

1
(
3
)

(
3

異
分

母
分

数
の

減
法

の
計

算
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

○
6
1
.
2

H
2
6
確

認
問

題
４

年
１

(
3
)

３
年

分
数

 
 
 
 
４

年
分

数
５

年
分

数

1
(
4
)

(
4

大
き

な
数

の
乗

法
を

既
習

の
乗

法
を

用
い

て
計

算
す

る
こ

と
が

で
き

る
○

6
8
.
9

H
2
6
確

認
問

題
４

年
１

(
4
)

３
年

整
数

の
表

し
方

４
年

大
き

な
数

1
(
5
)

(
5

小
数

の
除

法
の

計
算

を
行

い
，

小
数

第
１

位
ま

で
の

概
数

で
表

す
こ

と
が

で
き

る
○

6
0
.
6

H
2
6
確

認
問

題
４

年
１

(
5
)

４
年

お
よ

そ
の

数
５

年
小

数

1
(
6
)

(
6

か
っ

こ
を

含
む

四
則

計
算

が
で

き
る

○
8
1
.
0

H
2
0
全

国
Ａ

１
(
6
)

H
2
6
全

国
Ａ

１
(
5
)
 
Ａ

８
４

年
式

と
計

算
の

順
じ

ょ
５

年
式

と
計

算

２
(
1
)

(
7

体
積

に
つ

い
て

の
感

覚
を

身
に

付
け

て
い

る
○

6
1
.
4

H
2
6
確

認
問

題
３

年
２

(
1
)

２
年

か
さ

２
(
2
)

(
8

面
積

に
つ

い
て

の
感

覚
を

身
に

付
け

て
い

る
○

3
7
.
6

H
2
4
全

国
５

（
１

）
H
2
6
確

認
問

題
６

年
２

(
1
)

４
年

面
積

３
(
1
)

(
9

分
配

法
則

を
用

い
て

，
計

算
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

○
7
7
.
5

H
1
9
全

国
Ｂ

２
H
2
6
確

認
問

題
６

年
３

(
2
)

４
年

式
と

計
算

の
順

じ
ょ

５
年

式
と

計
算

３
(
2
)

(
1
0

量
分

数
の

意
味

を
理

解
し

て
い

る
○

3
0
.
7

H
2
6
確

認
問

題
６

年
３

(
2
)

４
年

分
数

４
(
1
)

(
1
1

必
要

な
情

報
を

使
っ

て
，

四
角

形
の

面
積

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

○
6
4
.
5

５
年

面
積

４
(
2
)

(
1
2

積
や

商
が

被
乗

数
や

被
除

数
よ

り
大

き
く

な
る

も
の

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
○

6
1
.
6

H
2
6
確

認
問

題
６

年
４

(
2
)

５
年

分
数

６
年

分
数

の
わ

り
算

５
(
1
3

線
対

称
な

図
形

を
，

対
称

の
中

心
を

も
と

に
点

対
称

な
図

形
に

か
き

か
え

る
こ

と
が

で
き

る
○

8
1
.
1

H
2
6
確

認
問

題
６

年
４

(
3
)

６
年

対
称

な
図

形

設
問

番
号

014116
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平
成

２
７

年
度

　
学

力
定

着
状

況
確

認
問

題
　

参
考

資
料

小
学

校
第

６
学

年
　

算
数

出
題

の
趣

旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全

体
正

答
率

過
去

の
関

連
す

る
調

査
問

題
等

や
ま

ぐ
ち

学
習

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

や
ま

ぐ
ち

っ
子

学
習

プ
リ

ン
ト

」
設

問
番

号

６
(
1
)

(
1
4

□
や

△
を

使
っ

た
数

量
の

関
係

を
表

す
式

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
○

4
9
.
0

H
2
7
全

国
Ｂ

２
(
2
)

３
年

□
を

使
っ

た
式

４
年

式
と

計
算

の
順

じ
ょ

５
年

式
と

計
算

６
(
2
)

(
1
5

百
分

率
に

つ
い

て
理

解
し

，
数

量
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
○

3
2
.
9

５
年

割
合

７
(
1
6

資
料

を
整

理
し

，
二

次
元

の
表

に
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
○

5
8
.
6

H
2
7
確

認
問

題
６

年
６

４
年

調
べ

方
と

整
理

の
仕

方

８
(
1
7

1
8
0
度

よ
り

も
大

き
い

角
の

大
き

さ
の

測
り

方
を

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

○
7
3
.
2

H
2
7
全

国
Ａ

４
(
2
)

４
年

角
と

垂
直

・
平

行

９
(
1
8

円
の

面
積

の
公

式
を

活
用

し
て

，
複

合
図

形
の

面
積

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

○
5
2
.
8

６
年

円
の

面
積

1
0

(
1
)

(
1
9

四
捨

五
入

を
し

て
，

買
い

物
の

代
金

の
見

積
も

り
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

○
4
7
.
4

H
2
7
全

国
Ｂ

４
(
1
)

４
年

お
よ

そ
の

数

1
0

(
2
)

(
2
0

目
的

に
応

じ
た

見
積

も
り

の
仕

方
を

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

○
5
2
.
3

H
2
7
全

国
Ｂ

４
(
2
)

４
年

お
よ

そ
の

数

014116
タイプライターテキスト
 87



平
成

２
７

年
度

　
学

力
定

着
状

況
確

認
問

題
　

参
考

資
料

小
学

校
第

５
学

年
　

社
会

出
題

の
趣

旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全

体
正

答
率

過
去

の
関

連
す

る
調

査
問

題
等

や
ま

ぐ
ち

学
習

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

や
ま

ぐ
ち

っ
子

学
習

プ
リ

ン
ト

」

1
(
1
)

1
)

方
位

や
地

図
記

号
を

理
解

し
、

地
図

を
正

し
く

読
み

と
る

こ
と

が
で

き
る

○
3
6
.
1

H
2
5
版

３
年

単
元

末
「

わ
た

し
た

ち
の

ま
ち

」
３

年
わ

た
し

の
ま

ち
み

ん
な

の
ま

ち
①

②
３

年
市

の
様

子

1
(
2
)

2
)

目
的

に
応

じ
た

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
仕

方
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
○

9
4
.
2

H
2
5
版

３
年

単
元

末
「

地
い

き
に

残
る

文
化

財
や

年
中

行
事

」
３

年
の

こ
し

た
い

も
の

、
つ

た
え

た
い

も
の

1
(
3
)

3
)

伝
統

行
事

に
携

わ
る

人
々

の
思

い
や

願
い

を
資

料
か

ら
読

み
と

る
こ

と
が

で
き

る
○

7
8
.
2

H
2
5
版

３
年

単
元

末
「

地
い

き
に

残
る

文
化

財
や

年
中

行
事

」
３

年
の

こ
し

た
い

も
の

、
つ

た
え

た
い

も
の

2
(
1
)

4
)

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
の

工
夫

を
資

料
か

ら
読

み
と

る
こ

と
が

で
き

る
○

8
9
.
3

H
2
6
 
1
0
月

確
認

問
題

１
（

１
）

３
年

店
で

は
た

ら
く

人
①

②

2
(
2
)

5
)

資
料

か
ら

商
品

の
表

示
の

意
味

を
読

み
と

る
こ

と
が

で
き

る
○

9
1
.
5

H
2
6
 
1
0
月

確
認

問
題

１
（

２
）

３
年

店
で

は
た

ら
く

人
①

②

2
(
3
)

6
)

ご
み

を
少

な
く

す
る

買
い

物
の

工
夫

を
考

え
て

い
る

○
6
8
.
5

H
2
6
 
1
0
月

確
認

問
題

４
（

１
）

（
２

）
３

年
店

で
は

た
ら

く
人

①
②

3
(
1
)

7
)

災
害

及
び

事
故

防
止

に
つ

い
て

施
設

や
設

備
の

働
き

を
理

解
し

，
日

頃
か

ら
事

故
防

止
や

防
犯

に
つ

い
て

考
え

て
い

る
○

8
7
.
1

H
2
6
 
1
0
月

確
認

問
題

５
（

２
）

４
年

事
故

や
事

件
か

ら
く

ら
し

を
守

る

3
(
2
)

8
)

災
害

や
事

故
の

危
険

を
予

測
す

る
こ

と
が

で
き

る
○

7
3
.
2

H
2
6
 
1
0
月

確
認

問
題

５
（

１
）

４
年

事
故

や
事

件
か

ら
く

ら
し

を
守

る

4
(
1
)

9
)

飲
料

水
確

保
の

対
策

や
事

業
は

計
画

的
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
〇

6
1
.
9

H
2
5
版

４
年

単
元

末
「

水
道

の
水

」
４

年
水

は
ど

こ
か

ら
４

年
く

ら
し

と
水

4
(
2
)

1
0
)

水
の

安
定

供
給

を
図

る
た

め
の

環
境

保
全

や
節

水
の

取
組

を
考

え
て

い
る

○
5
8
.
1

H
2
5
版

４
年

単
元

末
「

水
道

の
水

」
４

年
水

は
ど

こ
か

ら
４

年
く

ら
し

と
水

5
(
1
)

1
1
)

地
図

を
参

考
に

県
内

の
市

町
の

数
を

読
み

と
る

こ
と

が
で

き
る

○
8
.
3

４
年

わ
た

し
た

ち
の

県
①

②

5
(
1
)

1
2
)

文
化

財
や

史
跡

な
ど

に
つ

い
て

県
の

特
色

を
読

み
と

る
こ

と
が

で
き

る
○

4
4
.
7

４
年

わ
た

し
た

ち
の

県
①

②

5
(
2
)

1
3
)

身
近

な
文

化
財

を
守

る
取

組
に

つ
い

て
考

え
て

い
る

○
5
5
.
3

４
年

地
い

き
の

歴
史

設
問

番
号
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平
成

２
７

年
度

　
学

力
定

着
状

況
確

認
問

題
　

参
考

資
料

小
学

校
第

５
学

年
　

社
会

出
題

の
趣

旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全

体
正

答
率

過
去

の
関

連
す

る
調

査
問

題
等

や
ま

ぐ
ち

学
習

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

や
ま

ぐ
ち

っ
子

学
習

プ
リ

ン
ト

」
設

問
番

号

6
(
1
)
ア

1
4
)

我
が

国
の

国
土

の
特

色
と

近
隣

諸
国

の
関

係
を

理
解

し
て

い
る

○
5
4
.
5

H
2
6
 
1
0
月

確
認

問
題

７
（

１
）

５
年

世
界

の
中

の
国

土

6
(
1
)
イ

1
5
)

我
が

国
の

国
土

の
特

色
と

近
隣

諸
国

の
関

係
を

理
解

し
て

い
る

○
4
6
.
2

H
2
6
 
1
0
月

確
認

問
題

７
（

１
）

５
年

世
界

の
中

の
国

土

6
(
1
)
ウ

1
6
)

我
が

国
の

国
土

の
特

色
と

近
隣

諸
国

の
関

係
を

理
解

し
て

い
る

○
5
0
.
8

H
2
6
 
1
0
月

確
認

問
題

７
（

１
）

５
年

世
界

の
中

の
国

土

6
(
2
)

1
7
)

我
が

国
の

国
土

の
特

色
を

理
解

し
て

い
る

○
5
2
.
7

５
年

世
界

の
中

の
国

土

7
(
1
)

1
8
)

地
域

の
自

然
環

境
の

特
色

を
資

料
か

ら
読

み
と

る
こ

と
が

で
き

る
○

1
9
.
4

H
2
6
 
1
0
月

確
認

問
題

７
（

２
）

５
年

国
土

の
気

候
の

特
色

と
人

々
の

く
ら

し

7
(
2
)

1
9
)

我
が

国
の

気
候

に
影

響
を

与
え

て
い

る
風

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

○
7
2
.
7

H
2
6
 
1
0
月

確
認

問
題

７
（

２
）

５
年

国
土

の
気

候
の

特
色

と
人

々
の

く
ら

し

7
(
3
)

2
0
)

我
が

国
の

米
作

り
の

特
色

を
理

解
し

て
い

る
○

4
0
.
0

５
年

米
づ

く
り

7
(
3
)

2
1
)

日
本

国
内

の
輸

送
の

状
況

に
つ

い
て

資
料

か
ら

読
み

と
る

こ
と

が
で

き
る

○
3
8
.
9

５
年

米
づ

く
り

8
(
1
)

2
2
)

食
料

自
給

率
の

意
味

を
理

解
し

て
い

る
○

3
3
.
9

H
2
5
版

５
年

２
学

期
末

２
５

年
水

産
業

（
こ

れ
か

ら
の

食
料

生
産

と
わ

た
し

た
ち

）

8
(
2
)

2
3
)

食
料

自
給

率
が

低
下

し
て

い
る

理
由

を
理

解
し

て
い

る
○

4
5
.
6

H
2
5
版

５
年

２
学

期
末

２
５

年
水

産
業

（
こ

れ
か

ら
の

食
料

生
産

と
わ

た
し

た
ち

）

8
(
3
)

2
4
)

食
料

自
給

率
の

状
況

に
つ

い
て

資
料

か
ら

読
み

と
る

こ
と

が
で

き
る

○
3
7
.
2

H
2
5
版

５
年

２
学

期
末

２
５

年
水

産
業

（
こ

れ
か

ら
の

食
料

生
産

と
わ

た
し

た
ち

）

8
(
4
)

2
5
)

産
地

直
売

所
で

の
野

菜
や

果
物

の
販

売
の

利
点

に
つ

い
て

、
資

料
を

も
と

に
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
○

4
0
.
3

H
2
5
版

５
年

２
学

期
末

２
５

年
水

産
業

（
こ

れ
か

ら
の

食
料

生
産

と
わ

た
し

た
ち

）
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
５
学
年
　
理
科

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

1
(
1
)

1
)

条
件
の
制
御
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

○
5
6
.
0

H
2
5
確
認
5
年
1

５
年
植
物
の
発
芽
と
成
長
１
・
３

1
(
2
)

2
)

イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
の
発
芽
に
，
必
要
な
条
件
を
理
解
し
て
い
る

○
7
7
.
0

H
2
5
確
認
5
年
1

５
年
植
物
の
発
芽
と
成
長
１
・
３

1
(
3
)

3
)

イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
の
発
芽
に
必
要
な
条
件
を
理
解
し
，
実
験
結
果
か
ら
考
察
す
る

こ
と
が
で
き
る

○
3
6
.
1

H
2
5
確
認
5
年
1

５
年
植
物
の
発
芽
と
成
長
１
・
３

2
(
1
)

4
)

イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
の
成
長
に
は
，
日
光
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

○
7
1
.
0

H
2
5
確
認
5
年
1

５
年
植
物
の
発
芽
と
成
長
４

2
(
2
)

5
)

イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
の
成
長
に
は
，
日
光
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
，
実
験
結

果
か
ら
考
察
を
書
く
こ
と
が
で
き
る

○
6
0
.
4

H
2
5
確
認
5
年
1

５
年
植
物
の
発
芽
と
成
長
４

3
(
1
)

6
)

受
粉
の
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
7
6
.
5

５
年
植
物
の
花
の
つ
く
り
と
実
や
種
子
１

3
(
2
)

7
)

植
物
の
受
粉
と
結
実
の
関
係
を
調
べ
る
実
験
に
つ
い
て
結
果
を
も
と
に
方
法
を

改
善
し
て
，
そ
の
理
由
を
記
述
で
き
る

○
4
9
.
0

５
年
植
物
の
花
の
つ
く
り
と
実
や
種
子
１
～
３

4
(
1
)

8
)

メ
ダ
カ
の
適
切
な
飼
育
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
9
0
.
4

H
2
5
確
認
5
年
2
(
1
)

H
2
6
確
認
5
年
1
(
1
)

５
年
メ
ダ
カ
の
た
ん
じ
ょ
う
４

4
(
2
)

9
)

メ
ダ
カ
の
雌
雄
を
判
別
す
る
方
法
を
理
解
し
て
い
る

○
5
4
.
5

H
2
5
確
認
5
年
2
(
2
)

H
2
6
確
認
5
年
1
(
2
)

５
年
メ
ダ
カ
の
た
ん
じ
ょ
う
１
・
３

5
(
1
)
1
0
)

顕
微
鏡
の
操
作
手
順
を
理
解
し
て
い
る

○
6
7
.
7

H
2
5
確
認
5
年
2
(
3
)

５
年
メ
ダ
カ
の
た
ん
じ
ょ
う
２

5
(
2
)
1
1
)

顕
微
鏡
の
操
作
手
順
を
理
解
し
て
い
る

○
7
0
.
6

H
2
5
確
認
5
年
2
(
3
)

H
2
6
確
認
5
年
2
(
1
)

５
年
メ
ダ
カ
の
た
ん
じ
ょ
う
２

6
(
1
)
1
2
)

質
量
保
存
の
法
則
に
つ
い
て
，
基
礎
的
事
項
を
理
解
し
て
い
る

○
6
2
.
7

H
2
5
確
認
5
年
8
(
3
)

H
2
6
確
認
5
年
6
(
2
)

３
年
物
と
重
さ
２
・
４

6
(
2
)
1
3
)

物
質
に
よ
る
密
度
の
違
い
に
つ
い
て
理
解
し
，
問
題
場
面
に
適
用
で
き
る

○
4
4
.
6

H
2
5
確
認
5
年
8
(
3
)

H
2
6
確
認
5
年
1
(
3
)

３
年
物
と
重
さ
２
・
４

設
問
番
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

小
学
校
第
５
学
年
　
理
科

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

設
問
番
号

7
(
1
)
1
4
)

水
の
沸
騰
の
変
化
に
つ
い
て
，
基
礎
的
な
用
語
や
概
念
を
理
解
し
て
い
る

○
7
1
.
2

H
2
6
確
認
5
年
9

7
(
2
)
1
5
)

水
の
状
態
変
化
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
3
0
.
4

H
2
6
確
認
5
年
9

7
(
3
)
1
6
)

温
度
の
上
昇
に
よ
る
気
体
の
体
積
変
化
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
5
1
.
2

H
2
6
確
認
5
年
7

４
年
も
の
の
温
度
と
体
積
１
（
金
属
，
水
，
空

気
と
温
度
）

8
(
1
)
1
7
)

乾
電
池
の
並
列
つ
な
ぎ
に
つ
い
て
理
解
し
，
作
図
に
よ
っ
て
表
現
で
き
る

○
5
4
.
7

H
2
5
確
認
5
年
7

H
2
6
確
認
5
年
5

４
年
電
気
の
働
き
１
・
２
・
４

8
(
2
)
1
8
)

光
電
池
の
働
き
と
日
光
の
強
さ
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
9
3
.
8

４
年
電
気
の
働
き
３

４
年
天
気
の
様
子
４

8
(
3
)
1
9
)

日
光
を
重
ね
た
と
き
の
明
る
さ
の
変
化
と
，
光
電
池
の
働
き
と
の
関
係
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
る

○
9
0
.
9

３
年
光
の
性
質
１

４
年
電
気
の
働
き
３

9
(
1
)
2
0
)

方
位
磁
針
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
い
る

○
6
9
.
1

H
2
5
確
認
5
年
3
(
3
)

H
2
6
確
認
5
年
4
(
1
)

３
年
磁
石
の
性
質
３

9
(
2
)
2
1
)

太
陽
の
動
き
方
と
影
の
で
き
方
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
3
2
.
4

H
2
5
確
認
5
年
6
(
2
)

H
2
6
確
認
5
年
4
(
4
)

３
年
太
陽
と
地
面
の
様
子
１
・
２

9
(
3
)
2
2
)

影
の
で
き
方
と
天
気
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
4
3
.
6

３
年
太
陽
と
地
面
の
様
子
１
・
２

9
(
4
)
2
3
)

天
気
と
気
温
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
5
7
.
6

４
年
天
気
の
様
子
２
・
３

1
0

2
4
)

星
座
早
見
の
正
し
い
使
い
方
を
理
解
し
て
い
る

○
3
6
.
0

H
2
5
確
認
5
年
4
(
3
)

４
年
月
と
星
２

1
1

2
5
)

月
の
特
徴
や
動
き
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
1
6
.
5

４
年
月
と
星
３

014116
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平
成

２
７

年
度

　
学

力
定

着
状

況
確

認
問

題
　

参
考

資
料

中
学

校
第

１
学

年
　

国
語

出
題

の
趣

旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全

体
正

答
率

過
去

の
関

連
す

る
調

査
問

題
等

や
ま

ぐ
ち

学
習

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

や
ま

ぐ
ち

っ
子

学
習

プ
リ

ン
ト

」

１
一

１
1
)

文
脈

に
即

し
て

漢
字

を
正

し
く

書
く

（
迷

う
）

○
8
5
.
7

1
一

２
2
)

文
脈

に
即

し
て

漢
字

を
正

し
く

書
く

（
両

側
）

○
8
6
.
1

1
一

３
3
)

文
脈

に
即

し
て

漢
字

を
正

し
く

読
む

（
う

つ
る

）
○

9
7
.
3

１
二

4
)

人
物

の
言

動
か

ら
心

情
を

理
解

す
る

○
4
5
.
6

H
2
5
確

認
問

題
１

年
１

七
H
2
6
全

国
Ａ

３
一

H
2
7
全

国
Ａ

３
二

小
４

年
順

番
，

お
知

ら
せ

，
岩

国
の

シ
ロ

ヘ
ビ

，
徳

佐
の

リ
ン

ゴ

１
三

5
)

文
脈

や
登

場
人

物
の

心
情

に
ふ

さ
わ

し
い

語
を

選
ぶ

○
7
8
.
6

H
2
5
確

認
問

題
１

年
１

四

1
四

6
)

表
現

の
効

果
や

意
図

を
理

解
す

る
○

7
4
.
7

H
2
5
全

国
Ｂ

３
二

H
2
7
全

国
Ａ

３
三

H
2
7
全

国
Ｂ

３
一

二

１
五

7
)

文
章

の
内

容
を

的
確

に
と

ら
え

，
目

的
に

応
じ

て
要

約
し

て
書

く
○

5
7
.
8

H
2
5
確

認
問

題
１

年
１

六
八

H
2
5
全

国
Ｂ

２
一

H
2
7
全

国
Ａ

７
二

2
一

1
8
)

慣
用

句
の

正
し

い
使

い
方

を
理

解
す

る
（

口
が

か
た

い
）

○
9
1
.
7

H2
5確

認
問

題
１

年
２
一
二
  
 H
26
確
認
問
題
１
年
２
一

H2
5全

国
Ａ

８
三

エ
  
  
  
  
 H
26
全
国
Ａ
８
三
キ

H2
7全

国
Ａ

８
三

エ
小

６
年

慣
用

句
１

・
２

2
一

2
9
)

語
句

の
意

味
を

正
し

く
理

解
し

，
文

脈
の

中
で

適
切

に
使

う
（

好
感

）
○

4
4
.
3

H
2
6
確

認
問

題
１

年
２

一
２

 
 
H
2
5
全

国
Ａ

８
三

ア
H
2
6
全

国
Ａ

８
三

ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
H
2
7
全

国
Ａ

８
三

ア

2
一

3
1
0
)

語
句

の
意

味
を

正
し

く
理

解
し

，
文

脈
の

中
で

適
切

に
使

う
（

わ
き

ま
え

る
）

○
8
0
.
4

H
2
6
確

認
問

題
１

年
２

一
３

H
2
5
全

国
Ａ

８
三

オ
H
2
7
全

国
Ａ

８
三

オ

2
一

4
1
1
)

こ
と

わ
ざ

の
正

し
い

使
い

方
を

理
解

す
る

○
5
9
.
2

H
2
5
確

認
問

題
１

年
２

三
H
2
6
確

認
問

題
１

年
２

一
４

H
2
5
全

国
Ａ

８
三

カ
H
2
6
全

国
Ａ

８
三

ア
エ

小
６

年
こ

と
わ

ざ
１

・
２

2
一

5
1
2
)

語
句

と
語

句
の

関
連

に
つ

い
て

判
別

す
る

○
8
1
.
2

2
二

１
1
3
)

接
続

語
や

指
示

語
な

ど
に

注
意

し
て

，
文

を
整

序
す

る
○

7
5
.
8

H
2
1
全

国
Ａ

３
一

１
年

伝
統

的
な

言
語

文
化

②

2
二

２
1
4
)

文
の

成
分

（
主

語
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

○
3
2
.
8

H
2
5
全

国
Ａ

８
六

小
３

年
修

飾
語

２
～

４

設
問

番
号
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平
成

２
７

年
度

　
学

力
定

着
状

況
確

認
問

題
　

参
考

資
料

中
学

校
第

１
学

年
　

国
語

出
題

の
趣

旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全

体
正

答
率

過
去

の
関

連
す

る
調

査
問

題
等

や
ま

ぐ
ち

学
習

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

や
ま

ぐ
ち

っ
子

学
習

プ
リ

ン
ト

」
設

問
番

号

3
一

１
1
5
)

文
脈

に
即

し
て

漢
字

を
正

し
く

読
む

（
こ

く
も

つ
）

○
8
4
.
3

3
一

２
1
6
)

文
脈

に
即

し
て

漢
字

を
正

し
く

書
く

（
議

論
）

○
4
3
.
3

3
一

３
1
7
)

文
脈

に
即

し
て

漢
字

を
正

し
く

書
く

（
子

孫
）

○
6
8
.
1

小
６

年
熟

語
１

～
４

3
一

４
1
8
)

文
脈

に
即

し
て

漢
字

を
正

し
く

読
む

（
ふ

し
め

）
○

5
8
.
9

3
二

1
9
)

文
脈

に
即

し
た

接
続

詞
を

選
ぶ

（
し

か
し

）
○

7
0
.
9

H
2
5
確

認
問

題
１

年
３

六
H
2
6
確

認
問

題
１

年
３

二

小
３

年
つ

な
ぎ

こ
と

ば
小

４
年

接
続

語
・

文
末

表
現

，
段

落
２

１
年

伝
統

的
な

言
語

文
化

②

3
三

2
0
)

必
要

な
情

報
を

読
み

取
り

，
整

理
し

て
書

く
○

2
3
.
7

H
2
5
確

認
問

題
１

年
３

三
五

H
2
6
確

認
問

題
１

年
３

三

3
四

2
1
)

文
章

の
構

成
と

展
開

を
理

解
す

る
○

2
5
.
5

H
2
6
確

認
問

題
１

年
３

四
H
2
5
全

国
Ｂ

１
一

3
五

2
2
)

内
容

を
正

確
に

と
ら

え
て

，
該

当
す

る
も

の
を

選
ぶ

○
5
4
.
9

H
2
5
全

国
Ａ

５
二

3
六

2
3
)

内
容

を
と

ら
え

て
，

題
名

を
完

成
さ

せ
る

○
7
0
.
9

H
2
5
確

認
問

題
１

年
３

二
H
2
5
全

国
Ｂ

２
一

小
５

年
読

む
こ

と
４

「
水

の
音

」

4
一

2
4
)

資
料

に
書

か
れ

た
情

報
を

と
ら

え
る

○
7
8
.
1

H
2
3
全

国
Ｂ

３
二

小
５

年
読

む
こ

と
１

「
公

民
館

」
・

２
「

地
図

」
・

３
「

ス
ポ

ー
ツ

」

4
一

2
5
)

資
料

に
書

か
れ

た
情

報
を

と
ら

え
る

○
5
9
.
2

H
2
3
全

国
Ｂ

３
二

小
５

年
読

む
こ

と
１

「
公

民
館

」
・

２
「

地
図

」
・

３
「

ス
ポ

ー
ツ

」

4
二

2
6
)

相
手

の
話

を
聞

き
，

表
現

の
特

徴
を

つ
か

む
○

8
7
.
6

１
年

伝
統

的
な

言
語

文
化

②

4
三

2
7
)

自
分

の
考

え
を

根
拠

を
明

確
に

し
て

書
く

○
4
8
.
5

H
2
6
全

国
Ｂ

１
三

１
年

伝
統

的
な

言
語

文
化

②
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

中
学
校
第
２
学
年
　
国
語

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

１
一

１
1
)

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
く
（
座
っ
て
）

○
8
9
.
1

1
一

２
2
)

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
く
（
触
る
）

○
5
1
.
9

1
一

３
3
)

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
読
む
（
は
ん
ぱ
）

○
9
0
.
1

1
二

4
)

文
脈
に
ふ
さ
わ
し
い
修
飾
語
（
副
詞
）
を
選
ぶ

○
8
4
.
4

H
2
5
全
国
Ａ
８
三
オ

H
2
6
全
国
Ａ
８
三
イ

H
2
7
全
国
Ａ
８
三
オ

１
年
伝
統
的
な
言
語
文
化
②

1
三

5
)

文
脈
や
描
写
に
着
目
し
て
登
場
人
物
の
心
情
を
読
み
取
る

○
9
2
.
4

H
2
5
確
認
問
題
２
年
１
七

H
2
6
確
認
問
題
２
年
１
五

H
2
6
全
国
Ａ
３
三

小
４
年
楽
し
み
な
こ
と
，
花
火
大
会
，
水
泳
，

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

小
６
年
文
学
２

１
四

6
)

文
脈
に
即
し
て
語
句
の
意
味
を
正
し
く
捉
え
る

○
5
7
.
0

H
2
6
確
認
問
題
２
年
１
三

小
６
年
文
学
１

１
五

7
)

自
分
の
考
え
と
関
連
づ
け
て
理
由
を
明
確
に
し
な
が
ら
書
く

○
7
1
.
0

H
2
5
全
国
Ｂ
２
三

2
一

8
)

歴
史
的
仮
名
遣
い
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
て
読
む
（
お
も
え
ど
も
）

○
5
7
.
0

H
2
5
確
認
問
題
２
年
２
一

H
2
6
確
認
問
題
２
年
２
一

H
2
5
全
国
Ａ
８
七
２

H
2
6
全
国
Ａ
８
五
１

１
年
伝
統
的
な
言
語
文
化
①

2
二

9
)

動
作
の
主
体
を
捉
え
る

○
7
0
.
4

H
2
5
確
認
問
題
２
年
２
三

１
年
伝
統
的
な
言
語
文
化
①

2
三

1
0
)

古
語
の
文
脈
上
の
意
味
を
的
確
に
捉
え
る

○
4
3
.
6

H
2
5
確
認
問
題
２
年
２
五

１
年
伝
統
的
な
言
語
文
化
①

2
四

1
1
)

古
典
と
現
代
文
と
を
対
応
さ
せ
て
内
容
を
捉
え
る

○
4
8
.
9

１
年
伝
統
的
な
言
語
文
化
①

2
五

1
2
)

登
場
人
物
の
心
情
や
も
の
の
考
え
方
を
つ
か
む

○
3
2
.
0

H
2
6
確
認
問
題
２
年
２
四

１
年
伝
統
的
な
言
語
文
化
①

3
一

１
1
3
)

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
読
む
(
な
っ
と
く
）

○
9
6
.
0

設
問
番
号
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

中
学
校
第
２
学
年
　
国
語

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

設
問
番
号

3
一

２
1
4
)

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
く
（
的
確
さ
）

○
4
9
.
5

3
一

３
1
5
)

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
く
(
専
門
的
な
）

○
6
0
.
2

3
一

４
1
6
)

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
読
む
(
す
ぐ
れ
て
）

○
9
4
.
4

3
二

1
7
)

文
章
全
体
の
構
成
や
展
開
を
捉
え
る
（
接
続
詞
の
働
き
）

○
6
9
.
1

H
2
5
確
認
問
題
２
年
３
二

H
2
6
確
認
問
題
２
年
３
五

小
３
年
つ
な
ぎ
こ
と
ば

小
４
年
接
続
語
・
文
末
表
現
，
段
落
２

１
年
伝
統
的
な
言
語
文
化
②

3
三

1
8
)

と
ら
え
た
情
報
を
，
条
件
に
あ
う
よ
う
に
的
確
に
表
現
す
る

○
3
4
.
2

H
2
5
確
認
問
題
２
年
３
三
四

H
2
6
確
認
問
題
２
年
３
三

２
年
読
む
２
－
１

3
四

1
9
)

事
実
と
意
見
を
文
末
表
現
か
ら
読
み
分
け
る

○
4
7
.
6

H
2
6
確
認
問
題
２
年
３
六

２
年
読
む
２
－
１

3
五

2
0
)

必
要
な
情
報
を
的
確
に
読
み
取
る

○
4
2
.
3

H
2
4
全
国
Ｂ
１
二

H
2
3
全
国
Ｂ
１
二

２
年
読
む
２
－
１

3
六

2
1
)

必
要
な
情
報
を
読
み
取
り
，
該
当
す
る
も
の
を
選
ぶ

○
8
3
.
5

H
2
5
全
国
Ａ
５
二

H
2
6
全
国
Ａ
５
二

H
2
7
全
国
Ａ
６
二

２
年
読
む
２
－
１

4
一

2
2
)

前
後
の
表
現
に
注
意
し
な
が
ら
，
内
容
を
的
確
に
捉
え
る

○
8
1
.
1

H
2
5
全
国
Ａ
３
一

4
二

2
3
)

発
言
の
違
い
を
的
確
に
と
ら
え
，
そ
れ
ぞ
れ
の
作
成
資
料
を
選
ぶ

○
3
1
.
3

H
2
6
確
認
問
題
２
年
４
四

H
2
6
全
国
Ａ
６
一

4
三

Ｂ
2
4
)

読
み
取
っ
た
情
報
を
，
条
件
に
合
う
よ
う
に
的
確
に
表
現
す
る

○
4
4
.
8

H
2
7
全
国
Ａ
６
一

4
三

Ｃ
2
5
)

読
み
取
っ
た
情
報
を
，
条
件
に
合
う
よ
う
に
的
確
に
表
現
す
る

○
6
7
.
5

H
2
7
全
国
Ａ
６
一

4
四

2
6
)

話
し
合
い
の
内
容
を
受
け
て
，
選
ん
だ
理
由
を
適
切
に
説
明
す
る

○
2
7
.
9

H
2
6
確
認
問
題
２
年
４
三

H
2
5
全
国
Ａ
３
一
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Ｈ
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

中
学
校
第
１
学
年
　
数
学

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

1
(
1
)

1
)

分
数
の
除
法
の
計
算
が
で
き
る

○
8
7
.
4

Ｈ
2
6
年
全
国
Ａ
１
（
１
）

小
６
年
分
数
の
わ
り
算
２

1
(
2
)

2
)

加
減
乗
除
を
含
む
正
の
数
の
計
算
に
お
い
て
，
き
ま
り
に
し
た
が
っ
て
計
算
す

る
こ
と
が
で
き
る

○
7
9
.
7

Ｈ
2
6
年
度
県
中
１
，
２

小
４
年
式
と
計
算
の
順
じ
ょ
１

1
(
3
)

3
)

指
数
を
含
む
正
の
数
と
負
の
数
の
計
算
が
で
き
る

○
6
8
.
1

Ｈ
2
6
年
全
国
Ａ
１
（
２
）

１
年
正
の
数
・
負
の
数
４

1
(
4
)

4
)

絶
対
値
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

○
8
1
.
4

Ｈ
2
6
年
全
国
Ａ
１
（
３
）

１
年
正
の
数
・
負
の
数
４

１
(
5
)

5
)

正
の
数
と
負
の
数
の
意
味
を
，
実
生
活
の
場
面
に
結
び
つ
け
て
理
解
し
て
い
る

○
8
1
.
0

Ｈ
2
6
年
県
中
１
（
５
）

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
１
（
４
）

１
年
正
の
数
・
負
の
数
３

１
(
6
)

6
)

数
の
集
合
と
四
則
計
算
の
可
能
性
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
7
2
.
9

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
１
（
３
）

１
年
正
の
数
・
負
の
数
４

2
(
1
)

7
)

整
式
ど
う
し
の
減
法
の
計
算
が
で
き
る

○
5
1
.
5

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
２
（
１
）

１
年
文
字
を
用
い
た
式
４

2
(
2
)

8
)

式
に
表
現
さ
れ
た
数
量
の
意
味
を
図
と
関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
5
9
.
4

Ｈ
2
7
年
全
国
小
学
校
算
数
Ａ
８

小
５
年
式
と
計
算
３

2
(
3
)

9
)

簡
単
な
比
例
式
を
解
く
こ
と
が
で
き
る

○
6
9
.
4

Ｈ
2
4
年
度
全
国
Ａ
３
（
１
）

Ｈ
2
5
年
度
県
中
１
　
３
（
３
）

小
６
年
比
３

3
(
1
)
1
0
)

方
程
式
を
解
く
場
面
に
お
け
る
等
式
の
性
質
の
用
い
方
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

る
○

7
5
.
0

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
２
（
４
）

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
３
（
１
）

１
年
方
程
式
１
・
２

3
(
2
)
1
1
)

小
数
を
含
む
一
元
一
次
方
程
式
を
解
く
こ
と
が
で
き
る

○
7
0
.
7

Ｈ
2
6
年
度
県
中
１
　
３
（
２
）

3
(
3
)
1
2
)

２
通
り
に
表
わ
さ
れ
る
数
量
に
着
目
し
，
文
字
を
用
い
た
式
や
数
で
表
し
，
一

元
一
次
方
程
式
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

○
3
9
.
5

Ｈ
2
3
年
全
国
Ａ
３
（
２
）

１
年
方
程
式
３

4
(
1
)
1
3
)

円
の
定
義
か
ら
三
角
形
の
等
辺
を
と
ら
え
，
二
等
辺
三
角
形
の
性
質
か
ら
頂
角

の
大
き
さ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

○
6
8
.
0

Ｈ
2
6
年
県
中
１
　
４
（
１
）

Ｈ
2
7
年
小
学
校
算
数
全
国
Ａ
５
（
１
）

小
５
年
合
同
な
図
形
３

設
問
番
号
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Ｈ
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

中
学
校
第
１
学
年
　
数
学

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

設
問
番
号

4
(
2
)
1
4
)

円
周
の
長
さ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

○
3
4
.
2

Ｈ
2
6
年
度
県
中
１
　
４
（
２
）

小
５
年
円
と
正
多
角
形
２

4
(
3
)
1
5
)

空
間
に
お
け
る
２
つ
の
平
面
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
3
9
.
8

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
５
（
１
）

5
1
6
)

与
え
ら
れ
た
資
料
の
グ
ラ
フ
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る

○
7
2
.
1

Ｈ
2
5
年
県
中
２
　
９
（
２
）

小
６
資
料
の
調
べ
方
１
・
２

6
(
1
)
1
7
)

数
量
の
関
係
を
文
字
式
に
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る

○
4
.
1

Ｈ
2
6
年
県
中
１
　
６
（
１
）

Ｈ
2
7
年
小
学
校
算
数
全
国
Ｂ
２
（
２
）

Ｈ
2
7
年
度
全
国
Ａ
２
（
２
）

6
(
2
)
1
8
)

具
体
的
な
事
象
に
つ
い
て
，
比
例
の
関
係
を
式
に
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る

○
9
1
.
2

Ｈ
2
6
年
度
県
中
２
　
６
（
２
）

Ｈ
2
4
年
小
学
校
算
数
全
国
Ａ
９

１
年
比
例
・
反
比
例
（
そ
の
１
）
１

6
(
3
)
1
9
)

具
体
的
な
事
象
の
中
に
は
比
例
を
用
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
る

○
5
0
.
0

Ｈ
2
6
年
県
中
１
　
６
（
３
）

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
９

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
９

１
年
比
例
・
反
比
例
（
そ
の
１
）
１
・
３

7
2
0
)

あ
る
規
則
に
し
た
が
っ
て
表
さ
れ
た
整
数
の
和
の
並
び
に
つ
い
て
規
則
を
読
み

取
り
，
そ
の
先
の
結
果
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
1
7
.
3

Ｈ
2
7
年
度
全
国
Ｂ
２

7
2
1
)

あ
る
規
則
に
し
た
が
っ
て
表
さ
れ
た
整
数
の
和
の
並
び
に
つ
い
て
規
則
を
読
み

取
り
，
そ
の
先
の
結
果
を
活
用
し
て
解
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

○
1
0
.
7

Ｈ
2
5
年
度
小
学
校
算
数
全
国
Ａ
４

8
2
2
)

単
位
量
当
た
り
の
大
き
さ
を
求
め
，
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
3
4
.
5

Ｈ
2
5
年
度
小
学
校
算
数
全
国
Ａ
４

小
５
割
合
１
～
４

9
(
1
)
2
3
)

示
さ
れ
た
情
報
を
解
釈
し
，
基
準
量
と
比
較
量
の
関
係
を
正
し
く
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る

○
4
.
9

Ｈ
2
6
年
度
小
学
校
算
数
全
国
Ｂ
５
（
２
）

9
(
2
)
2
4
)

事
象
に
お
け
る
数
量
の
関
係
を
見
い
だ
し
，
問
題
解
決
の
方
法
を
数
学
的
に
説

明
す
る
こ
と
で
き
る

○
4
2
.
4

Ｈ
2
6
年
度
小
学
校
算
数
全
国
Ｂ
５
（
２
）

1
0

2
5
)

展
開
図
で
示
さ
れ
た
空
間
図
形
に
つ
い
て
，
面
の
位
置
関
係
を
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
る

○
4
0
.
2

Ｈ
2
1
年
度
全
国
Ａ
５
（
１
）

小
４
年
直
方
体
と
立
方
体
２
・
３
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タイプライターテキスト
97



平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

中
学
校
第
２
学
年
　
数
学

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

１
(
1
)

1
)

分
数
の
除
法
の
計
算
が
で
き
る

○
8
4
.
2

Ｈ
2
6
年
全
国
Ａ
１
（
１
）

小
６
年
分
数
の
わ
り
算
２

１
(
2
)

2
)

加
減
乗
除
を
含
む
正
の
数
の
計
算
に
お
い
て
，
き
ま
り
に
し
た
が
っ
て
計
算
す

る
こ
と
が
で
き
る

○
8
2
.
0

小
４
年
式
と
計
算
の
順
じ
ょ
１

１
(
3
)

3
)

指
数
を
含
む
正
の
数
と
負
の
数
の
計
算
が
で
き
る

○
7
0
.
8

Ｈ
2
6
年
全
国
Ａ
１
（
２
）

１
年
正
の
数
・
負
の
数
４

１
(
4
)

4
)

正
の
数
と
負
の
数
の
意
味
を
，
実
生
活
の
場
面
に
結
び
つ
け
て
理
解
し
て
い
る

○
8
2
.
2

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
１
（
４
）

１
年
正
の
数
・
負
の
数
３

2
(
1
)

5
)

整
式
ど
う
し
の
減
法
の
計
算
が
で
き
る

○
7
7
.
9

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
２
（
１
）

２
年
式
の
計
算
３

2
(
2
)

6
)

文
字
式
に
数
を
代
入
し
て
式
の
値
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

○
8
6
.
7

Ｈ
2
4
年
全
国
Ａ

Ｈ
2
6
年
全
国
Ａ
２
（
３
）

Ｈ
2
5
年
県
中
２
　
２
（
３
）

１
年
文
字
を
用
い
た
式
３

2
(
3
)

7
)

数
量
の
関
係
を
文
字
式
に
表
す
こ
と
が
で
き
る

○
7
.
7

Ｈ
2
7
年
小
学
校
全
国
Ｂ
２
（
２
）

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
２
（
２
）

3
(
1
)

8
)

等
式
の
変
形
に
用
い
ら
れ
て
い
る
等
式
の
性
質
を
理
解
し
て
い
る

○
7
7
.
3

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
２
（
４
）

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
３
（
１
）

２
年
文
字
の
式
の
利
用
１
・
２

3
(
2
)

9
)

簡
単
な
連
立
方
程
式
を
解
く
こ
と
が
で
き
る

○
7
7
.
0

Ｈ
2
4
年
全
国
Ａ
３
（
２
）

Ｈ
2
5
年
県
中
２
　
３
（
１
）

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
３
（
２
）

２
年
連
立
方
程
式
１
・
２

3
(
3
)
1
0
)

着
目
す
る
必
要
が
あ
る
数
量
を
見
い
だ
し
，
そ
の
数
量
に
着
目
し
連
立
二
元
一

次
方
程
式
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

○
5
4
.
5

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
３
（
３
）

Ｈ
2
5
年
県
中
２
　
３
（
２
）

Ｈ
2
6
年
全
国
Ａ
３
（
３
）

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
３
（
３
）

２
年
連
立
方
程
式
の
利
用
３

4
(
1
)
1
1
)

図
形
の
回
転
移
動
に
つ
い
て
，
移
動
前
と
移
動
後
の
２
つ
の
図
形
の
辺
や
角
の

対
応
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

○
6
3
.
2

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
４
（
３
）

Ｈ
2
6
年
全
国
Ａ
４
（
３
）

小
６
年
対
称
な
図
形
２

１
年
平
面
図
形
４

4
(
2
)
1
2
)

角
の
二
等
分
線
の
作
図
方
法
を
図
形
の
対
称
性
に
着
目
し
て
見
直
す
こ
と
が
で

き
る

○
5
6
.
6

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
４
（
２
）

小
６
年
対
称
な
図
形
１

１
年
平
面
図
形
２

5
(
1
)
1
3
)

空
間
に
お
け
る
直
線
と
平
面
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
6
1
.
5

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
５
（
１
）

小
４
年
直
方
体
と
立
方
体
２
・
３

設
問
番
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

中
学
校
第
２
学
年
　
数
学

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

設
問
番
号

5
(
2
)
1
4
)

底
面
が
合
同
で
高
さ
が
等
し
い
円
錐
と
円
柱
の
体
積
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
る

○
4
8
.
3

Ｈ
2
6
年
全
国
Ａ
５
（
４
）

１
年
空
間
図
形
３

6
(
1
)
1
5
)

関
数
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

○
7
2
.
2

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
９

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
９

１
年
比
例
・
反
比
例
（
そ
の
１
・
２
）
１
・
３

6
(
2
)
1
6
)

一
次
関
数
の
表
か
ら
，
変
化
の
割
合
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

○
7
5
.
9

Ｈ
2
4
全
国
Ａ
９
（
１
）

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
１
０
（
２
）

Ｈ
2
5
年
県
中
２
　
７
（
３
）

２
年
一
次
関
数
の
性
質
２

6
(
3
)
1
7
)

与
え
ら
れ
た
比
例
の
グ
ラ
フ
か
ら
ｘ
の
変
域
に
対
応
す
る
ｙ
の
変
域
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る

○
4
5
.
2

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
１
０
（
３
）

7
1
8
)

与
え
ら
れ
た
資
料
の
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
に
お
い
て
，
最
頻
値
の
意
味
を
理
解
し
て

い
る

○
3
7
.
3

Ｈ
2
5
年
県
中
２
　
９
（
１
）

１
年
資
料
の
散
ら
ば
り
と
代
表
値
２

8
(
1
)
1
9
)

文
字
を
用
い
た
式
で
数
量
の
関
係
を
説
明
す
る
た
め
の
構
想
を
理
解
し
て
い
る

○
4
6
.
4

Ｈ
2
7
年
全
国
Ａ
２
（
４
）

8
(
2
)
2
0
)

事
象
が
成
り
立
つ
理
由
を
，
構
想
を
利
用
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
3
4
.
3

Ｈ
2
7
年
全
国
Ｂ
２
（
２
）

8
(
3
)
2
1
)

新
た
な
規
則
を
見
つ
け
，
事
象
が
成
り
立
つ
理
由
を
構
想
を
立
て
て
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
る

○
2
6
.
0

Ｈ
2
3
年
全
国
Ｂ
２
（
３
）

9
2
2
)

２
つ
の
数
量
関
係
を
見
出
し
，
事
象
を
理
想
化
・
単
純
化
し
て
問
題
解
決
す
る

方
法
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
2
6
.
4

Ｈ
2
6
年
全
国
Ｂ
２
（
３
）

1
0

(
1
)
2
3
)

平
面
図
形
と
空
間
図
形
を
関
連
付
け
て
事
象
を
考
察
し
，
空
間
図
形
を
投
影
し

た
平
面
図
形
を
見
て
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
3
1
.
4

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
５
（
２
）

１
年
空
間
図
形
２

1
0

(
2
)
2
4
)

平
面
図
形
と
空
間
図
形
を
関
連
付
け
て
事
象
を
考
察
し
，
そ
の
特
徴
を
的
確
に

と
ら
え
，
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
2
4
.
3

Ｈ
2
5
年
全
国
Ａ
５
（
２
）

１
年
空
間
図
形
２
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平
成
２
7
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

中
学
校
第
２
学
年
　
社
会

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

１
(
1
)

1
)

世
界
の
主
な
国
の
位
置
と
名
称
を
地
球
表
面
の
姿
と
し
て
理
解
し
て
い
る

○
4
5
.
2

H
2
6
確
認
問
題
１
（
１
）
（
２
）

１
年
(
地
理
)
世
界
の
地
域
構
成

1
(
2
)

2
)

写
真
資
料
か
ら
，
世
界
各
地
の
人
々
の
く
ら
し
の
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る

○
6
5
.
4

１
年
(
地
理
)
世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境

1
(
3
)

3
)

地
球
表
面
か
ら
正
し
い
経
線
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

○
4
8
.
3

H
2
6
確
認
問
題
１
（
５
）

１
年
（
地
理
）
世
界
の
地
域
構
成

2
(
1
)

4
)

世
界
の
主
な
宗
教
の
分
布
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
6
9
.
8

１
年
(
地
理
)
世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境

2
(
2
)

5
)

特
色
あ
る
自
然
環
境
（
熱
帯
）
と
生
活
様
式
（
住
居
）
を
関
連
付
け
て
理
解
し

て
い
る

○
6
1
.
1

H
2
6
確
認
問
題
２
（
３
）
④

１
年
(
地
理
)
世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境

3
(
1
)

6
)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
の
特
色
に
つ
い
て
，
気
候
と
関
連
付
け
て
理
解
し
て
い
る

○
3
0
.
0

１
年
（
地
理
）
Ｅ
Ｕ

3
(
2
)

7
)

資
料
か
ら
，
Ｅ
Ｕ
（
Ｅ
Ｃ
）
加
盟
国
の
特
徴
に
つ
い
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
○

1
9
.
8

H
2
5
版
　
１
年
２
学
期
末
２

１
年
（
地
理
）
Ｅ
Ｕ

3
(
3
)

8
)

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
間
の
通
行
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
6
2
.
8

H
2
5
版
　
１
年
２
学
期
末
２

１
年
（
地
理
）
Ｅ
Ｕ

4
(
1
)

9
)

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
工
業
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
4
.
2

H
2
5
版
　
１
年
３
学
期
末
２

１
年
（
地
理
）
北
ア
メ
リ
カ

4
(
2
)
1
0
)

複
数
の
資
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
を
も
と
に
，
ア
メ
リ
カ
の
農

業
の
特
色
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
5
1
.
0

H
2
6
確
認
問
題
２
（
３
）
③

１
年
（
地
理
）
北
ア
メ
リ
カ

5
(
1
)
1
1
)

日
本
の
都
道
府
県
の
位
置
を
正
確
に
理
解
し
て
い
る

○
3
6
.
6

H
2
6
確
認
問
題
３
（
１
）

２
年
（
地
理
）
日
本
の
地
域
構
成

5
(
2
)
1
2
)

複
数
の
資
料
か
ら
，
日
本
の
農
業
(
畜
産
)
の
特
徴
に
つ
い
て
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る

○
1
9
.
4

H
2
6
確
認
問
題
４
（
３
）

２
年
（
地
理
）
日
本
の
地
域
的
特
色

5
(
3
)
1
3
)

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
完
成
さ
せ
，
そ
こ
か
ら
日
本
の
人
口
の
特
色
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る

○
4
2
.
1

H
2
6
確
認
問
題
３
（
２
）

２
年
（
地
理
）
日
本
の
地
域
的
特
色

設
問
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平
成
２
7
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

中
学
校
第
２
学
年
　
社
会

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

設
問
番
号

6
(
1
)
1
4
)

聖
徳
太
子
，
徳
川
家
光
の
行
っ
た
政
治
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
4
8
.
3

H
2
6
確
認
問
題
５
（
１
）

１
年
（
歴
史
）
古
代
ま
で
の
日
本
②

２
年
（
歴
史
）
近
世
の
日
本
②

6
(
2
)
1
5
)

室
町
時
代
の
で
き
ご
と
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
3
6
.
3

H
2
6
確
認
問
題
５
（
４
）

１
年
（
歴
史
）
中
世
の
日
本
②

6
(
3
)
1
6
)

「
鎖
国
」
下
に
お
け
る
我
が
国
の
対
外
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
5
7
.
6

H
2
6
確
認
問
題
５
（
５
）

２
年
（
歴
史
）
近
世
の
日
本
②

7
(
1
)
1
7
)

ザ
ビ
エ
ル
が
来
日
し
た
頃
（
戦
国
時
代
）
の
我
が
国
の
様
子
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
る

○
4
2
.
2

２
年
（
歴
史
）
近
世
の
日
本
①

7
(
2
)
1
8
)

各
時
代
と
関
係
の
深
い
中
国
の
王
朝
名
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
3
9
.
5

H
2
6
確
認
問
題
５
（
２
）

１
年
（
歴
史
）
古
代
ま
で
の
日
本
①
②

１
年
（
歴
史
）
中
世
の
日
本
①

7
(
3
)
1
9
)

鎌
倉
幕
府
，
室
町
幕
府
，
江
戸
幕
府
の
位
置
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

○
1
2
.
5

１
年
（
歴
史
）
中
世
の
日
本
①
②

２
年
（
歴
史
）
近
世
の
日
本
②

7
(
4
)
2
0
)

勘
合
貿
易
，
南
蛮
貿
易
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
2
0
.
8

１
年
（
歴
史
）
中
世
の
日
本
②

２
年
（
歴
史
）
近
世
の
日
本
①

8
(
1
)
2
1
)

奈
良
の
大
仏
に
関
係
の
深
い
人
物
と
文
化
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
1
0
.
9

１
年
（
歴
史
）
古
代
ま
で
の
日
本
②

8
(
2
)
2
2
)

応
仁
の
乱
後
の
下
剋
上
の
風
潮
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
3
1
.
7

H
2
5
版
　
１
年
３
学
期
末
５

２
年
（
歴
史
）
近
世
の
日
本
①

8
(
3
)
2
3
)

江
戸
時
代
の
大
阪
の
よ
う
す
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
3
9
.
6

H
2
6
確
認
問
題
７
（
４
）

２
年
（
歴
史
）
近
世
の
日
本
③

9
(
1
)
2
4
)

源
頼
朝
の
政
策
と
江
戸
時
代
の
農
業
の
様
子
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
3
3
.
8

１
年
（
歴
史
）
中
世
の
日
本
①

２
年
（
歴
史
）
近
世
の
日
本
③

9
(
2
)
2
5
)

承
久
の
乱
，
刀
狩
に
つ
い
て
そ
の
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
る

○
1
0
.
5

H
2
6
確
認
問
題
６
（
３
）

１
年
（
歴
史
）
中
世
の
日
本
①

２
年
（
歴
史
）
近
世
の
日
本
①
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

中
学
校
第
２
学
年
　
理
科

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

1
(
1
)

1
)

銅
の
酸
化
の
質
量
変
化
に
つ
い
て
，
理
解
し
て
い
る

○
4
8
.
3

H
2
5
学
力
定
着
5
(
2
)

H
2
6
学
力
定
着
7
(
2
)

２
年
化
学
変
化
と
原
子
・
分
子
1
-
5

２
年
化
学
変
化
と
原
子
・
分
子
2
-
8

1
(
2
)

2
)

実
験
結
果
を
適
切
に
グ
ラ
フ
に
表
す
こ
と
が
で
き
る

　
○

4
2
.
4

H
2
5
学
力
定
着
5
(
3
)

H
2
6
学
力
定
着
7
(
3
)

２
年
化
学
変
化
と
原
子
・
分
子
2
-
8

1
(
3
)

3
)

銅
と
酸
素
の
結
合
比
を
用
い
て
，
未
反
応
の
銅
の
質
量
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
○

1
0
.
1

H
2
5
学
力
定
着
5
(
4
)

H
2
6
学
力
定
着
7
(
4
)

２
年
化
学
変
化
と
原
子
・
分
子
1
-
5

２
年
化
学
変
化
と
原
子
・
分
子
2
-
8

2
(
1
)

4
)

水
の
電
気
分
解
に
お
け
る
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
添
加
の
意
味
を
理
解
し
て
い

る
○

7
0
.
5

２
年
化
学
変
化
と
原
子
・
分
子
2
-
7

2
(
2
)

5
)

化
学
変
化
に
関
係
す
る
分
子
の
数
に
つ
い
て
，
モ
デ
ル
図
か
ら
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る

○
5
3
.
0

H
2
5
学
力
定
着
3
(
4
)

２
年
化
学
変
化
と
原
子
・
分
子
1
-
4

２
年
化
学
変
化
と
原
子
・
分
子
2
-
7

2
(
3
)

6
)

水
の
電
気
分
解
に
つ
い
て
，
化
学
反
応
式
を
書
く
こ
と
が
で
き
る

○
4
6
.
3

H
2
5
学
力
定
着
3
(
4
)

２
年
化
学
変
化
と
原
子
・
分
子
1
-
4

２
年
化
学
変
化
と
原
子
・
分
子
2
-
7

3
(
1
)

7
)

ヨ
ウ
素
溶
液
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
7
7
.
4

小
６
年
植
物
の
成
長
と
水
や
日
光
と
の
か
か
わ

り
３

１
年
植
物
の
つ
く
り
と
働
き
２

3
(
2
)
①

8
)

求
め
る
結
果
を
得
る
た
め
の
実
験
条
件
に
つ
い
て
正
し
く
設
定
で
き
る

○
6
0
.
0

小
６
年
植
物
の
成
長
と
水
や
日
光
と
の
か
か
わ

り
３

１
年
植
物
の
つ
く
り
と
働
き
２

3
(
2
)
②

9
)

求
め
る
結
果
を
得
る
た
め
の
実
験
条
件
に
つ
い
て
正
し
く
設
定
で
き
る

○
6
3
.
2

小
６
年
植
物
の
成
長
と
水
や
日
光
と
の
か
か
わ

り
３

１
年
植
物
の
つ
く
り
と
働
き
２

4
(
1
)
1
0
)

気
孔
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
　

7
1
.
5

H
2
5
学
力
定
着
1
1

１
年
植
物
の
つ
く
り
と
働
き
２
・
３

4
(
2
)
1
1
)

実
験
結
果
を
分
析
し
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
8
2
.
6

H
2
5
学
力
定
着
1
1

１
年
植
物
の
つ
く
り
と
働
き
２
・
３

4
(
3
)
1
2
)

実
験
結
果
を
分
析
し
，
結
果
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
3
0
.
5

H
2
5
学
力
定
着
1
1

１
年
植
物
の
つ
く
り
と
働
き
２
・
３

5
(
1
)
1
3
)

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の
基
本
的
な
使
い
方
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
2
1
.
8
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平
成
２
７
年
度
　
学
力
定
着
状
況
確
認
問
題
　
参
考
資
料

中
学
校
第
２
学
年
　
理
科

出
題
の
趣
旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全
体

正
答
率

過
去
の
関
連
す
る
調
査
問
題
等

や
ま
ぐ
ち
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
や
ま
ぐ
ち
っ
子
学
習
プ
リ
ン
ト
」

設
問
番
号

5
(
2
)
1
4
)

有
機
物
と
無
機
物
を
構
成
す
る
元
素
の
違
い
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
3
1
.
7

H
2
6
学
力
定
着
6

１
年
物
質
の
す
が
た
２

6
(
1
)
1
5
)

レ
ン
ズ
の
中
心
を
通
る
光
は
曲
が
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
，
光
の
道
す
じ
を
作

図
で
き
る

○
5
1
.
0

１
年
光
と
音
２

6
(
2
)
1
6
)

実
像
と
虚
像
を
区
別
で
き
る
と
と
も
に
，
像
の
大
き
さ
に
つ
い
て
判
別
で
き
る

○
2
9
.
5

H
2
7
全
国
学
調
4

１
年
光
と
音
２

6
(
3
)
1
7
)

作
図
に
よ
り
，
焦
点
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

○
2
1
.
4

H
2
7
全
国
学
調
4

１
年
光
と
音
２

7
(
1
)
1
8
)

重
力
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
2
8
.
5

H
2
5
学
力
定
着
4
(
1
)

H
2
6
学
力
定
着
9

１
年
力
と
圧
力
２
・
３

7
(
2
)
1
9
)

圧
力
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
1
4
.
5

H
2
5
学
力
定
着
4
(
2
)

H
2
6
学
力
定
着
9

１
年
力
と
圧
力
２
・
３

7
(
3
)
2
0
)

１
Ｐ
ａ
の
圧
力
に
つ
い
て
，
１
ｃ
ｍ

２
あ
た
り
の
力
の
大
き
さ
に
換
算
で
き
る

○
　

6
.
0

H
2
5
学
力
定
着
4
(
2
)

H
2
6
学
力
定
着
9

１
年
力
と
圧
力
２
・
３

8
(
1
)
2
1
)

実
験
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
か
ら
考
察
で
き
る

○
5
0
.
3

H
2
5
学
力
定
着
9
(
2
)

H
2
6
学
力
定
着
3
(
2
)

１
年
火
山
と
地
震
３

8
(
2
)
2
2
)

実
験
結
果
を
基
に
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
1
4
.
4

H
2
5
学
力
定
着
9
(
2
)

H
2
6
学
力
定
着
3
(
2
)

１
年
火
山
と
地
震
３

9
(
1
)
2
3
)

堆
積
岩
が
で
き
る
場
所
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
2
3
.
5

１
年
地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子
２

9
(
2
)
①
2
4
)

岩
石
の
種
類
と
成
因
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
5
0
.
2

H
2
5
学
力
定
着
8
(
2
)

１
年
火
山
と
地
震
２

１
年
地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子
２

9
(
2
)
②
2
5
)

岩
石
の
種
類
と
成
因
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

○
5
0
.
8

H
2
5
学
力
定
着
8
(
2
)

１
年
火
山
と
地
震
２

１
年
地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子
２
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平
成

２
７

年
度

　
学

力
定

着
状

況
確

認
問

題
　

参
考

資
料

中
学

校
第

２
学

年
　

英
語

出
題

の
趣

旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全

体
正

答
率

過
去

の
関

連
す

る
調

査
問

題
等

や
ま

ぐ
ち

学
習

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

や
ま

ぐ
ち

っ
子

学
習

プ
リ

ン
ト

」

１
(
1
)

1
)

英
語

を
聞

い
て

詳
細

を
理

解
す

る
○

8
5
.
0

１
(
2
)

2
)

英
語

を
聞

い
て

詳
細

を
理

解
す

る
○

9
1
.
7

１
(
3
)

3
)

英
語

を
聞

い
て

詳
細

を
理

解
す

る
○

9
4
.
1

２
(
1
)

4
)

英
語

で
の

問
い

か
け

に
応

答
す

る
○

6
9
.
9

１
年

疑
問

詞
で

始
ま

る
疑

問
文

１
年

代
名

詞

２
(
2
)

5
)

英
語

で
の

問
い

か
け

に
応

答
す

る
○

7
1
.
8

１
年

疑
問

詞
で

始
ま

る
疑

問
文

２
年

b
e
動

詞
の

過
去

形
／

過
去

進
行

形

２
(
3
)

6
)

英
語

で
の

問
い

か
け

に
応

答
す

る
○

7
2
.
5

３
(
1
)

7
)

英
語

の
対

話
文

を
読

み
，

そ
の

内
容

に
つ

い
て

の
質

問
に

対
す

る
答

え
を

選
ぶ

○
8
8
.
7

１
年

一
般

動
詞

１
年

一
般

動
詞

２
１

年
一

般
動

詞
【

過
去

形
】

３
(
2
)

8
)

英
語

の
対

話
文

を
読

み
，

そ
の

内
容

に
つ

い
て

の
質

問
に

対
す

る
答

え
を

選
ぶ

○
5
7
.
2

１
年

一
般

動
詞

１
年

一
般

動
詞

２
２

年
未

来
の

文
／

助
動

詞

３
(
3
)

9
)

英
語

の
対

話
文

を
読

み
，

そ
の

内
容

に
つ

い
て

の
質

問
に

対
す

る
答

え
を

選
ぶ

○
6
0
.
2

１
年

一
般

動
詞

【
過

去
形

】
２

年
不

規
則

動
詞

の
過

去
形

３
(
4
)

1
0
)

英
語

の
対

話
文

を
読

み
，

そ
の

内
容

に
つ

い
て

の
質

問
に

対
す

る
答

え
を

選
ぶ

○
7
1
.
2

１
年

疑
問

詞
で

始
ま

る
疑

問
文

２
年

未
来

の
文

／
助

動
詞

３
(
5
)

1
1
)

英
文

を
読

み
，

そ
の

内
容

に
つ

い
て

の
質

問
に

対
す

る
答

え
を

書
く

○
4
4
.
6

４
(
1
)

1
2
)

対
話

文
を

読
み

，
対

話
の

流
れ

に
合

う
英

文
を

選
択

肢
の

中
か

ら
選

ぶ
○

6
7
.
8

１
年

疑
問

詞
で

始
ま

る
疑

問
文

２
年

未
来

の
文

／
助

動
詞

４
(
2
)

1
3
)

対
話

文
を

読
み

，
そ

の
内

容
に

つ
い

て
の

質
問

に
対

す
る

答
え

を
書

く
○

3
5
.
2

１
年

一
般

動
詞

２
１

年
疑

問
詞

で
始

ま
る

疑
問

文

学
期

末
評

価
問

題
２

年
１

学
期

平
成

２
６

年
度

学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
４

平
成

２
６

年
度

学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
３

設
問

番
号

014116
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平
成

２
７

年
度

　
学

力
定

着
状

況
確

認
問

題
　

参
考

資
料

中
学

校
第

２
学

年
　

英
語

出
題

の
趣

旨

「 知 識 」

「 活 用 」

県
全

体
正

答
率

過
去

の
関

連
す

る
調

査
問

題
等

や
ま

ぐ
ち

学
習

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

や
ま

ぐ
ち

っ
子

学
習

プ
リ

ン
ト

」
設

問
番

号

４
(
3
)

1
4
)

対
話

文
の

流
れ

に
合

う
よ

う
に

，
適

切
な

語
を

書
く

○
1
8
.
2

学
期

末
評

価
問

題
 
 
２

年
１

学
期

H
2
4
平

成
２

６
年

度
 
 
学

力
定

着
状

況
確

認
問

題
　

４

５
(
1
)
①

1
5
)

前
後

の
英

文
か

ら
意

味
の

つ
な

が
り

を
考

え
て

，
（

　
　

）
内

に
適

切
な

英
語

を
書

く
○

2
2
.
2

１
年

代
名

詞

５
(
2
)
②

1
6
)

前
後

の
英

文
か

ら
意

味
の

つ
な

が
り

を
考

え
て

，
（

　
　

）
内

に
適

切
な

英
語

を
書

く
○

1
7
.
9

５
(
3
)
③

1
7
)

与
え

ら
れ

た
条

件
に

合
う

よ
う

に
，

英
文

を
書

く
○

6
.
8

２
年

未
来

の
文

／
助

動
詞

５
(
4
)
④

1
8
)

前
後

の
英

文
か

ら
意

味
の

つ
な

が
り

を
考

え
て

，
（

　
　

）
内

に
適

切
な

英
語

を
書

く
○

4
0
.
7

５
(
5
)

1
9
)

与
え

ら
れ

た
条

件
に

合
う

よ
う

に
，

英
文

を
書

く
○

2
2
.
0

６
(
1
)

2
0
)

本
文

中
の

代
名

詞
が

示
す

人
物

を
選

択
肢

の
中

か
ら

選
ぶ

○
3
7
.
8

１
年

代
名

詞

６
(
2
)

2
1
)

英
文

を
読

み
，

概
要

・
要

点
を

理
解

す
る

○
5
8
.
4

６
(
3
)
①

2
2
)

英
文

を
読

み
，

概
要

・
要

点
を

理
解

す
る

○
5
0
.
6

６
(
3
)
②

2
3
)

英
文

を
読

み
，

概
要

・
要

点
を

理
解

す
る

○
7
2
.
0

６
(
4
)

2
4
)

英
文

を
読

み
，

与
え

ら
れ

た
英

単
語

を
並

び
替

え
て

正
し

い
語

順
で

書
く

○
3
8
.
0

１
年

疑
問

詞
で

始
ま

る
疑

問
文

２
年

未
来

の
文

／
助

動
詞

６
(
5
)

2
5
)

英
文

の
内

容
を

理
解

し
，

物
語

の
終

末
を

考
え

て
英

語
で

書
く

○
1
4
.
8

学
期

末
評

価
問

題
２

年
１

学
期

平
成

２
６

年
度

学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
６
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平
成

２
７

年
度

 学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
質

問
紙

結
果

１
  

学
校

の
授

業
時

間
以

外
に

、
ふ

だ
ん

、
１

日
当

た
り

ど
れ

く
ら

い
の

時
間

勉
強

を
し

ま
す

か
。

２
　

学
校

が
休

み
の

日
に

、
１

日
当

た
り

ど
れ

く
ら

い
の

時
間

勉
強

を
し

ま
す

か
。

3
6

.7
  

3
8

.7
  

3
8

.5
  

3
9

.3
  

4
5

.6
  

4
4

.6
  

4
6

.5
  

4
6

.6
  

1
4

.9
  

1
4

.1
  

1
3

.0
  

1
2

.3
  

2
.7

  

2
.6

  

2
.1

  

1
.9

  

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
３

(H
2

6
) 

小
３

(H
2

7
) 

小
４

(H
2

6
) 

小
４

(H
2

7
) １
時

間
以

上
 

３
０

分
以

上
、

１
時

間
よ

り
少

な
い

 

３
０

分
よ

り
少

な
い

 
全

く
し

な
い

 

7
.6

  

6
.3

  

5
.9

  

5
.9

  

7
.8

 

1
1

.1
 

1
6

.3
  

1
6

.8
  

1
7

.3
  

1
6

.6
  

1
5

.0
 

1
4

.6
 

4
0

.1
  

4
2

.0
  

4
5

.1
  

4
6

.8
  

4
3

.6
 

3
7

.0
 

2
7

.0
  

2
7

.2
  

2
3

.8
  

2
3

.3
  

2
5

.2
 

2
5

.1
 

7
.2

  

6
.6

  

6
.5

  

6
.1

  

6
.5

 

9
.1

 

1
.9

  

1
.2

  

1
.3

  

1
.2

  

1
.7

 

3
.0

 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
５

(H
2

6
) 

小
５

(H
2

7
) 

小
６

(H
2

6
) 

小
６

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

３
時

間
以

上
 

２
時

間
以

上
、

３
時

間
よ

り
少

な
い

 

１
時

間
以

上
、

２
時

間
よ

り
少

な
い

 
３

０
分

以
上

、
１

時
間

よ
り

少
な

い
 

３
０

分
よ

り
少

な
い

 
全

く
し

な
い

 

6
.5

  

7
.3

  

5
.1

  

4
.6

  

6
.6

  

1
0

.4
  

2
3

.1
  

2
3

.7
  

1
8

.6
  

1
9

.8
  

2
3

.8
  

2
5

.3
  

3
8

.6
  

4
0

.2
  

3
6

.7
  

3
7

.6
  

3
7

.0
  

3
3

.3
  

2
1

.1
  

1
9

.6
  

2
3

.7
  

2
2

.6
  

2
0

.4
  

1
7

.0
  

8
.0

  

6
.8

  

1
0

.9
  

1
0

.3
  

8
.5

  

8
.6

  

2
.7

  

2
.4

  

5
.0

  

5
.0

  

3
.7

  

5
.3

  

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

中
１

(H
2

6
) 

中
１

(H
2

7
) 

中
２

(H
2

6
) 

中
２

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

2
6

.8
  

2
6

.3
  

2
5

.9
  

2
5

.3
  

3
6

.2
  

3
7

.5
  

3
8

.2
  

4
0

.8
  

2
7

.3
  

2
6

.3
  

2
7

.5
  

2
5

.5
  

9
.7

  

9
.8

  

8
.3

  

8
.5

  

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
３

(H
2

6
) 

小
３

(H
2

7
) 

小
４

(H
2

6
) 

小
４

(H
2

7
) 

１
時

間
以

上
 

３
０

分
以

上
、

１
時

間
よ

り
少

な
い

 
３

０
分

よ
り

少
な

い
 

全
く
し

な
い

 

4
.0

  

4
.0

  

2
.7

  

2
.7

  

3
.8

  

5
.5

  

1
0

.4
  

1
0

.3
  

7
.3

  

7
.2

  

1
1

.1
  

1
2

.2
  

2
3

.1
  

2
4

.6
  

1
9

.3
  

1
9

.6
  2
4

.2
  

2
4

.0
  

3
3

.5
  

3
4

.1
  

3
3

.0
  

3
3

.8
  3

2
.0

  

2
7

.0
  

2
3

.1
  

2
2

.2
  

2
7

.5
  

2
6

.8
  

2
2

.0
  

2
0

.6
  

5
.8

  

4
.8

  

1
0

.1
  

9
.9

  

6
.9

  

1
0

.6
  

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

中
１

(H
2

6
) 

中
１

(H
2

7
) 

中
２

(H
2

6
) 

中
２

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

４
時

間
以

上
 

３
時

間
以

上
、

４
時

間
よ

り
少

な
い

 
２

時
間

以
上

、
３

時
間

よ
り

少
な

い
 

１
時

間
以

上
、

２
時

間
よ

り
少

な
い

 
１

時
間

よ
り

少
な

い
 

全
く
し

な
い

 

3
.8

  

4
.7

  

3
.5

  

5
.8

  

4
.3

  

6
.7

  6
.0

  

1
0

.5
  

5
.3

  

1
0

.5
  

5
.1

  

5
.2

  1
3

.4
  

2
8

.3
  

1
2

.8
  

3
1

.9
  

1
3

.2
  

1
2

.6
  

3
4

.1
  

3
2

.1
  

3
6

.6
  

2
9

.1
  

3
6

.3
  

3
2

.2
  

3
4

.5
  1

8
.3

  

3
4

.5
  1

6
.3

  

3
3

.7
  

3
3

.0
  

8
.2

  

6
.1

  

7
.2

  

6
.5

  

7
.4

  

1
0

.2
  

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
５

(H
2

6
) 

小
５

(H
2

7
) 

小
６

(H
2

6
) 

小
６

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

３
時

間
以

上
 

２
時

間
以

上
、

３
時

間
未

満
 

１
時

間
以

上
、

２
時

間
未

満
 

3
0
分

以
上

、
１

時
間

未
満
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平
成

２
７

年
度

 学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
質

問
紙

結
果

３
　

家
で

自
分

で
計

画
を

立
て

て
勉

強
を

し
て

い
ま

す
か

。
４

　
家

で
学

校
の

宿
題

を
し

て
い

ま
す

か
。

2
2

.8
  

2
3

.6
  

2
3

.8
  

2
4

.8
  

2
7

.0
  

2
7

.4
  

3
5

.1
  

3
5

.5
  

3
5

.1
  

3
7

.1
  

3
7

.5
  

3
5

.4
  

3
0

.8
  

3
1

.0
  

3
1

.4
  

2
8

.9
  

2
7

.6
  

2
8

.1
  

1
0

.7
  

9
.8

  

9
.3

  

9
.2

  

7
.8

  

9
.1

  

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
５

(H
2

6
) 

小
５

(H
2

7
) 

小
６

(H
2

6
) 

小
６

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
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平
成

２
７

年
度

 学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
質

問
紙

結
果

５
　

あ
な

た
の

学
級

で
は

、
学

級
会

な
ど

の
時

間
に

友
達

同
士

で
話

し
合

っ
て

学
級

の
決

ま
り

な
ど

を
決

め
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
６
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し
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定
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状
況
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認
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題

　
質

問
紙

結
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平
成

２
７

年
度

 学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
質

問
紙

結
果

８
  

普
段

の
授

業
で

は
、

自
分

の
考

え
を

発
表

す
る

機
会

が
与

え
ら

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
９

  
普

段
の

授
業

で
は

、
話

し
合

う
活

動
を

よ
く
行

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
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平
成

２
７

年
度

 学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
質

問
紙

結
果

１
０

  
授

業
で

は
、

自
分

た
ち

で
課

題
を

立
て

て
そ

の
解

決
に

向
け

て
情

報
を

集
め

、
話

し
合

い
な

が
ら

整
理

し
て

発
表

す
る

な
ど

の
学

習
活

動
に

取
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組
み

ま
し

た
か

。
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.4
 

4
6

.0
  

4
6

.2
  

4
1

.4
  

4
1

.8
 

1
7

.5
  

1
4

.4
  

1
6

.8
  

2
0

.5
 

3
.6

  

2
.7

  

4
.0

  

5
.2

 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
５

(H
2

7
) 

小
６

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

ら
な

い
 

当
て

は
ま

ら
な

い
 

3
2

.6
  

2
8

.3
  

2
9

.9
  

2
2

.1
  

4
7

.7
  

4
7

.7
  

4
4

.0
  

4
3

.6
  

1
6

.6
  

1
9

.4
  

2
1

.1
  

2
6

.6
  

3
.1

  

4
.7

  

5
.0

  

7
.6

  

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

中
１

(H
2

7
) 

中
２

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
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平
成

２
７

年
度

 学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
質

問
紙

結
果

１
１

  
普

段
の

授
業

で
は

、
は

じ
め

に
授

業
の

目
標

が
示

さ
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

１
２

　
普

段
の

授
業

で
は

、
最

後
に

振
り

返
る

活
動

を
よ

く
行

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。

6
6

.2
  

7
0

.2
  

6
9

.3
  

7
5

.5
  

7
3

.1
  

8
0

.2
  

7
6

.5
  

8
4

.8
  

7
7

.3
  

5
7

.5
 

2
2

.3
  

2
0

.2
  

2
1

.2
  

1
7

.9
  

1
9

.4
  1
4

.7
  

1
7

.8
  1
2

.1
  

1
6

.5
  

2
8

.8
 

7
.8

  

6
.6

  

6
.8

  

4
.7

  

5
.3

  

3
.8

  

4
.3

  

2
.3

  

4
.5

  

1
0

.3
 

3
.8

  

3
.0

  

2
.8

  

2
.0

  

2
.1

  

1
.3

  

1
.3

  

0
.8

  

1
.7

  

3
.3

 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
３

(H
2

6
) 

小
３

(H
2

7
) 

小
４

(H
2

6
) 

小
４

(H
2

7
) 

小
５

(H
2

6
) 

小
５

(H
2

7
) 

小
６

(H
2

6
) 

小
６

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

ら
な

い
 

当
て

は
ま

ら
な

い
 

7
1

.8
  

8
2

.4
  

6
2

.8
  7
6

.6
  

7
0

.2
  

4
1

.9
 

2
3

.2
  

1
4

.6
  

2
9

.8
  2
0

.2
  

2
4

.5
  

3
7

.8
 

3
.9

  

2
.3

  

5
.8

  

2
.3

  

4
.2

  

1
5

.7
 

1
.1

  

0
.7

  

1
.7

  

0
.9

  

1
.0

  

4
.6

 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

中
１

(H
2

6
) 

中
１

(H
2

7
) 

中
２

(H
2

6
) 

中
２

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

4
4

.1
  

5
1

.8
  

4
6

.2
  

5
4

.4
  

4
7

.1
  

5
4

.4
  

4
6

.0
  

5
3

.8
  

5
0

.3
  

3
8

.9
 

3
6

.7
  3
3

.1
  

3
7

.0
  3
3

.8
  

3
8

.0
  

3
4

.3
  

3
9

.5
  

3
4

.9
  

3
3

.8
  

3
6

.4
 

1
3

.4
  

1
1

.0
  

1
3

.2
  

9
.4

  

1
1

.8
  

9
.4

  

1
2

.1
  

9
.8

  

1
2

.6
  

1
8

.7
 

5
.8

  

4
.1

  

3
.7

  

2
.4

  

3
.1

  

1
.9

  

2
.4

  

1
.6

  

3
.2

  

5
.8

 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
３

(H
2

6
) 

小
３

(H
2

7
) 

小
４

(H
2

6
) 

小
４

(H
2

7
) 

小
５

(H
2

6
) 

小
５

(H
2

7
) 

小
６

(H
2

6
) 

小
６

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

ら
な

い
 

当
て

は
ま

ら
な

い
 

2
7

.6
  4

5
.1

  

2
3

.3
  3
9

.3
  

3
0

.5
  

1
9

.4
 

4
7

.1
  

4
0

.4
  

4
4

.2
  

4
1

.8
  

4
1

.5
  

3
9

.9
 

2
1

.1
  1
2

.1
  

2
6

.2
  1

5
.6

  

2
3

.1
  

3
1

.6
 

4
.2

  2
.4

  

6
.3

  

3
.3

  

4
.8

  

8
.9

 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

中
１

(H
2

6
) 

中
１

(H
2

7
) 

中
２

(H
2

6
) 

中
２

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
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平
成

２
７

年
度

 学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
質

問
紙

結
果

１
３

　
授

業
の

ノ
ー

ト
や

学
習

プ
リ

ン
ト

に
、

学
習

の
目

標
と

ま
と

め
を

書
い

て
い

ま
す

か
。

１
4　

学
級

の
友

達
と

の
間

で
話

し
合

う
活

動
を

通
じ

て
、

自
分

の
考

え
を

深
め

た
り

、
広

げ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

6
0

.4
  

6
1

.6
  

6
7

.0
  

7
0

.3
  

7
3

.9
  

6
6

.6
 

2
4

.3
  

2
5

.9
  

2
3

.5
  

2
2

.1
  

1
8

.8
  

2
0

.5
 

9
.8

  

8
.6

  

6
.9

  

5
.8

  

5
.2

  

8
.7

 

5
.5

  

3
.8

  

2
.5

  

1
.8

  

1
.9

  

4
.1

 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
３

(H
2

7
) 

小
４

(H
2

7
) 

小
５

(H
2

7
) 

小
６

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

ら
な

い
 

当
て

は
ま

ら
な

い
 

6
8

.6
  

6
4

.5
  

5
7

.7
  

3
9

.3
  

2
4

.1
  

2
7

.8
  

3
0

.5
  

3
4

.4
  

5
.5

  

5
.8

  

9
.0

  

1
8

.4
  

1
.8

  

1
.9

  

2
.6

  

7
.6

  

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

中
１

(H
2

7
) 

中
２

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

3
5

.8
  

3
4

.0
  

3
2

.8
  

3
7

.1
  

2
7

.9
  

2
5

.2
 

3
9

.7
  

4
2

.5
  

4
5

.8
  

4
5

.7
  

4
2

.2
  

4
1

.7
 

1
7

.6
  

1
7

.5
  

1
7

.2
  

1
4

.1
  

2
3

.2
  

2
5

.5
 

6
.9

  

6
.0

  

4
.1

  

3
.0

  

6
.6

  

7
.5

 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
３

(H
2

7
) 

小
４

(H
2

7
) 

小
５

(H
2

7
) 

小
６

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

ら
な

い
 

当
て

は
ま

ら
な

い
 

3
6

.3
  

3
1

.6
  

2
4

.5
  

1
8

.4
  

4
6

.4
  

4
8

.8
  

4
6

.2
  

4
4

.5
  

1
4

.4
  

1
5

.9
  

2
3

.2
  

2
8

.5
  

2
.9

  

3
.7

  

5
.9

  

8
.3

  

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

中
１

(H
2

7
) 

中
２

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
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平
成

２
７

年
度

 学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
質

問
紙

結
果

１
５

　
国

語
の

授
業

の
内

容
は

よ
く
分

か
り

ま
す

か
。

１
６

　
算

数
・
数

学
の

授
業

の
内

容
は

よ
く
分

か
り

ま
す

か
。

5
5

.4
  

6
2

.0
  

4
9

.1
  

5
5

.8
  

5
0

.5
  

5
7

.3
  

4
5

.7
  

5
5

.5
  

5
0

.5
  

4
6

.9
 

2
9

.4
  

2
6

.4
  

3
3

.8
  

3
0

.8
  

3
3

.7
  3
0

.7
  

3
8

.2
  3
3

.4
  

3
3

.1
  

3
4

.1
 

1
0

.7
  

8
.0

  

1
2

.2
  

9
.8

  

1
1

.6
  

9
.3

  

1
2

.7
  

8
.8

  

1
2

.0
  

1
3

.6
 

4
.5

  

3
.6

  

4
.9

  

3
.7

  

4
.4

  

2
.7

  

3
.6

  

2
.2

  

4
.4

  

5
.2

 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
３

(H
2

6
) 

小
３

(H
2

7
) 

小
４

(H
2

6
) 

小
４

(H
2

7
) 

小
５

(H
2

6
) 

小
５

(H
2

7
) 

小
６

(H
2

6
) 

小
６

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

ら
な

い
 

当
て

は
ま

ら
な

い
 

3
5

.2
  

4
3

.9
  

2
9

.8
  

3
6

.7
  

3
6

.5
  

3
2

.8
  

3
9

.3
  3
6

.1
  

3
8

.6
  3
7

.6
  

3
8

.5
  

3
8

.8
  

1
8

.9
  

1
5

.2
  

2
2

.1
  

1
8

.3
  

1
8

.2
  

2
0

.0
  

6
.7

  

4
.8

  

9
.5

  

7
.3

  

6
.7

  

8
.3

  

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

中
１

(H
2

6
) 

中
１

(H
2

7
) 

中
２

(H
2

6
) 

中
２

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

4
7

.3
  

5
5

.8
  

4
6

.3
  

5
5

.9
  

4
1

.2
  5
3

.5
  

3
9

.4
  5
3

.2
  

4
1

.0
  

3
7

.5
 

3
5

.1
  3
1

.5
  

3
9

.1
  3
3

.2
  

4
3

.5
  

3
5

.9
  

4
5

.9
  3

7
.6

  

4
4

.1
  

4
4

.5
 

1
2

.2
  

9
.0

  

1
0

.8
  

8
.2

  

1
1

.5
  

8
.6

  

1
1

.8
  

7
.5

  

1
1

.6
  

1
3

.7
 

5
.4

  

3
.6

  

3
.8

  

2
.7

  

3
.7

  

2
.0

  

2
.8

  

1
.7

  

3
.3

  

4
.1

 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
３

(H
2

6
) 

小
３

(H
2

7
) 

小
４

(H
2

6
) 

小
４

(H
2

7
) 

小
５

(H
2

6
) 

小
５

(H
2

7
) 

小
６

(H
2

6
) 

小
６

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
 

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

る
 

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

ら
な

い
 

当
て

は
ま

ら
な

い
 

3
2

.1
  4
5

.7
  

2
6

.4
  4
0

.4
  

2
8

.3
  

2
5

.1
 

4
9

.4
  4

2
.8

  

4
9

.5
  

4
4

.4
  

4
8

.6
  

4
9

.2
 

1
5

.1
  

9
.4

  

1
8

.9
  

1
2

.2
  

1
8

.6
  

2
0

.2
 

3
.5

  

2
.1

  

5
.2

  

3
.1

  

4
.4

  

5
.4

 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

中
１

(H
2

6
) 

中
１

(H
2

7
) 

中
２

(H
2

6
) 

中
２

(H
2

7
) 

H
2

7
全

調
（
県

）
 

H
2

7
全

調
（
国

）
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平
成

２
７

年
度

 学
力

定
着

状
況

確
認

問
題

　
質

問
紙

結
果

１
７

　
社

会
の

授
業

の
内

容
は

よ
く
分

か
り

ま
す

か
。

１
８

　
理

科
の

授
業

の
内

容
は

よ
く
分

か
り

ま
す

か
。

6
8

.9
  

7
2

.7
  

6
8

.1
  

7
2

.3
  

5
7

.8
  

6
1

.9
  

4
9

.3
  

5
6

.6
  

2
2

.6
  

2
0

.3
  

2
3

.8
  

2
1

.4
  

3
1

.2
  

2
9

.4
  

3
7

.4
  

3
3

.0
  

5
.9

  

4
.9

  

5
.8

  

4
.7

  

8
.3

  

7
.1

  

1
0

.7
  

8
.2

  

2
.5

  

2
.2

  

2
.3

  

1
.5

  

2
.8

  

1
.6

  

2
.6

  

2
.2

  

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

小
３

(H
2

6
) 

小
３

(H
2

7
) 

小
４

(H
2

6
) 

小
４

(H
2

7
) 

小
５

(H
2

6
) 

小
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